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電気技術の進歩
新しい政府と社会の形



電気技術の進歩
「エレクトロニックパラダイ
ス」

ユナイテッドワ
ールド
人間は非課税です

強力な�AI�‑�ASI
ロボット

無限の命
UBI�‑�ユニバーサルベーシックインカム

誰もが豊かに暮らしている

技術開発に対応した統治形態。
国民国家のない統一世界、平和、平等、先進技術による効率性
への参加が理想的です。
AI、ロボット工学、オートメーションは間もなく前例のない富を生
み出し、美しく豊かな新しい世界への道を指し示すでしょう。
収益はテクノロジー税、「無条件ベーシックインカム」（
UBI）を通じて全人類に分配されます。
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1.�はじめに
A.�電子技術主義

技術の進歩を正当に評価する新しい政府形態。

電子テクノクラシーは、世界の国民国家を廃止し、統一された世界政府に置き換える革命的な政
府形態です。

B.�グローバルガバナンスとASI

グローバルガバナンスの未来的なコンセプト
この世界政府は、人類のすべての問題を分析し、選択できるいくつかの実行可能な解決策を提示する人工
超知能�(ASI)�によってサポートされています。
ASI�は、倫理ガイドラインに基づいてプログラムされた中立的なアドバイザーとして機能し、データを分析し、インテ
リジェントなソリューションを提案します。すべての意思決定プロセスはオープンソースであり、透明性があります。

ブロックチェーンのようなテクノロジーにより、投票を安全かつ改ざん防止できるようになる可能性があります。

国民はオンラインで投票することで、直接デジタル民主主義�(DDD)�を通じてコントロールを維持できます。

ASI�は将来、気候変動、人口過剰、飢餓など、地域的な問題だけでなく複雑な世界的な問題も含め、国
家と人類のすべての問題を解決できる可能性があります。
ASI�は経済データをリアルタイムで分析し、安定的で持続可能な政策を提案することができます。
すべての利益が考慮され、誰も取り残されません。今後数年で、量子コンピューターは複雑な地球規模の
問題の分析を加速する可能性がある一方、AGI�と�ASI�は圧倒、認知バイアス、利益に基づく政治、汚職な
どの人的エラーを排除することでガバナンスを新たなレベルに引き上げる可能性があります。
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量子コンピューターは世界の金融システムを最適化し、耐量子暗号を通じて安全な取引を保証する可
能性があります。
一例としては、世界的な資源配分を最適化するための�ASI�の使用が挙げられます。この場合、アルゴリ

ズムによって国家収入、水、エネルギー、食料が効率的かつ公平に配分されるようになります。

C.�政党の代わりにASI
国民とASIは問題解決策を一般投票に持ち込むことができるため、政党や職業政治家はもはや必要ありま
せん。
この新しい構造では、政党や職業政治家が完全に不要になります。

従来、各イデオロギー間の紛争や戦争さえ引き起こす可能性のある政党は、科学的かつ公平な基
盤に基づいて運営される�ASI�に取って代わられます。
もうパーティーはやめましょう:P

oリ
テ
ィ

cal パーtiエスは、代表する必要のある利益相反がなくなったため、廃止されました。
もう選挙はありません:人々がASIの提案に直接投票するため、従来の選挙は不要となる。
新しい参加形態:人々は提案を提出し、議論し、投票することで政治プロセスに参加します。

これにより、国民国家間および国内（内戦）、政党間の戦争の両方が過去のものとなる世界が生

まれます。

D.�経済システム税とUBI
電子テクノクラシーの経済システムは、核融合や高度なロボット工学などの技術によって変革され、豊富
な資源がもたらされます。
AI�システム、ロボット、企業にのみ税金が課されますが�(テクノロジー税)、人間には税金がかかりません。

ASI�(人工超知能)�の働きは、すべての管理および組織タスクを引き継ぐロボット工学と弱い�AI�(人工知
能)�によって補完されます。
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これにより、テクノロジーによる生産性の向上を国民全体に公平に分配することが可能になります。
ロボット工学により肉体労働が自動化され、人々が個人的な充足を重視する仕事のない社会が実現する

可能性がある。

人々は、基本的なニーズを満たすために働く代わりに、喜びをもたらす有意義な活動に時間を使うことが
できます。
テクノロジー税からの収入は、国家の費用がカバーされた後、無条件ベーシックインカム�(UBI)�で人々
に公平に分配されます。
ユニバーサル・ベーシック・インカム（UBI）は、基本的なニーズをカバーするために資金提供されるの
ではなく、AIとロボット工学の経済的成果全体をすべての人々に公平に分配するために資金提供されます。
これにより、個人は創造的で社会的な活動に集中し、テクノロジーの世界的な全体的なパフォーマン
スに参加することができます。

E.�長寿の社会的影響

‑�長寿�‑
社会は、遺伝子編集や老化防止療法などのバイオテクノロジーの進歩によって支えられ、健康寿命が延
びることから恩恵を受ける可能性があります。

2.�はじめに
2.1.未来は今始まります!

人類は、指数関数的なテクノロジーの進歩を特徴とする新しい時代の入

り口に立っています。

人工知能 e、ロボット工学、バイオテクノロジー、新エネルギー源は、根本的な解決を約束します。
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私たちの社会の基盤を変えます。
これらの深刻な大変動に直面して、関連するリスクを最小限に抑えながら、すべての人の利益のためにこれ
らのテクノロジーの可能性を活用できる地球文明にとって最適な組織形態についての問題が生じます。

電子テクノクラシーは単なる技術的ユートピアではありません。それは、21�
世紀以降の統一世界に向けた政府と社会の提案されたモデルです。

世界的な相互連結性が増大し、国民国家、政治的イデオロギー、経済的利益の間の対立が同時に継続し
ていることを考慮すると、この概念は根本的な変化を前提としています。

国民国家と伝統的な政治構造を廃止し、データ、科学的分析、直接民主制に基づく世界的な

統治を支持します。

中心となる要素は高度に開発された人工超知能�(ASI)�であり、複雑な地球規模の問題を分析し、解決策の
提案を開発する中立的な存在として機能します。
世界の人口 その後、直接デジタル投票メカニズムを通じてこれらの提案を決定します。 .

このモデルは、汚職、権力の乱用、イデオロギーの盲目などの人間の弱点を統治から排除することを
目指しており、代わりに効率、正義、集団的利益に焦点を当てています。これは、ASI、ロボット工
学、量子コンピューティング、核融合などの先端技術を単なるツールとしてではなく、すべての人々
にとって豊かで長寿で有意義な「電子の楽園」を生み出す可能性を秘めた新しい文明秩序の基礎とし
て構想するビジョンです。
エレクトリック�テクノクラシーの概念は、そのような未来、つまり、平和、平等、繁栄、人間開発を最大
化することを目的とした、人工超知能とデジタル市民の直接参加の組み合わせによって統治され、国民国

家のない世界という、急進的でありながら潜在的に変革的なビジョンを提供します。

この文書は、このビジョンの包括的な概要を提供し、その中核コンポーネントに焦点を当て、基盤となる
テクノロジーを説明し、関連する機会と課題について議論し、ビジョンの形成への参加を呼びかけることを目
的としています。

2.2.�
T 電気テクノクラシーの利点の概要 e

グローバルな団
結

アボ
ル

統一された世界統治を支持する国民国家と政党の関係 nt。
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世界の分断は克服されます。

国境、軍事権力の中心地、国家のエゴイズムは、統一された世界的な調整によって置き換えられま
す。

平和維持
国家間および政治的派閥間の戦争（内戦）の排除。

イデオロギー的ルールではなく技術主権
政党、国民国家、ロビー活動の代わりに、論理、データ分析、科学的知識、集団参加に基づいたグロ
ーバル�システムが出現します。

平等と正義
AIとロボティクスによって生み出された富の公平な分配。人間の労働には税金がかからない e.

ユニバーサルベーシックインカム（
UBI）

平等、 すべての人々に正義と繁栄を。税金を投入した企業、AI、ロボット工学によって資金提供されている .

すべての人に豊かな暮らしを
核融合、自動化、AI�は、希少性後の経済を可能にします。もう欠乏、貧困、実存の恐怖に苦しむ人はい
ません。

新たな義務としての個人の充実
人間は、芸術、研究、社会参加、哲学、発明など、自らの使命に自由に従うことができます。新しい
通貨には意味がある。

テクノロジーによる自由
テクノロジーは抑圧者ではなく解放者になります。それは自己決定ではなく、必然の鎖を断ち切ります。

17



参加による尊厳
出身、性別、年齢、地位に関係なく、すべての人があらゆるリソース、情報、機会にアクセスで
きます。

共創による未来
これは定説ではありません。招待状です。電子テクノクラシーは、人類の知恵と意志によって形成さ
れた生きた草案です。

職業政治の廃止
汚職などの人間の弱点を排除したAIによるより効率的な管理。公務員のカーストも政治エリートも外交
特権もありません。職業政治と非効率な官僚制度の廃止。�ASI�が管理タスクを引き継ぎます。

すべての管理プロセスは人工知能と自動システムに置き換えられます。メンバーが交代するデジタ
ル市民評議会を通じて代表を行います。

AI�を活用したガバナンス
アール人工超知能（AI）が地球規模の問題を分析し、解決策を提案する .

AIは支配者ではなくツールとし
て

人工知能は人間に奉仕します。問題を特定し、解決策を提案し、プロセスを実行しますが、単独
で決定することはありません。

人類の中立的なアドバイザーとしての人工超知能�(ASI)
倫理的にプログラムされた上位の超知能は、地球規模の問題を分析し、解決策を開発し、投票のために
世界の人々に提示します。

直接デジタル民主主義�(DDD)
世界の人々は、自分たちの提案と�AI�の提案にオンラインで直接投票します。デジタル参加システムでは、
すべての人が同じ投票権を持っています。意思決定は透明性、オープン、そしてグローバルに、全員の意
志によって行われます。
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集団的合意による倫理
価値観、道徳、テクノロジー開発の限界は人類によって共同で決定され、オープンなデジタル倫理プ
ロセスを通じて継続的に洗練されます。

意味のある仕事
人々はもはや必要に迫られて働くのではなく、自己実現のために働き、喜びをもたらす活動に専念できるよ
うになりました。

教育AI�講師と�VR�を通じて、パーソナライズされた、世界中からアクセスできる教育を実現します。

自動化された世界経済
生産、物流、管理、供給は完全に自動化されています。人間はもはや単なる実行者ではなく、創造的なアイデ
アを生み出す者になります。

エンパワーメント独自のインフラを持たない起業家。あたかも大企業であるかのように、無限の「マンパワー」を持って行動することが
できます。
誰もが自分の夢を実現し、それを国際市場に持ち込むことができます。�AIによる発明、研究、開
発、実装、製品開発、生産、流通、マーケティングをサポートします。

技術の柱
ASI、AGI、AI、ロボティクス、量子コンピュータ、核融合、長寿技術、ブロックチェーン、VR/AR。

長期目標「トラ
ンスヒューマニズム」人間の能力（身体的、認知的）の技術的強化。

技術的特異点
技術開発が進み、今後の進化が予測できない状態。

安全保障と法律
AI支援 司法制度、防犯のためのキャッシュレス社会、Aによるサイバーセキュリティ I.

一つの人類、
一つの法律
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ひとつの未来
世界を団結させる世界継承証書�1400/98�による実現可能性。それは、すべての人に正義、平和、自由を保証す
る世界統一国家の基礎となります。これにより、電子テクノクラシーは未来のユートピアから実現可能な現実
へと変わります。
統一され、公正で、技術的に完成されたグローバル社会のために力を合わ

せてください

NWO�‑�新世界秩序
の機は熟しています

電気技術の進歩
私たちはここに、人類の次の進化のステップとして電子テクノクラシーの時代を宣言します。

支配ではなく協力に基づいたシステム。コントロールではなく、理性で。排除ではなく統合です。

進歩の名の下に、すべての人に、すべてを通して、未来を

3.�前文

新しい文明のビジョン
電子テクノクラシーは、指数関数的な技術開発と、国民国家の伝統的な政治的および社会的システムが
もはや�21�世紀の地球規模の課題に適切ではない可能性があるという認識の高まりの収束から生まれた、
人類文明の根本的な再設計を表しています。
最も差し迫った問題としては、戦争、抑圧、不正義、人口過剰、高齢化、テクノロジーの進歩による大
量失業、国家債務、社会の分断、気候変動、パンデミック、資源不足、地政学的不安定、新しく強力な
テクノロジーの倫理的影響などが挙げられます。
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これは、高度に発達した人工超知能�(ASI)�によって具現化された論理、データ分析、科学的方法論が、政
治的イデオロギー、国益、または人間の意思決定者の欠点よりも、世界的な意思決定のためのより効果的
かつ公正な基盤を提供するという前提に基づいた世界的な未来の概念です。
このビジョンは、国民国家内の代議制民主主義の古典的なモデルや紛争が多い国際外交を、データ主
導型の直接的なグローバル民主主義に置き換えるものです。
全体の幸福を志向する倫理的にプログラムされた�ASI�によってサポートされ、主権を国民国家から統一さ
れた人類に移譲することを目指しています。
最終的な目標は、個人の自由、集団安全、人間の価値観、そして止められない技術進歩が矛盾することなく、
相互に条件付けし、強化し合う、安定した、平和で、公正で、ダイナミックに進歩する世界文明の創造です。

それは、テクノロジーの進歩の成果がすべての人に利益をもたらし、人類がその可能性を最大限に発揮
できる「電子の楽園」を形づくる試みです。
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パート�
2

超人工知能�(ASI)�による政府

4.�国家形態の基礎:
「電気テクノクラシー」

4.1.定義とコアコンセプト
電子テクノクラシーは、世界的に統一された人類のために設計された革新的な未来志向の政府形態で
す。
世界継承証書�1400/98�による統一世界のための完璧な国家形態�その決定的な特徴は、競合する国民国家や
政治ブロックへの世界の断片化を克服することです。代わりに、技術原則、特に人工知能の使用とデジタ
ル市民の直接参加に基づいた統一された世界的な管理構造を確立します。

これはテクノクラシーの一形態であり、専門知識とデータに基づく分析が意思決定の基礎を形成します
が、住民の直接投票による強力な民主主義の要素によって拡張されました。
誰も排除しない、21�世紀の統一、公正、平和な世界のためのスマートな直接民主主義。
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コアコンセプト
ASI�が中立的なアドバイザーとして、国民による直接オンライン投票を行う、国境のない世界。テ
クノロジーの進歩による繁栄は公平に分配される

4.2.国民国家と政党政治の廃止
電子テクノクラシーの概念の中心的な柱は、主要な政治単位としての国民国家の解体です。国境、
国民のアイデンティティ、およびそれに関連する主権の主張は時代遅れになります。

同様に、政党と職業政治家も廃止される。その正当性は、ナショナリズムと政党政治が歴史的に紛争、
非効率、汚職、近視眼的な考え方の原因となってきたという仮定にあります。

その代わりに、イデオロギー的な塹壕戦や国家エゴイズムから解放された、世界的な目標とすべての人
々の幸福のみを志向する世界市民権と政権が誕生します。

法的根拠はすでに存在しており、1998年6月10日の国際法条約（国家継承条約）である世界継承証書
1400/98は、NATOと国連の参加を得て、全世界を単位として取り消し不能に売却した。

4.3.人工超知能�(ASI)�の役割
人工超知能�(ASI)�は、事実上すべての関連分野において人間の認知能力をはるかに超える�AI�の一種で
あり、エレクトロニック�テクノクラシーの技術の中核です。
ASI�は、唯一の支配者�(AI�Overlord)�としてではなく、非常に強力で公平なアドバイザーおよび管理者とし
て機能します。
ASI�が独自に決定するのではなく、アドバイザーおよび最適化者として提案を作成し、人類にとって可
能な限り最善の解決策を提示することが重要です。
そのタスクには以下が含まれます
データ分析:膨大な量の地球規模のデータ�(経済、社会、生態学的データなど)�を継続的に分析し、
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パターン、問題、傾向を特定します。
問題の特定:世界的な課題と地域的な問題の早期発見。
ソリューション開発:特定された問題に対して、科学的に正しく、実行可能で、倫理的にレビューされた複数の解決策
提案を精緻化します。�ASI�は、複雑な相互作用と長期的な影響を考慮します。
シミュレーションと予測:さまざまな行動方針の潜在的な影響をモデル化します。
管理の自動化:リソースの割り当てからインフラストラクチャ計画に至るまで、多数の管理タスクを引き継ぎ、最適化すること
で、人間の官僚主義を最小限に抑えます。すべての管理プロセスは人工知能と自動化システムに置き換えられま
す。
代表は、交代メンバーによるデジタル市民評議会を通じて行われます。
ASI�は、持続可能性、正義、幸福の最大化など、定義された倫理ガイドラインと目標に基づいて、すべ
ての人類と地球の最善の利益のために行動するようにプログラムされています。
倫理的境界と管理�(エージェント�AI�ガバナンス):
「Agentic�AI�ガバナンス」のような現在の概念では、制御を維持しながら�AI�システムに自律性を与え
る方法をすでに模索しています。
定義された倫理的境界:�AI�が違反してはならない明確なル
ールと価値観。
組み込みの監視メカニズム:�AI�の活動を監
視するシステム。
Human‑in‑the‑Loop�(HITL):�不明確または重大な状況における人間の意思決定
者へのエスカレーション。
動的なガイドライン:�新しい状況に適応できる
ルール。
継続的なモニタリング:
改善のための継続的な監視とフィードバック�ループ。�ASIのリアルタイム監視には「Guardian�AI」を採用。

独立したコントロール�インスタンスとしての�Watchdog�AI:
監視に特化した小型化された�AI�で、ASI�の監視者として機能します。この「Watchdog�AI」は完全にオフラインで動
作し、ASI�のネットワーク統合から隔離されているため、強力な�AI�によって操作されたり影響を受けることはありま
せん。
「見守りAI」の機能：その任務は、ASI�の行動を常に監視し、問題のある行動の兆候があれば�–

24



有害な決定を下す傾向など、シャットダウンをトリガーしたり�ASI�をオフにしたりするまで、セキュリ
ティ�プロトコルを自動的に開始します。
例：多くの技術システムに統合されている安全「キルスイッチ」の概念と同様に、Watchdog�AI�はハードウェアベース
の緊急停止をトリガーできます。これは、サイエンス�フィクションでスカイネットの対抗モデルとしてよく提示さ
れるアイデアに相当しますが、ここでのみ現代的で現実的なセキュリティ�メカニズムが使用されます。

価値観の一致とフレンドリーな�AI:
値の調整方法の統合。これは、ASI�が本質的に人類の倫理原則と価値観と一致していることを意味します。

方法:協調逆強化学習�(CIRL)�や�AI�倫理研究からのその他のアプローチは、ASI�の目標が常に人間の価値観と一致する
ことを保証するのに役立ちます。基礎となる価値観と意思決定ロジックの定期的な更新と監査をシステムの一部
として組み込む必要があり、変更があれば独立した倫理委員会によって審査されるようにする必要があります。

ハードウェアベースの安全対策:
非常停止システム：I
い
い
え

ディ
ディ

on to the Watchdog AI、物理的、ソフトウェアに依存しない緊急停止機構を設置する必要があります。これらには、システム全
体をシャットダウンしたり、緊急時に電源を遮断したりできるハードウェアキルスイッチが含まれます。

冗長性:複数の冗長安全装置�(ハードウェアベースとソフトウェアベースの両方)�により、ASI�の不正動作が発生した場
合にタイムリーな介入が行われる可能性が高まります。

これらの原則は、グローバル�ASI�が信頼とセキュリティを確保するために不可欠です。

5.�直接デジタル民主主義�(DDD)
人工知能は独自に問題を認識し、提案を行います。
人々の具体的な懸念が考慮されます。問題を認識したすべての国民はそれを�AI�に提示することができ、
アイデアを持ったすべての国民もそれを�AI�に提示することができます。
ASI�は中心的な役割を果たしていますが、最終的な意思決定権は世界人口にあります。

ASI�が作成した解決策提案は、投票のために世界市民に提出されます。
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これは、安全で誰でもアクセスできるデジタル�プラットフォームを通じて行われます。すべての国民は、提案
について知り（多くの場合、ASI�自体によるわかりやすいプレゼンテーションやシミュレーションによってサ
ポートされます）、提案に直接投票する権利と機会を持っています。
この直接デジタル民主主義�(DDD)�のシステムにより、テクノロジーが人類に貢献し、人々の集合的な知
恵と価値観が意思決定に確実に反映されるようになります。
透明性は多くの場合、ブロックチェーン技術や同様の改ざん防止システムを使用して投票プロセスの完全
性を確保することで確保されます。将来的には、国民が投票権を委任できる「液体民主主義」システムの
ように、ブロックチェーン技術が透明性と不変性のために使用される可能性がある。

直接電子民主主義�(オンライン投票)
ASI 国家と人類の差し迫った問題に対する完璧な解決策を開発する y.

投票は世界中でオンラインで行われます
オンライン投票の直接民主主義を通じて、人間が確実に制御し、全員にとって最善の解決策が選択されるよう
になります。
利点は、特定の個人が利益を享受できるように、いかなる利益団体も利益を得たり富を得たりすることが
できず、汚職や他の利益に基づく影響によって行われる人類にとって有害な決定を排除できることです。

AI�は問題を予測し、気候や自然保護、少数派の保護、動物福祉などへの将来の影響を考慮する必要があ
りますが、常に人間が優先されます。

5.1.アイデア開発と投票のプロセス
A.�アイデアの提出
世界中の誰もが、立場や影響力に関係なく、アイデアや提案をオンラインで提出できます。このようにし
て、プロの政治家のアイデアだけでなく、あらゆる人々からの良いアイデアが考慮されます。人工知能は
アイデアの事前チェックを実施し、以下を評価します。

●�妥当性:�そのアイデアは論理的で実現可能ですか?
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●�実現可能性:�導入は技術的にも実際的にも現実的ですか?
●�正義:�そのアイデアは倫理的および道徳的基準を満たしていますか?

提出された各アイデアは、人工知能が提案の複数のインテリジェントで精緻なバージョンを開発するため
の「プロンプト」（指示）として機能します。

B.�公的協力
精巧に作られたバリアントは公開されるため、人類全体がアクセスできます。
世界中の人々がオンライン�フォーラムで�AI�提案にコメントし、改善し、さらに発展させることができます。
集合的なフィードバックを通じて、さまざまな視点とソリューション提案を考慮して、最適化された最終バ
ージョンが作成されます。

C.�承認のクリティカルマス
アイデアがコミュニティから十分な承認と改善を得た場合、AI�によって再処理され、最適化されます。そ
の後、AI�はさまざまなシナリオを表す複数のアプローチを使用して最終的なコンセプトを作成します。

D.�世界中のオンライン投票

最終的な提案は世界的な投票段階に入り、すべての人が投票することができます。これにより、制御
は人々にあり、全員にとって最適なソリューションが選択されることが保証されます。

5.2.�ASI�の並行作業
人工知能は、人間の提案とは独立して、自律的に問題を特定し、解決策を開発します。

AI�は問題を特定し、人類のすべての問題と状態に対する解決策の提案を見つけることができます。
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同等の問題 対立的であり、さらに、人間によって導入された最初のアイデアに関係なく、 .

このため、AI�は常にできるだけ多くの優れたソリューション提案を投票のために提出する必要がありま
す。
ASI�の最も重要なタスクには次のようなものがあります。

地球規模の問題の認識:例:�気候変動、エネルギー危機、飢餓、過剰人口、高齢化、失業、未解決の科学的問題、病気。

将来起こるあらゆる問題を解決する

ソリューション提案の開発:ASI�は問題ごとにいくつかのアプローチを開発し、世界的な投票で選択するために提示されます。

このため、AI�は常にできるだけ多くの優れたソリューション提案を投票のために提出する必要がありま
す。

5.3.人類の課題とAIによる解決策の例
A.�気候変動
再生可能エネルギー、世界的な�CO2�税、森林再生プログラムに関する提案。

B.�飢餓と貧困
効率的な食料生産、公平な流通、農業のための技術的解決策（遺伝子組み換え、自動化など）。

C.�健康
ワクチンの開発、パンデミックとの闘い、遺伝子の最適化、長寿、病気の制御、治療法と医薬品の開発、
医療におけるナノボットの使用、AI医師など。
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D.�科学とイノベーション
宇宙旅行の促進、エネルギー危機の解決策（核融合など）、医学の進歩、量子コンピューター、ナノテ
クノロジー（ナノファクトリーなど）、あらゆる科学分野における画期的な研究。

6.�国家の構造�人間とAIの共生目標

強力で党派性のない�AI�と世界人口による最終意思決定を伴う、インテリジェントで公正かつ操作不可能
な政府システム。

6.1.中立的なインスタンスとしての�Structure�State�AI

ASI（人工超知能）は政府を引き継ぐものではなく、あらゆる分野のリアルタイムデータにアクセスでき
る上位の制御、分析、ソリューションユニットです。

インターフェースとしての人間の政府
世界中のオンライン投票を通じてガイドラインを設定する国民投票と協力して、常に変更され、ランダムに決
定された人間の代表者と期限付きの専門委員会が�AI�の提案を実行するか、個別のケースで質問します。

透明性義務�E
とてもポ
ー

リ
テ
ィ

cal また
は tatプロセスは公開されており、完全に文書化されており、AI�によって検索可能です。

リアルタイム投票「ダイレクトデジタ
ルオンラインデモクラシー」
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市民はデジタル�チャネルを通じて関連する問題に定期的に投票できます。提案は�AI�の最適な解決策
の提案から直接得られます。

6.2.共生の利点
A.�世界的な参加
アイデアはプロの政治家や利益団体だけでなく、世界中のあらゆる人々から生まれます。

B.�政党政治はもう不要
現在存在する政党は、オンライン�フォーラム、公開討論形式、専門委員会、アルゴリズムによってサポ
ートされる意見形成に取って代わられています。
職業政治の廃止:ASI�による、汚職などの人間の弱点のない、より効率的な管理。公務員のカーストも政治エリートも外交
特権もありません。
より良いソリューション:
ASI�を使用すると、複雑な問題をより迅速に、よりインテリジェントに、事実に基づいて、持続的に、
イデオロギーにとらわれずに解決できます。
人間による制御:ダイレクト�デジタル�デモクラシーにより、人類は常に最終決定を行うことが保証されます。
腐敗に対する耐性:�Siいいえ ingl私の人 h意思決定構造とすべての情報へのアクセスがオープンになっているため、汚職は事実上不可能になります。
意思決定はロビー活動や個人的な利益ではなく、客観的なデータと多数派の意思に基づいて行われます。
環境保護:AI�が考慮するのは、気候、自然、動物保護などの側面がありますが、人間は常に残ります焦点。
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パート�
3

経済、ベーシックインカム、免税

7.�経済システムと構造
大きな技術変化、特に�AI�やロボティクスによる自動化、およびクリーンで無制限のエネルギーの利用は、
経済システムと社会構造の根本的な再構築を必要とすると同時に、それを可能にします。

経済：ビジネス、AI、ロボットにかかる税金は、基本的なニーズ以上のものをカバーし、仕事を切り離すユニバー
サル�ベーシック�インカム�(UBI)�の財源となります。

7.1.伝統的な課税の終焉
電子テクノクラシーでは、人間の労働と個人の所得に課税する原則は放棄されます。

州の歳入はテクノロジー賦課金によって全額賄われています。人間は中心的な収入源ではなくなります。

人間の労働はもはや価値創造の主な源泉ではなく、ベーシックインカムが保証されているため、そ

れに課税する必要性も正当性も失われます。

人類は現在、人口とその労働力を国家の収入源として利用するのではなく、テクノロジー税が戻って
くることで国家の歳入から恩恵を受けている。
これにより、人々は個人的な活動や収入（UBI以外に存在する場合）に対する税負担から解放されます。
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人間は基本的に非課税です。

7.2.�AI、ロボット、企業への税制による資金調達
世界国家の資金調達、特にユニバーサル・ベーシック・インカムは、自動システムの価値創造と生産能力
という新しい課税基盤を通じて達成されます。
税金は、おそらく生産性、エネルギー消費量、またはコンピューティング能力に基づいて、企業�(特に利
益とリソースの使用)�に加えて、AI�やロボット自体の使用にも課税されます。

これらの税源は、この未来社会において実際の富がどこで生み出されるかを反映しています。

7.3.基本的権利としてのユニバーサル・ベーシック・インカム（UBI）

電子テクノクラシーにおける社会契約の中心的な要素は、ユニバーサル�ベーシック�インカム�(UBI)�です。

すべての人は、技術開発の生産性に応じた収入を無条件で受け取ります。

これは、適切な生活水準を確保し、社会生活に参加するだけではありません。
この�UBI�は、オートメーションと企業に対する前述の税金によって賄われています。
それは単なる貧困削減の手段ではなく、有益な雇用の必要性からの自由を可能にし、有意義な活動へ
の移行の基礎を築く基本的な権利です。

AI�とロボット工学は将来、従来の人間の労働力では不可能だった国内総生産をはるかに上回る額を生み
出すでしょう。

したがって、全人類がそれに参加することになります。

ユニバーサルベーシックインカム�(UBI):
すべての人に平等、正義、そして繁栄を。企業、AI、ロボットへの課税によって資金提供されています。
ロボット工学と�AI�による莫大な経済的利益は、それらに課税することで公平に分配されます。さらに、
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人々は、自分がインスピレーションを与えた、または提案した�AI�製品の利益に参加します。
UBI�は技術の進歩とともに成長します。マシンの効率が高ければ高いほど、すべての繁栄が高まりま
す。
したがって、共通の成功、経済成長、自動化、AI、ロボット工学はすべての人の利益であり、誰もが世界
の収入に参加し、人類全体の進歩に興味を持っています。

これにより、妬みや利己主義が減り、社会的一体性が促進され、新しいテクノロジーが広く受け入れ
られるようになります。

したがって、世界的な進歩はすべての人の利益です。

7.4.ポスト欠乏経済

欠乏の代わりに豊かさを

ほぼ無制限のクリーン�エネルギー�(核融合など)�と完全に自動化された生産およびサービスの提供を組み合わ
せることで、多くの商品やサービスの物理的な不足が克服されます。資源を効率的に抽出、利用、リサイクル
できます。
食料、住居、エネルギー、医療、教育は、すべての人々が高品質かつ非常に低コストまたは無料で
利用できるようになる可能性があります。
これは、希少性に基づく競争経済から、豊かさに基づく協力経済への移行を示しています。

お金の重要性が失われる「ポスト貨幣主義」社会は、長期的な影響をもたらす可能性があ
る。
豊かな社会:
テクノロジー（ASI、ロボット工学、核融合、ナノファクトリー）は、すべての人々の繁栄（ポ
スト希少性）を可能にします。
すべての人に豊かさを:
ThAI�とロボット工学の効率性のおかげで、人口全体が豊かに暮らしています タ

イ。

7.5。仕事の変革
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必要性から自己実現へ

目標のところですでに述べたように、仕事の概念は根本的に変化します。

自動化により、人々は反復的な作業、危険な作業、または単に必要な作業から解放されます。�UBI�に
よって提供される経済的安全により、個人は自分の情熱、才能、興味に応じた活動に自発的に専念する
ことができます。
これには、研究、芸術、哲学、社会的関与、宇宙探査、自己啓発、または対人関係の育成などが含
まれます。
目標は、創造性と個人の成長が最優先される、より充実した生活です。
自分の興味や才能に応じて自由に開発し、さらなる収入の機会を求める機会は、成果物の品質を大幅
に高めることにつながります。
有意義で充実した活動�人々は必要に迫られて働くのではなく、自己実現のために働くようになり、喜びを
もたらす活動に専念できるようになりました。

7.6.世界に分散し自動化された工場と人間とAIのコラボレーショ
ンの世界

人類の新たな役
割「ドリーマー」
アイデアのみが重要です

人間が人工知能�(AI)、ロボット工学、自動化された工場と協力して、人間の夢をすべて実現する
「アイデア生成者」として機能することが考えられます。

人間は欲しい製品を望み、それをプロンプトとしてAIに渡します。 .

新製品の開発（AI�による）と生産（ロボットや自動化された工場による）は、私たちを生産とイノベー
ションの高度に進歩した未来に導きます。
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A.�完全な分業
―人間の願い―

テクノロジーが可能にします！

将来の職業
「即戦力エンジニア」

これに基づいて、人々はトレーニングの不足、財源、またはアクセスの機会の制限などの障害を受ける
ことなく、自分のアイデアを実現できます。

B.�自動化された工場
オンデマンド制作

（ご注文を頂いてからの製作となります）

世界中�–�3D�プリンティングと自動化された工場

注文があった場合にのみ物理的な製品を生産する完全に自動化された工場。
グローバルネットワーキング:
これらの工場は世界中に分散され、ネットワーク化され、さまざまな国で稼働しているため、生産と配送が
効率的でコスト効率が高くなります。
環境上の利点:オンデマンド生産により過剰生産が回避されるため、資源が節約され、廃棄物が削減されます。
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考えられる製品技術デバイスの例:
ノートパソコンまたはスマートフォン�(特別な機能を備えたハードウェアおよびソフトウェアを含む)。アイデア作成
者の希望に従って設計され、さらに顧客�(製品の注文者�–�パーソナライズや追加の要求など)�の特定の要件に合わせて
調整されます。
AIが制作コストを計算し、アイデアジェネレータが価格を自由に設定します。
顧客が料金を支払うと、ロボットやドローンが無料で配送します。
食品宅配サービスと同様。
レシピは誰でも提供できるという違いはありますが、大きなキッチンで調理され、顧客の特別なリクエ
ストも考慮されます。
アートとデザイン:お客様のご要望に応じて個別にデザインした家具や衣料品。
医療製品:AIによって一人ひとりに最適化された補綴物やインプラント。

C.�人工知能の役割
製品開発と�‑�最適化�‑�アイ
デアの実装

人々が製品アイデアを�AI�に渡し、AI�がそれを分析、最適化して、完全に機能する製品設計に開発しま
す。

●�研究結果の組み込み:�AI�は最新の科学的発見を考慮して、機能的で持続可能でコスト効率の高
い製品を設計します。

●�シミュレーションとリスク分析:生産前に、AI�が潜在的な弱点とリスクをシミュレーションして、完璧な製品を保証します。

●�人間の関与�–�創造的なコントロール:�人間は依然として、イノベーションの方向性を決定する創
造的な先見の明を持っています。 .
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●�AI�とのインタラクション:�コラボレーションにより、人間は�AI�とともに想像力を拡張し、完璧
な結果を達成することができます。

D.�プラットフォーム�エコノ
ミー 自動化されたマーケティングと販売

-AI主導のマーケティング
AI�は世界的なトレンドとターゲット�グループを分析し、製品を最適にマーケティングします。

●�今日の�Amazon�のようなプラットフォーム:�製品は世界中でアクセスできるように、
グローバル�プラットフォームを通じて提供されます。
●�データに基づく決定:�AI�がどの市場が最適であるかを判断し、販売プロセスを最適化し
ます。
●�プラットフォーム統合の例�–�創造的なデザイナーが環境に優しい家具のコンセプトをデザ
インします。
●そこからAIが最適化した製品を開発し、プラットフォームを通じて世界中に販売できます。

プロセス全体が完全に自動化されており、人間の介入なしで実行されます。

開発から生産、販売、発注、支払い、配送まですべてが完全に自動化されており、人手を介さず
に実行されます。
人間から出てくるのは願望やアイデアだけであり、（消費者として）この製品を購入する必要性
だけです。

E.�将来のテクノロジー�ナノテクノロジー�‑�ナノファクトリー�(ナノ施設)
原子レベルで製品を生産する自動工場、3Dプリンティングのさらなる発展。

例:
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ダイヤモンドは炭素のような単純な元素から作ることができます。
あるいは、ダイヤモンドで作られた完全な最終製品でも構いません。
カスタマイズ可能なマテリアル
顧客は、生分解性プラスチックからハイテク化合物まで、製品にどの材料を使用するかを選択できます。

高度なロボット工学の自己修復システム:
工場では、自らメンテナンスおよび修理を行うロボットを使用して、ダウンタイムを最小限に抑えることができます。
モジュール式ロボット:�工場では、さまざまな生産タスクに合わせて構成できるロボッ
トを使用できます。
人工超知能�(ASI)�のグローバル調整:�ASI�は、世界中で生産と物流全体を最適化し、過剰生産や資
源の無駄が発生しないようにすることができます。
新しいイノベーション
ASI�は人々にインスピレーションを与え、まったく新しい製品カテゴリーの開発に役立つ可能性があります。

人間と社会へのメリット�–�手頃な価格�製造に人件費がかからないため、製品が
安くなります。
独立創造的なアイデアはあっても、技術的なトレーニングや経済的余裕がない人でも、製品を市場に投入できます。

持続可能性オンデマンド生産により、廃棄物と資源の消費が削減されます。
グローバルなコラボレーション
世界中の誰もが自分のアイデアに貢献し、そこから利益を得ることができます。
オープンソースのコラボレーション
AI�とプラットフォームによってアイデアのオープンソース構造が構築され、人々が互いに学び合い、デザインを
さらに発展させることができるようになります。
自動フィードバックAIは顧客のフィードバックを分析し、自動的に製品開発に組み込むことができます。
製品アイデアのための拡張現実
人々 AR�を使用して製品アイデアを視覚化し、A�を使用して直接適応させることができます。I.
これにより、人間がテクノロジーの世界に創造的かつ積極的に関与し、AI、ロボット工学、自動化さ

れた工場が実装を担当します。
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F.�このようにして、人間は想像を絶する偉業を達成し、物理的に可能なあら
ゆる製品を開発できるようになります。
これは、UBI�に加えて自分自身の繁栄にも貢献できます。

経済的または技術的なハードルに制限されることなく、すべての人に夢を実現する機会を提供します。プラット
フォームとグローバル�ネットワークの統合により、生産の世界はよりアクセスしやすく、持続可能で、より速
く、より革新的になります。

7.7.競争ではなく世界的な協力
国民国家のない統一世界と世界的繁栄に重点を置いたASI政権では、破壊的な競争力学（国家間、利益集
団、人口集団、大企業間の両方）は重要性を失います。

リソースと知識をよりオープンに共有できる
気候変動、パンデミックの防止、宇宙探査などの地球規模の課題は、全人類が協力して取り組むこ
とで、より効果的に対処できる可能性があります。
経済はゼロサムゲームから共通利益の最大化を目指す協力モデルへと進化するだろう。

エゴイズムを克服すれば、私たちは計り知れない可能性を解き放ちます。人類は団結するとさらに強く

なります。それが協力すれば、私たち全員の発展と成功に計り知れない可能性を秘めています。一緒に私た

ちは無敵です！

7.8.現代の�AI�‑�ジンの解釈
A.�未来の願望実現者としての�AI�とロボット工学

東洋の神話では、ジンは願いを叶え、願いをかなえる強力な存在です。
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マスターの夢が叶います。ボトルをこすると呼び出される「ボトルの魔神」と同様に、このおとぎ話
の現代版は、人工知能�(AI)、ロボット工学、自動化された工場があふれる未来で展開します。

AI�とロボット工学の魔法
-夢を現実に変える

すべての人が自分の創造的なアイデアを高度に発達した�AI�にプロンプトとして渡す世界を想像
してみてください。

B.�ジンの魔法

ASI、ロボット工学、3D�プリンティングによるプロダクション�オン�デマンドの将来、このシステムがど
のように機能するか、そしてそれが提供する革命的な可能性。
希望に基づく設計�ユーザーは、製品に関する詳細な説明またはアイデアを説明するプロンプトを入力し
ます。
例:�「持続可能な素材で作られた、未来的なデザインの人間工学に基づいた椅子」

アイデアの分析�実現可能性をチェックし、最新の科学的知見を統合し、あらゆる詳細を最適化します。

C.�自動最適化
完璧な製品を設計する
Frああ、コンセプトは fシミュレーションが完了し、あらゆるリスクが計算され、あらゆる機能がテストされます d.

材料の選択AI�は最新の研究結果を分析し、耐久性、持続可能性、コスト効率に優れた最適な素材を選択します。

安全チェック
AI�は製品の使用をシミュレートし、製品が安全で機能していることを確認します。
計算の提供
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最終的な価格は、生産コストと需要コストを考慮して決定され、アイデア生成者に提示されます。

デザインオプション
AI�は、ユーザーが選択できる製品の複数のバリエーションを作成します。ジンと同様に、AI�も人間の仕様に従
ってあらゆる概念を「完全に実装する」ことを約束します。

D.�オンデマンドファクトリーの概念
世界への願いの生産

アイデアジェネレーターが製品を発売すると、魔法が起こりますが、それは超自然的な力によるも
のではなく、最先端のテクノロジーによるものです。

1.�グローバルプラットフォーム、プラットフォームエコノミーへの統合
この製品は、Amazon�などのプラットフォームを通じて世界中で提供されます。

製品の提供
ユーザーがデザインを選択すると、Amazon�やその他のマーケットプレイスのようなプラットフォームに自
動的にアップロードされます。
価格設定ユーザーは利益を上げるために、生産コストよりも高い販売価格を設定します。
グローバルリーチ
プロデュース ct�は世界中で可視化されるため、潜在的な顧客は発見して注文できるようになります そ

れ。

2.�自動化された工場
製品はご注文に応じてのみ生産され（「オンデマンド生産」）、過剰生産と資源の無駄を避けます。�3
Dプリンターやロボットを備えた自動化された工場で、正確かつ効率的に生産されます。

製造オーダーは、最終顧客に地理的に最も近い工場に転送されます。手動介入が必要ないため、生
産は記録的な速さで行われます。

3.�最終顧客への納品
●�ロボット、ドローン、または自動配送サービスを使用すると、製品はボトルの中の魔神の伝説的な効
率に非常に近く、迅速に最終顧客に届けられます。

例:
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●�ドローンアマゾンのジャングルのような僻地では、ドローンが商品を顧客に直接届けることができるだろう。

●�ロボタクシー都市部では自動運転車が配達を担当する可能性がある。
●�ロボット配送

都市部では、ロボットが製品を玄関先まで届けてくれるかもしれません。神話のように、AI�には
地理的な境界はなく、世界中の人々の願いを叶えます。

E.�アイデア生成者としての人間�創造力は依然として中心となる
AI�とロボット工学が仕事を引き継ぎますが、人間がこのシステムの中心であることに変わりはありません。

●�創造的な自由:経済的手段や技術的専門知識に関係なく、誰もが自分のアイデアを貢献できます。

●�可能性に満ちた世界:画期的な発明であろうと、個性的なデザインであろうと、誰かが「願いを表明」するとすぐにすべてが
実行されます。この未来では、人類は追放されるのではなく、AIによってサポートされ、夢を実現しま
す。

F.�神話との比較
●�瓶の中のジン:

ジンが超自然的な力で願いを叶えるのと同じように、AI�は究極の問題解決者および夢を実現する役
割を担います。

●�同じパワー , 別の形式:ジンが魔法のように行動する一方で、AI�は科学、データ、ロジックに依存します。しかし、結
果は同じです。願いは現実になります。

●�個人ではなくグローバル:ジンが主人に仕えている間、AI�はすべての人が利用できる製品を作成します。
例
1.�最高の精度を実現するナノファクトリー:

●�原子レベルで製品を製造できるため、完璧な設計と
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材料。
●�例:

ヨーロッパ出身のデザイナーがジュエリーを制作し、世界中のナノファクトリーでリアルタイムに生産され
ています。

2.�アイデアジェネレーターのための拡張現実:
●�人々は拡張現実で製品を設計し、AI�と直接対話してビジョンを完成させることができます。

●�例:アーティストは家具をデザインし、製作前にリビング�ルームでリアルタイムでそれを確認します。
3.�持続可能な生産:

●AIが持続可能な素材を計算し、生産プロセスを最適化して環境への影響を最小限に抑えます。

4.�イノベーションの民主化:
●�このコンセプトは、社会的地位や地理的位置に関係なく、すべての人々に生産とマーケティン
グの世界へのアクセスを提供します。

G.�ビジョン
AI�とロボット工学や自動化された工場を組み合わせることで「あらゆる願いをかなえる」ことができると
いう考えは、テクノロジーがいかに夢を実現できるかを思い出させます。それは人間を知識の欠如、技術
的な障害、経済的制約、地理的障壁から解放します。

みんな 自分の創造性を発揮し、未来を形作り、それによって利益を得ることができるよう招かれています。 t.

このように、神話に登場するジンは、魔法ではなく知性と革新によって、未来の強力で倫理的なテクノロ
ジーに変身します。
個別化とさらなる開発�個人の適応顧客は、イニシャル、色、特別な機能を追加するなど、注文前に製品をカスタマイズできます。

お客様によるさらなる開発
顧客は元のデザインを変更して、まったく新しい製品を作成することができます。この新製品はプラット
フォーム上で提供され、イノベーションのサイクルが生まれる可能性があります。

Re会場の共有、著作権、特許およびクリエイティブ貢献者のロイヤルティ

製品の開発に関わった全員�(たとえば、最初のプロンプトやさらなる開発を通じて)�が収益の一部を受け
取ります。強力な�AI�が監視および管理します。
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すべての貢献者が公平に補償されるように収益を分配します。
著作権料:
創造的な貢献は特許や著作権と同様に扱われるため、貢献者は自分のアイデアから長期的な利益を得ることができ
ます。

このシステムのメリット�無限の創造力

技術的な知識や生産リソースを必要とせずに、誰もが自分のアイデアを製品に変えることがで
きます。
持続可能性地元PR 効率的なテクノロジーの生産と使用により、環境への影響を最小限に抑えます。 t.

イノベーションの民主化このシステムにより、場所や経済的手段に関係なく、誰もが世界経済の一部になることができます。

最大効率
自動化されたプロセスと�AI�により、迅速でエラーのない処理が保証されます。
グローバルなコラボレーション
世界中の人々が直接会うことなく、新製品の開発に協力することができました。

技術の相乗効果
ASI、ロボット工学、3D�プリンティング、プラットフォーム経済の組み合わせにより、生産と貿易
のまったく新しい時代が到来する可能性があります。
ハイパーパーソナライズされた製品
製品は可能性があり
ます 非常に個性的であるため、各顧客のニーズに完全に適合します。
プロダクション・オン・デマンドは、創造性とテクノロジーを組み合わせて、革新的な新しい製品、また

はパーソナライズされた製品を効率的かつ持続的に販売する革新的なビジネス�モデルです。

設計、製造、在庫、資金調達、物流について心配することなく、自分自身のビジネスを構築する素晴ら

しい機会を提供します。

起業家精神：「チャ
イルド・プレイ」

H.ジン�‑�願いの成就�‑�人類の夢
ジンまたは「瓶の中の魔神」の物語は、東洋の神話、特に千夜一夜物語にルーツがあります。
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ジンは、罰として容器（瓶やランプなど）に閉じ込められた反抗的な魂として描かれることがよくありま
す。
彼らは超自然的存在という独自のカテゴリーを形成しました。
「アラジンと不思議なランプ」の物語は、瓶の中の魔神を描いた最も有名な物語の�1�つです。

I.�瓶の中の魔神の定義と特徴

捕らわれの身
魔神は魔法の容器�(瓶やランプなど)�の中に閉じ込められており、瓶をこするなどの外部からの操作によっ
てのみ解放されます。
今日のボトルをこすることは、AI�へのプロンプトに相当します。

願いの実現
解放された後、精霊は解放者の願いを叶える義務を負う。願いの数はストーリーによって異なりま
す（願いは3つであることが多い）。

願いを叶えることはジンの中心的な仕事です!

力と限界
ジンは私を持っています 生理力はあるが、すべてを行うことはできない（例：愛の呪文や復活はできない）).

AI�にも一定の限界がありますが、これらは常に押し広げられています。
ジンはしばしばその力を制限するルールに縛られます。
もちろん、AI�はさまざまな制限も考慮する必要があります。たと
えば、生物兵器を開発しないようにする必要があります。AI�は悪
を認識し、拒否する必要があります.

願いと結果
この物語は、予期せぬ結果をもたらす可能性があるため、軽率な願いを警告することがよくあり
ます。
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AI�は、人間の認知エラーやマイナスの結果をもたらす軽率な願望を認識し、その願望の実行を拒否
する必要があります。

人間による超常現象の制御
魔神は、強力な力を制御する人間の能力だけでなく、それに伴う責任も象徴しています。

「大いなる力には大いなる責任が伴う！」映画の引用：「スパイダーマン」（2002）、監督：サム・ラ
イミ、引用：スパイダーマン�‑�ベン・パーカーおじさん。

ヴォルテールも18世紀に「大いなる力には大

いなる責任が伴う」と書きました。

8.�AI金融による社会国家とUBI「無条件のベーシッ
クインカム」
ゴール：自動化と技術的価値の創造を通じて、生活の安全を労働の強制から切り離します。

オートメーション、AI、ロボティクス、法人税の一部による世界的な価値創造を世界の人口に平
等かつ公平に分配します。

A.�UBI�‑�法人税、AI、ロボティクスのパフォーマンスへの資金提供:

利益を上げた企業は自動的に国家に技術参加税を支払います。
生産ベースの賦課金:自律システムによって生成されるすべての付加価値は、社会、年金、医療システムに比例して流れ
込みます。
AI�ベースの脱税管理:強力な�AI�が脱税や違法な利益移転を即座に検出し、完全に防止します。
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B.�特典�‑�UBI�無条件ベーシックインカム�(UBI)
すべての国民は、AI�によって計算され、自由に処分できる経済的に安定したベーシックインカムを受
け取ります。
無料のヘルスケア�システム:
完全に自動化されたケア、診断、看護、アフターケア�–�資金はテクノロジーへの参加によって賄われ
ます。
教育、住居、基本的なニーズ:�Th

エ
ス

tateは保証します basic�証明 isiオン�–�教育へのアクセス、必要に応じて（ホームレスの場合）住居および基本的な
ニーズも保証されます。
すべての人は尊厳のある生活を営む権利を持っています。
ホームレスは廃止され、誰もが住居、電気、水道、暖房、テレビ、ラジオ、インターネット、知識と教育への
アクセスの権利を持ちます。何らかの理由で住居が不足している人には、住居を提供しなければなりません。

デジタル�インフラストラクチャへのユニバーサルな無料アクセス:
世界中のすべての人が、高速インターネット、教育、デジタル�サービスへのアクセスを保証されています。
デジタル参加は人権です。
経済の自由は残ります。
誰もが個人事業や起業活動に従事することができます。より多くのことを達成したい人は、より多くの収入を得
ることができます。
サービスインスタンスとしての状態:状態のみ 人間の苦しみや構造的不均衡が生じる箇所に積極的に介入する .

C.�UBI�‑�無条件ベーシックインカムの詳細
無条件ベーシックインカム（UBI）は、収入、仕事、その他の条件に関係なく、世界のすべての国民が定
期的に一定額を受け取るというアイデアです。
AI、ロボット、オートメーションが優勢な世界では、UBI�は法人税だけでなく、これらのテクノロジ
ーに対する特定の税金を通じて資金調達することができます。

全員分の支払い
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AI、ロボット工学、法人税からの収入から支
払われます

実存的恐怖からの自由人々はもはや、ただ生き残るためにどんな仕事も受け入れることを強いられることはありま
せん。
創造性とイノベーションの促進
UBI�は、人々が自分のプロジェクトにより多くの時間とエネルギーを費やすことができるため、創造性とイ
ノベーションを促進できます。
ダイナミックUBI
UBI�の量は経済発展に合わせて動的に調整できます。豊かな時には増加し、不足時には減少する可能性があり
ます。
他の社会保障との併用UBI�は�c�にするこ
とができます 他の社会的利益と組み合わせて、包括的な社会安全を構築する t.

D.�国家財政�AI�とロボット税による資金調達
ロボット税ロボットや�AI�を使用する企業は、これらのマシンが提供するパフォーマンスに対して税金を支払う可
能性があります。
この税は、人間の労働者の賃金税によって失われた収入を置き換えることになります。人間の労働力は
基本的にすべての税金から免除されます。
AIとロボティクスによって生み出された富の公平な分配。人間の労働には税金がかからない e.

AI利用料
自動化による社会的影響を補うために、AI�システムの使用と保守に対する料金が課される可能性があります。

法人税
自動化の恩恵を受ける企業は、UBIへの資金調達を確保するために、より高い税率を支払う可能性がある。

E.�社会への影響�自動化による失業
AIとして、そ
して ロボットは多くの仕事を代替し、UBI�は人々の経済を確保するソリューションになる可能性がある ic
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se正確さ。そうなると働くことは任意になります。人間は主に消費者になるだろう .

新たな機会人々は、自動化できない創造的、社会的、または科学的な活動に集中することができます。
人間の新たな役割将来的には、AIとモノの実現との関係において、人間が中心的な役割を担うことになります。

新しい役割は、アイデアを生み出し、夢を実現することです。�AI�は、人間の想像力による計画、
設計、開発、そして現実への実装を引き継ぎます。
社会の安定UBIは失業と不平等から生じる社会的緊張を軽減する可能性がある .

F.�課題と解決策
人口過剰と資源不足�特に人々の寿命が長くなり、世界人口が増加した場合、UBI�は資源への圧力を増大さ
せる可能性があります。
長期的な持続可能性
企業の革新的な力を危険にさらすことなく、公平な税負担の配分を通じてUBIの資金調達を確保することが
極めて重要である。
AIとロボットによって資金提供される社会国家
社会制度、医療制度（技術税と法人税で賄われている）。
それにもかかわらず、民間企業はどこでも事業を行うことができ、国がUBI、医療システムなどの費用を負

担します。UBIは、AI、ロボット工学、オートメーションによって形成される世界において変革的な役割を

果たす可能性があります。

それは経済的安全を提供するだけでなく、人々が有意義な活動に時間とエネルギーを集中できる新しい

社会の基礎を築くでしょう。

G.�電子テクノクラシーにおける社会経済構造の改革

電子テクノクラシーの枠組みの中で、社会的関係と依存関係を再定義しながら、個人のパフォーマン
スと個人的責任を促進する、公正で持続可能なシステムが確立されます。

このシステムは、UBI�の原則とテクノロジーベースの管理を組み合わせて、平等主義的で進歩的な社会
の基盤を構築します。
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富相続の廃止という文脈で 長寿と寿命の大幅な延長、富の相続は廃止される d.

すべての人は、自分の能力（アイデアなど）を通じて自分のパフォーマンスと機会を持ち、無限の

富を生み出すために努力すべきです。

家族関係からは経済的利益が得られないため、これにより個人の責任が強化され、機会均等が促進
されます。

H.�結婚の改革
結婚は引き続き許可されていますが、結婚から経済的な義務を負うことはできません。この規制は、人々が単に
経済的理由だけで結婚生活を続けることを防ぎ、経済的依存ではなく相互感謝に基づいた誠実で感情的な絆を促
進します。

I.�子どもの権利と安全
子どもたちは、家族の状況に関係なく、無条件のベーシックインカムを通じて完全な基本的保障を受け取り
ます。�UBI�は、すべての子どもたちに、発達と教育を保障する強固な経済的基盤を保証します。次世代への
公平かつ独立した提供を確保するために、経済的権利または義務は親から完全に切り離されます。

持続可能性に焦点を当てる
このシステムは、社会的支援を提供しながら個人のパフォーマンスを評価することにより、資源の持続
可能かつ公正な利用を促進するように設計されています。

9.�現金の廃止
ゴール：
犯罪防止とすべての資金の流れの完全な透明性
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A.�メリットと拡張�現金の廃止

By 現金を廃止すれば、多くの刑事犯罪は即座に不可能になる e

贈収賄、みかじめ料恐喝、現金窃盗、強盗、銀行強盗、横領、恐喝、富裕層の人質取犯などの犯罪が
事実上不可能になります。
したがって、犯罪行為の大部分が排除されます。お金の流れを監視することで、AI�は財産犯罪が発生する前に介入
したり、事後的にすべてを解明したり、場合によっては盗まれた資金を回収したりすることもできます。

知識を悪用する可能性のある人間は存在せず、情報は純粋に�AI�によって処理されるため、強力な�AI�はす
べての金融取引に完全にアクセスできます。
犯罪の削減現金が廃止され、強盗、みかじめ料恐喝、贈収賄、マネーロンダリング、テロ資金供与などの古典的
な犯罪が非常に困難または不可能になります。

お金を「隠したり」「吸い上げたり」することはできません。

デジタル制御
すべての支払いは、安全な分散システム�(ブロックチェーンベースなど)�を介してデジタル的にのみ処理
されます。
AIによるリアルタイム解析
強力な�AI�がすべての取引を匿名で監視し、疑わしいパターンを検出し、予防的に介入できます�(警告を
発したり、支払いをブロックしたりするなど)。
AIが不審な取引パターンや行動傾向を事前に検知。対象を絞った警告や介入が自動的に開始されます。

トレーサビリティ盗難された資産は特定され、正当な所有者に返還されます。不正な支払いはすべて追跡可能であり、
場合によっては取り消し可能です。
AIフィルタリングによるデータ保護AIのプロ 人間から独立して自律的にトランザクションを停止します�–�へのアクセス敏感なd ata�は人間には許可されておらず、悪用を排除するために検証済みのプロトコルにのみ許可されています。

AI統合監視システム
AI�はサイバーセキュリティにおいて二重の役割を果たし、より高度な攻撃とより高度な防御の両方を可能にし
ます。
AI�システムは、ネットワークを自律的に監視し、脅威�(AI�が生成するマルウェアやサプライ�チェ
ーン攻撃を含む)�をリアルタイムで検出し、対策を開始するために必要です。
AI�は、機密データを自動的に分類し、インサイダー�リスクを検出するのにも役立ちます。
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コントロール人間と�AI�システムで構成される独立した倫理委員会は、自由を保護し、誤解による悪用を防ぐ
ために介入する�AI�の権利を評価し、規制します。

B.�接続されているすべてのシステムに対するエンドツーエンドのハッキン
グ�セキュリティ

アドバンテージ：すべてのハードウェア、AI�システム、財務および資金の流れは集中管理されたネットワークの一部で
あるため、すべてのコンポーネントをカバーする均一なセキュリティ�アーキテクチャを実装できます。

実装のアイデア
均一で量子的に安全な暗号化:
金融取引による個人情報から�AI�通信に至るまで、すべてのデータは耐量子アルゴリズムを使用して
暗号化されます。
ハイブリッド量子安全システムが使用され、古典暗号とポスト量子暗号の両方を統合して、
将来の脅威を先制します。
ゼロトラスト�アーキテクチャ:すべての接続デバイス�(IoT、エンドポイント、サーバー、AI�システム)�はゼロトラスト�インフラストラクチャに
統合されます。内部または外部を問わず、すべてのアクセスは厳密に検証され、許可されます。すべての異常
はすぐにブロックチェーンに文書化され、ガーディアン�AI�によってレビューされます。
統合されたハードウェア�セキュリティ:
ハードウェア�セキュリティ�モジュール�(HSM)�と信頼された実行環境�(TEE)�は、関連するすべてのエンドポイントとサ
ーバーに統合されているため、物理的にアクセスしてもアクセスできなくなります。これらのモジュールはキーと重要
な操作を保護し、改ざんが発生しないようにします。
財務フローの継続的な監視:すべての接続を集中管理することにより、すべてのお金と金融の流れもネットワークを通過します。

この目的のために特別に設計された�AI�がこれらのトランザクションをリアルタイムで監視し、不審な
アクティビティを即座に検出できます。
トラン透明で不変の台帳�(ブロックチェーン)�があらゆる金融取引を記録します .
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C.�ハッカーの抑止力としての懲戒効果
アドバンテージ：すべてのインフラストラクチャ回線やデジタル�サービスを含むグローバル�ネットワーク全体を構造化して
集中管理することで、ハッカーが匿名攻撃を実行できない環境が生まれます。厳格な本人確認と即時対応
メカニズムにより、不正な行為は即座に暴露されます。

説明と対策
必須の本人確認:
Evユーザーはネットワークにアクセスする前に自分自身を一意に認証する必要があります .

これは、生体認証データ、デジタル証明書、および/または検証済みの国民身分証明書を介して
行うことができます。匿名を保とうとする攻撃者は事実上排除されます。
世界レベルでの法的影響:すべての契約関係と主権が単一のグローバル契約�(World�Succession�Deed�1400)�に統合されたため、国
境を越えたサイバー犯罪に対する法的訴追が個々の管轄区域で「失われる」ことはなくなりました。
世界的な法制度�(World�Succession�Deed�1400�に基づく)�がすべての国を網羅しているため、ハッ
カーは世界中で責任を問われる可能性があります。
透明性と公的管理:
すべてのセキュリティ関連のインシデントとデータはグローバルな公開台帳に文書化されるため、世界中の公衆
から安全に運用できる人は誰もいません。
これには、誰がルールに違反したかが早期に判明し、一貫して罰則が適用されるため、強力な懲戒効果
があります。

D.�グローバル�データ�ネットワークの集中管理

ブロードバンド�ネットワーク経由のケーブルから海底ケーブルに至るまで、すべての開発ラインは�World�
Succession�Deed�1400/98�を通じて販売されたため、グローバル�データ�ネットワーク全体の所有権が集中化さ
れます。
これにより、新しい事業者は、最先端のテクノロジー�(量子安全暗号化プロトコル、AI�監視システム、ゼロトラ
スト�ネットワークなど)�を使用して、AI�アプリケーションを介した物理インフラストラクチャから金融取引に
至るまで、接続されたすべてのシステムをセキュリティで保護できるようになります。
利点は次のとおりです。

集中管理と統合:
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ユニファイ経由 所有権が確立されているため、すべてのネットワーク要素を一貫して効率的に保護できます。 y.

リアルタイムの監視と対応:
AI�ベースのガーディアンと自動緊急停止メカニズムにより、あらゆる攻撃が即座に検出され、停止されま
す。
厳格なアクセス制御と本人確認:
すべてのインターネット�アクセスは徹底的な検証後にのみ許可されるため、ハッカーを即座に特定し、
世界中で追跡することができます。
世界的な法的訴追:
すべての国は世界的な契約に拘束されているため、ハッカーはもはや「第三国」では安全ではなく、世界中で責任を負
わされています。

これらの概念は、制御不能な�AI�やサイバー犯罪に対する人々の恐怖を軽減するための説得力のある根拠を
提供します。同時に、電子テクノクラシーの理想的な前提条件である、安全かつ透明で改ざん防止のデジタル空
間が作成されます。

E.�好戦的または不安定化する活動の防止�昔の好戦的な状況を回復するに
は、資金もこの方向に流れる必要がある。
ここでも、強力な�AI�が、分離主義活動、政治活動や宗派主義、暴動、革命運動、内戦準備、テロ、攻撃、
あらゆる種類の悪の集団、あるいは秘密兵器製造や�ABC�兵器製造を支援する資金の流れ、あるいはその他
の疑わしい資金の流れを発見し、阻止し、刑事訴追を命令することができます。

手遅れになる前にリアルタイムで。
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パート�
4

社会的側面と自由

10.�電子テクノクラシーの目標と利点

エレクトロニック�テクノクラシーのビジョンは、単なる技術的な構築物ではなく、地球規模で人間の存
在を改善するための具体的な目標を追求します。
これは、今日のシステムに比べて、次のような一連の重要な利点を約束します。

10.1.世界平和維持
おそらく最も野心的な目標は、世界平和を恒久的に確保することだろう .

競合する権力の中心地としての国民国家を廃止し、しばしば分裂をもたらすイデオロギーを持つ政党を
排除することによって、国家間戦争や国内政治紛争の主な原因は取り除かれる。

権力の独占は禁止:
伝統 プロの政治家、政党、特別な権利などのあらゆる権力構造廃止するd.すべての国民は平等であり、同じ投票権を持っています。
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全人類の幸福を重視した、合理的でデータ主導型の統治下にある統一世界には、軍事侵略やイデオ
ロギー対立のインセンティブは存在しないでしょう。
世界の資源と努力は軍事支出から生産性と生活改善の分野に振り向けられる可能性がある。

平和維持活動:国民国家間や政党間での戦争はありません。対外戦争も内戦もない！軍隊は時代遅れだ！

10.2.すべての人の平等、正義、繁栄
もう�1�つの中心的な目標は、真の世界的な平等と正義の創造です。先進的なロボット工学と�AI�による生
産性の大幅な向上は、一部の企業や個人に利益をもたらすのではなく、世界人口全体に利益をもたらすは
ずです。これは、人間の労働には税金がかからず、代わりに、すべての人に無条件のベーシックインカム�
(UBI)�を提供するために、AI�やロボットの使用と同様に企業に課税される新しい経済システムによって実
現されます。これにより、有益な雇用を追求する必要があるかどうかに関係なく、尊厳のある生活と社会
の繁栄への参加が保証されます。
目標は、貧困と欠乏を克服する豊かな社会です。 .

平等と正義:ロボット工学やAIの経済的利益は、課税することで公平に分配されます。

10.3.管理と意思決定の効率化
A.�電子テクノクラシーは、行政と政治的決定の効率の大幅な向上を約
束します
ASI�は、人間の委員会では不可能な速度と精度で、膨大な量のデータを処理し、複雑な関係を理解し、
資源管理、インフラ計画、医療、環境保護などの地球規模の問題に対する最適なソリューションを開
発できます。
伝統的国家の多くの場合遅く、非効率で、コストがかかる官僚制度や政治プロセスを廃止すること
で、無駄がなく、即応性があり、コスト効率の高い世界的な行政が実現します。
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管理は完全にデジタル化されています。
公共サービスは実質的に廃止されるところまで削減される。
効率：職業政治と非効率な官僚制度の廃止。�ASI�が管理タスクを引き継ぎます。

B.�デジタル管理と�AI
国家の将来国家のデジタル行政は、人工知能�(AI)、特に人工超知能�(ASI)�と組み合わせることで、政府の働き方を根
本的に変える可能性があります。

デジタル管理の利点
効率とスピード

● リアルタイム�ソリューション:
国民は長い待ち時間を必要とせずに、リクエスト、許可、書類をリアルタイムで受け取ることが
できます。

●�自動化:フォームの処理、税金の計算、書類の発行などの日常的なタスクは完全に自動化される可能性があ
ります。

エラーなし
●�精度:�AI�システムはデータとアルゴリズムに基づいているため、人的エラーを最小限
に抑えます。
●�標準化:�均一なプロセスにより、一貫した結果が保
証されます。

コスト効率
●�節約：公務員を排除し、管理業務を自動化すれば、数十億ドルの人件費を節約できる可能性が
あります。

●�資源の節約:紙の量も減り、オフィススペースも減り、エネルギー消費も減ります。
透明性
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●�汚職のない：AI�は賄賂を受け取らず、人間の利益とは無関係に動作しま
す。
●�トレーサビリティ:�すべての決定とプロセスを文書化し、レビューする
ことができます。

国民にとってのメリット
●�アクセシビリティ:�国民はいつでも、どこからでも政府サービスにアクセスでき
ます。
●�パーソナライゼーション:�AI�は各国民のニーズに基づいて個別のソリューション
を提供できる可能性があります。
●�時間の節約:�長い待ち時間や複雑な官僚的なプロセスは必要ありませ
ん。

強力なAI人工超知能（ASI）との組み
合わせ

●�管理における画期的な進歩:�ASI�は、以前は人間の介入を必要としていた複雑な意思決定
を行うことができるようになりました。
●�予測と計画:�ASI�は、人口動態の変化や経済発展などの将来の課題を予測し、解決策を開発
することができます。

国家財政の自動化
● 現金の廃止:�デジタル通貨を使用すると、すべての取引を自動的に監視および管理できます。

●�税金の最適化:�AI�により税制がより効率的になり、脱税が防止される可能
性があります。

展望デジタル行政と�AI�を組み合わせることで、政府サービスがより効率的で透明性が高く、アクセスしや
すい世界が生まれる可能性があります。
国家財政の自動化から汚職からの解放まで、可能性は無限です。

10.4.政治における人間の弱さを克服する
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伝統的な政治制度は、汚職、権力の乱用、ロビー活動、縁故主義、認知バイアス、短期的な思考、イデオ
ロギーの独断主義などの人間的な欠点に悩まされることがよくあります。
ASI�は中立的な論理ベースのエンティティとして、これらの弱点の影響を受けません。その決定は、個
人的な利益や感情ではなく、定義された倫理目標に沿ったデータと合理的な分析に基づいています。

直接デジタル民主主義は、国民が最終的なコントロールを保持し、政治エリートによる操作を防ぐこと
も保証します。
職業政治の廃止:人種差別、汚職、無能などの人間の弱点のないASIによるより効率的な管理。

公務員のカーストも政治エリートも外交特権も特別な権

利を持った貴族もありません。

11.�電子技術における平等
A.�すべての人の平等
電子テクノクラシーは、すべての人に均一の権利と機会を保証することで、すべての人の完全な平等
を保証します。
出身、肌の色、言語、性別、世界観、社会階級、またはその他の要因によって、いかなる人も不利益を被るこ
とはありません。社会は正義、多様性、包括性の原則に基づいており、テクノロジーと�AI�によって一貫してサ
ポートされています。

B.�普遍的平等

すべての人に平等な権利
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祖先、出身、肌の色、宗教、性別、性的指向、世界観、社会階級に関係なく、すべての人は同じ権利
と義務を持っています。

C.�差別の禁止
あらゆる形態の差別は禁止されており、AI�ベースの監視や法執行などの技術的メカニズムを通じ
て一貫して防止されます。

D.�個人のアイデンティティの保護
多様性の認識
すべての人の個人的なアイデンティティは、いかなる不利益ももたらすことなく尊重され、称賛されます。

E.�インクルージョンの推進

文化的、言語的、社会的多様性は豊かさであると考えられており、積極的に推進されています。テク
ノロジーは障壁を克服し、平等な機会を生み出すために使用されます。

どなたでも大歓迎です

F.�平等を支える技術
正義を監視するAI人工知能は、公平な扱いを確保し、差別を検出するために使用されます。労働市場、教育制度、法律問
題など、意思決定が客観的かつ公正であることを保証するために分析されます。
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G.�世界標準
エレクトロニック�テクノクラシーは、AI�ベースのガバナンスを通じて実装される、人権と平等に関
する統一された世界標準を確立します。

H.�教育の促進と機会均等
すべての人のための教育
出身地や社会的地位に関係なく、すべての人が質の高い教育を受けることができます。テクノロジー
は教育リソースを世界中からアクセスできるようにするのに役立ちます。

I.�恵まれないグループの促進
特別プログラムにより、歴史的に恵まれないグループが不平等を補うためのあらゆる機会とリソースに確
実にアクセスできるようになります。

J.�平等の拡大
ジェンダーの正義男性、女性、ノンバイナリーの人々の平等は、労働市場、教育、社会的決定における平等の権利を含め、
完全に保証されています。

K.�自己啓発の権利
すべての人は、社会の期待や制約に左右されることなく、自分の才能や能力を自由に開発する権利を有
します。
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L.�平等の透明性と説明責任のための持続可能な仕組み
まった
くそう
だ

社会的プロセスは透明性があり、不正はすべて見直され、修正されます。

M.�世界的な参加
ダイレクト�デジタル�デモクラシーを通じて、地理的位置や社会的地位に関係なく、すべての人々が平等
に意思決定に参加できます。

N.�結論�‑�平等
電子テクノクラシーにおける平等は、多様性が受け入れられるだけでなく称賛される社会を生み出します。

テクノロジーは、このビジョンを実現し、すべての人が自由で平等な世界を創造するためのツールとし
て機能します。

12.�起源ではなく知性による教育と進歩

●�目標と構造個別化された教育システムによる機会均等と才能の促進。意欲、起業家精神、創造性、リスクを
負う心、発明精神が奨励されるべきです。

●�個別の学習パスAIが一人ひとりの学習行動、興味、才能を分析し、最適な教育コンセプトを作成します。

●�生涯学習誰もがいつでも、無料で個別にカスタマイズされたさらなる教育にアクセスできます
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いつでも。
● 学位ではなくスキルに基づく評価�P

専門職の機会は正式な書類ではなく、能力の証明に左右される .

●「超能力」としてのAI
AIは専門知識に代わるいわば「スーパーパワー」を個人に与え、生産性を計り知れないほど向上させま
す。

●�文化的および感情的知性
古典的な知識伝達に加えて、共感、協力、対立解決、批判的思考も促進され、AI�がサポートする対話モ
デルによって制御されます。

●�成果による進歩�社会的流動性は、つながり、出身地、地位ではなく、能力、責任、革新的
な強さに基づいています。

●AIが起業家精神をサポート�AIが発明や起業家精神
をサポートします。
●�人間の創造力が�AI�創作のインスピレーションの源�AI�は、人々が望むものを創造、生成、開発、
設計、発明し、自動化された工場に生産指示を出します。

13.�教育とイノベーション
パーソナライズされた学習パスとオープンアクセス
教育は�AI�によって個人の才能や興味に合わせてカスタマイズされます。従来の学位はコンピテンシー証
明書に置き換えられます。
知識と研究は世界中で自由に利用でき、創造性と社会的知性を育みます。

2030�年までに、AI�家庭教師は各生徒の認知力の強さと弱さに合わせた個別の学習パスを作成できるようにな
るでしょう。
仮想現実�(VR)�と拡張現実�(AR)�は、物理的な教室に代わる没入型の学習環境を生み出す可能性があり、
2040�年までに、イノベーションを加速するためにすべての科学出版物や特許に公的にアクセスできる
「グローバル�ナレッジ�ハブ」のようなプラットフォームが出現する可能性があります。
一例としては、地方の学生が�AI�主導の教育を通じて大都市の学生と同じリソースと機会を享受し、世
界的な平等を促進することが挙げられます。
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14.�自由の保護
ゴール：
AIによるシステムの包括的な監視にもかかわらず、人間が自由に発展できる自由な社会。

A.�基本的自由の確保

自己決定権
他人を危険にさらさない限り、誰もが自分の人生、身体、意見、ライフスタイルについて決定するこ
とができます。
価値へのコミットメントを備えた�AI
AI�は道徳的な意味で中立ではありません。AI�は人間の尊厳に基づいたしっかりとした倫理的基盤に
縛られています。

B.�データ保護とプライバシー
個人リトリートAI�が保存も分析もできない、デジタル的に保護されたプライベート�スペースと通信チャネルがあり、絶
対的なプライバシーが可能です。
AI利用ログすべての国民はいつでも、どのデータが�AI�によってどのような目的で使用されたかを確認できます。

C.�電子テクノクラシーにおけるデータ保護
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制限とアクセス電子テクノクラシーでは、個人のプライバシーと自由を確保するために、他の人間に対するデータ保護が特
に保護されています。ただし、AI�システムには機能と効率を最大化するためにデータに無制限にアクセスで
きるため、別のルールが適用されます。
デジタル�ID�およびアクセス管理
安全なデジタル�ID�は不可欠です。生体認証に加えて、ユーザーが自分のデジタル�ID�データをより詳細に制御
できる自己主権�ID�(SSI)�のような概念も重要性を増しています。
課題は、セキュリティと偽造防止とデータ保護とユーザー制御のバランスをとることにあります。

D.�他の人間に対するデータ保護
個人のプライバシー
すべての人は、個人データ、医療データ、財務データを含む、他の個人に対するデータ保護を完了する権利を
有します。
厳格なアクセス制御立場や権限に関係なく、明示的な同意なしに他人のデータにアクセスすることはできません。

匿名性の権利�I
ndividualできますhたとえば、オンライン�フォーラム、投票、プラットフォームの使用時などに匿名を保つことができます。

E.�AI�への無制限のアクセス
AI�へのフルアクセス人工知能は、地球規模の問題を分析し、解決策を見つけ、個人および社会のプロセスを最適化するため
に情報を必要とするため、すべてのデータに無制限にアクセスできます。
透明性と目的性
AI�は、問題の特定と解決、生活の質の向上、地域社会の安全の確保など、定義された目的にのみデータを使用し
ます。
人間の介入なしAI�システムは完全に自動化されており中立であるため、データが悪用されたり、個人的な利益のために使
用されたりすることはありません。
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F.�セキュリティと倫理管理
AI�アクセスのためのデータ保護メカニズム:AI�には完全なアクセス権がありますが、セキュリティ�メカニズムにより、データが目的のタスクにのみ
使用されるようにする必要があります。これには、誤使用や漏洩の防止も含まれます。
AI�プロセスの透明性
AI�のすべてのアクションはオープンに文書化され、追跡可能でなければなりません。そうすることで、社会はデー
タがどのように使用されているかを常に検証できます。

G.�倫理的考慮事項と課題
ASI�の倫理的プログラミング

e ASI しなけ
ればな
らない

bプログラム d明確で人道的な価値観に基づいています。自己学習システムは定期的に倫理適合性をチェックする
必要があります。
プライバシーの保護
AIによる監視が人間の完全なコントロールにつながってはなりません。匿名化技術と分散型データス
トレージは必須です。
職権乱用の防止人間とAIで構成される独立した監督機関がASIの力を監視している。不正行為が発生した場合に�AI�をシ
ャットダウンするための緊急プロトコルが組み込まれています。
開発不良への対応
システムは、予期せぬ問題や危機に対応できる柔軟性を備えていなければなりません。国民は是正を要求する機
会を持たなければなりません。

H.�データ保護における�AI�の利点と課題

効率AI�システムは、完全なデータにアクセスすることで、複雑な問題を迅速に解決し、情報に基づいた意思決
定を行うことができます。
安全
ThAI�は潜在的なリスクや脅威を早期に検出し、予防措置を講じることができます .
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挑戦�信頼
人々が�AI�の無制限のアクセスを信頼し、プロセスを透過的に理解できるようにする必要があります。

自由の限界
監視 個人の自由を損なうようなことが起こってはなりません。セキュリティメカニズムは、明確に定義する編
データのパーティショニング

個々のデータを階層的に整理し、機密領域を特に保護し、AI�が必要な情報のみを取得するようにすること
ができます。
AIの説明責任
AI�のすべてのアクションは検証可能に記録され、悪用を排除します。
世界的な同意国民は、透明なシステムを構築するための�AI�によるデータの使用について直接投票します。電子テクノ
クラシーは、個人のプライバシーと�AI�のパフォーマンスが調和して共存する世界を作り出します。

I.�倫理AI委員会
世界中にスタッフを配置し、哲学者、科学者、芸術家、市民の代表者で構成される交代制の倫理委員会
が、AI�の道徳ガイドラインを定期的にレビューしています。
AIの不正行為と改訂AI�の不正行為が検出された場合、人間のフィードバックを備えた自動制御システムが介入し、結果を修
正し、AI�を再構築できます。

J.�自由の原則

第三者の権利を侵害しない限り、個人にとって可能な限り最大限の自由と、

自由な自己啓発の可能性。

これは、個人の最大の自由と自己決定が最高の善であることを意味しま

す。

すべての人は最大限の個人的な自由を持っています。これは、他人の権利が侵害された場合にのみ制
限されます。表現の自由、宗教の自由、研究、運動、アイデンティティ、
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そして生活も保障されます。
自由は刑法によってのみ制限されます。

例としては、人間によるスパイ行為や諜報活動の禁止などが挙げられます。
リベラル志向国家による介入、活動、禁止事項が可能な限り最小限に抑えられた、可能な限り小規模な国家。リベラ
ルな思想をベースに、21世紀に向けてさらに発展させた長寿、AI、ロボティクス。

K.�研究と科学の自由

電子テクノクラシーにおける技術開発

未来志向で人間と機械と手を携えます。
電子テクノクラシーは、科学技術を社会発展の中心的な柱とみなす、強い未来志向の姿勢を特徴と
しています。
強力な�AI�(人工知能)�の統合は、特に研究、科学、イノベーションの分野で重要な役割を果たします。

目標は、ブレークスルーと進歩を可能にするだけでなく、それらを効果的に現実に実装して生活の質
を向上させ、世界的な課題を解決することです。
イノベーション推進研究・イノベーションネットワーク研究機関、企業、国民の間の協力は、科学技術の進歩を加速するために�ASI�によって調整されています。

プロジェクト例:
宇宙旅行、再生可能エネルギー、健康、量子コンピューティングなどの分野で新しい�AI�アプリケーション
を開発する取り組みは、パイロット�プロジェクトとして機能する必要があります。
国際協力:
グローバルなイノベーションクラスターにおける知識のオープンな交換とコラボレーションは進歩を促
進し、誰もが最新の開発から確実に恩恵を受けることができます。

L.�科学と研究における強力な�AI�の役割
問題の認識と分析:

68



強力な�AI�を使用して、人間では管理が難しい科学的問題を効率的に特定、分析し、解決策を提案します。

ブレークスルーの加速:AI�システムは、膨大な量のデータを評価し、医療、エネルギー生成、環境研究、宇宙旅行などの
分野で画期的な進歩につながる洞察を生成できます。
人間と機械のパートナーシップ:電子テクノクラシーは、人間と機械の間の協力関係を促進します。科学者は�AI�のコンピューティング
能力とインテリジェンスを利用して、独自の創造的なアプローチを補完し、より早く成功を収めます。

M.�研究とイノベーションの推進
研究の自由:電子テクノクラシーでは、州の規制による科学技術研究の制限を最小限に抑えることが保証されています。

これにより、可能性の限界を押し上げる革新的かつ急進的なアプローチのためのスペースが生まれます。

研究開発の推進：
エレクトロニック�テクノクラシーは研究開発に多額の投資を行っています。�AI�はあらゆる分野で発見とイ
ノベーションを加速します。
将来のテクノロジーの優先順位付け:
人類にとって大きな可能性を秘めた技術（核融合、宇宙旅行、ナノテクノロジーなど）が特に
推進されています。
人間への応用:新しいテクノロジーが人間に適用される場合でも、研究の自由が重視され続けます。

ただし、必要な安全メカニズムが適用され、関係者の倫理的および身体的完全性が保護されます。

AIによるサポート：
AI�は、リソースを最適に配分し、研究チームをまとめ、結果を世界中で利用できるようにすることで、研
究を促進および組織します。
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N.�研究開発
AIと量子コンピューティングによるイノベーション
AI�を活用した研究計画は、持続可能性、健康、AI�の進歩、宇宙旅行におけるイノベーションを促進します。

知識へのオープンアクセスと学際的なコラボレーションは、世界的な課題を解決する鍵となり
ます。
2030�年までに、量子コンピューティングは、新薬や材料の分子のシミュレーションなどの複雑な問題を
解決できるようになるでしょう。
2050�年までに、自律ロボットと�AI�制御の生命維持システムによってサポートされる火星コロニー
が確立され、2060�年までに多惑星社会に向けた第一段階として宇宙居住地が確立される可能性が
あります。
例：AI�を活用した研究イニシアチブでは、世界中のソースからのビッグデータを分析することで、将来的にはが
んの治療法が見つかる可能性があります。
技術的観点:
AGIは学際的なプロジェクトを調整することで2030年までに研究を加速することができ、ASIは2040年ま
でに新たな科学パラダイムを生み出す可能性がある。

O.�科学的ブレークスルーの実現
人間と機械の緊密な連携を通じて、研究結果が理論にとどまらず現実に実装されることが保証されます。

AI�は次のことに役立ちます。
プロトタイプから市場投入準備まで製品を開発およびテストし、製品が安全、効率的、革新的であることを確認します。

テクノロジーの産業化を推進し、幅広い応用を可能にします。研究結果を市場投入可能な製品に変換し
ます。
革新的なアイデアを具体的で市場性のある商品に変えます。資源節約アプローチを導入する
ことで持続可能性を確保します。
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P.�研究における安全性と倫理
電子テクノクラシーでは科学の自由が高く評価されていますが、倫理的および社会的基準を考慮した
セーフティ�ネットによって保護されています。
安全機構:
厳格な管理システムは、テクノロジーが人類に意図しない影響や有害な影響を与えていないかを監視します。

倫理委員会:強力な�AI�は、新しいテクノロジーの倫理的および道徳的評価を作成するのに役立ち、それらが人類
の幸福に役立つことを保証します。
透明性とアクセス:
すべての研究プロジェクトとその応用は世界的な透明性の対象となるため、社会は進捗状況と潜在的なリ
スクについて知らされ、人類全員がそれらを利用できるようになります。

Q.�テクノロジーのためのエレクトロニクス�テクノクラシーのビジョン

エレクトロニック・テクノクラシーにおける技術開発は、世界に革命を起こし、科学革新の新時代を築くことを
目指しています。
強力な�AI�と人間と機械のコラボレーションを通じて、気候変動、病気、エネルギー不足、人口過
剰などの課題に効果的に対処できます。
同時に、研究の自由は維持され、進歩は世界中で共有され、民主的に管理されます。

R.�電子テクノクラシーにおける個人の自由
完全な身体的および個人的な自己決定
電子テクノクラシーは、個人の自由の原則に基づいた社会を推進し、すべての人が自分の身体とアイデ
ンティティを完全にコントロールできるようにします。
この自由は、科学、技術、倫理法の進歩によって支えられています。
電子テクノクラシーは、個人の自由と集団の幸福を組み合わせます。
すべての国民は、自分の身体、アイデンティティ、ライフスタイルについて決定する権利を保持します。
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同時に、全人類の自由は、世界的な決定への集団参加を通じて強化されます。トランスヒューマニストの
介入を拒否し、生物中心のライフスタイルを追求する可能性に加えて、このシステムはすべての決定が透
明で可逆的であることを保証するため、技術の進歩に対する「ノー」は、人間の能力の向上に対する「イ
エス」と同じくらい尊重されます。

S.�性的指向、性別の選択、名前の選択は自由です
性的指向:すべての人は、社会的または法律的な制限を受けることなく、自由に愛し、自分のセクシュアリティを表
現する権利を持っています。
性別の選択:
個人 性別を自由に選択し、必要に応じて法的および物理的に変更することができます .

名前の選択:誰もが自分の個人的なアイデンティティをよりよく表現するために名前を選択または変更する自由
を持っています。

T.�自分の体をコントロールする

性別の再割り当て:
医学的および技術的処置を通じて性別を適応させる可能性は、最先端の科学的手法によって促進され、サポート
されています。
遺伝的および技術的強化:人々は、遺伝子編集、技術的インプラント、またはその他の手順を通じて自分の身体を強化し、身体能
力と認知能力を拡張および向上させることができます。

U.�実験手順と薬剤
研究のオープン性:
安全機構が倫理基準と健康リスクを最小限に抑える限り、人々は実験的な医学的または技術的手順に自発的に
参加することができます。
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薬の使用:起こり得るリスクについての厳格な管理と教育の下で、誰もが新しい治療法を試したり、生活の質を
向上させるために実験薬を服用する自由を持っています。

V.�自ら決定する寿命の終わり
人生を終わらせる権利
人は、いつ、どのように人生を終えたいかを自分で決めることができます。これには、倫理的、安全かつ
完全な透明性をもって実施される支援手順が含まれます。

W.�法的保護とサポート
自分自身の身体に関する個人の決定が法的に保護され、支持されることを保証する。
変革的な意思決定を望む人々に、AIカウンセリングや医療などのAIサポート体制を提供する。

X.�自己決定のための教育と啓蒙
遺伝的および技術的介入の可能性とリスクについて知らせる教育プログラムを推進する。経験と知識を
交換するためのプラットフォームを作成します。

Y.�自己決定における倫理と安全
倫理委員会による厳格な管理とAIによる安全監視により、個人と社会へのリスクを最小限に抑えます。す
べてのプロセスの透明性により、人々は情報に基づいた意思決定を行うことができます。
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Z.�結論�個人の自由
電子テクノクラシーは、個人の自由と技術革新が調和し、自己決定と相互尊重に基づく社会を構築するこ
とを保証します。進歩と責任は密接に関連しています。

15.�国家権力の制限
個人の自由の集中:すべての人は、他人の権利を尊重する限り、自己決定権と個人の自由の権利を有します。

国家権力の制限:国家は、国民の権利と自由を保護するために必要な範囲の権限のみを有するべきです。

自由市場経済:自由競争、私有財産、市場自主規制。
多元：意見、ライフスタイル、アイデアの多様性は豊かさとみなされます。
強制の拒否:�いかなる形態の社会的、政治的、経済的強制も拒否さ
れます。
コラボレーションエコノミー:�人々はネットワーク内で協力し、リソースと
知識を共有します。
持続可能な経済:
経済は持続可能性を目指しています。資源が効率的に利用され、環境汚染が最小限に抑えられま
す。
コモングッドエコノミー:共通善が最も重要です。企業は利益だけでなく、公益への貢献によっても評価されます。

オープンソース:
多くのテクノロジーやシステムは、透明性とコラボレーションを促進するためにオープンソースとして開発されて
います。
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16.�デジタル倫理と人間性
ゴール：
テクノロジーの人間への統合�‑�その逆ではない

A.�基本原則
テクノロジーは人間に役立ちます:あらゆる技術的決定は、心理的、身体的、社会的に人間の幸福に役立つものでなければなりません。

人間の代わりはいない:感情、直感、創造性、対人関係は人間のままであり、AI�は代替品ではなくアシスタントです。

デジタルの尊厳:
すべてのデジタル�ツイン、すべてのユーザー�プロファイル、すべての人間の表現は人間の一部として扱われ、
尊重されます。
文化的多様性の維持:
グローバルなネットワークにもかかわらず、文化的アイデンティティは保護されています。AI�は
均質化ではなく多様性を促進します。
「ソーシャルスコアリング」の拒否:
国民の行動や忠誠心に基づく評価制度は導入されない。
エラーの余地:人間の不正行為は寛大に扱われ、危険が生じない限り、処罰よりも社会復帰が優先されます。

B.�課題と倫理的側面
技術的なアクセシビリティ:
世界中のすべての人がデジタル投票にアクセスできるようにする必要があります。地球低軌道上の衛星ベース
のインターネットを通じて、公海や遠隔地を含む地球全体にモバイル�インターネットが供給されます。したが
って、すべての人が�Direct�Digital�に参加できます。
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民主主義。
ASI�の倫理:AIは人権と正義を尊重するようにプログラムされなければなりません。解決策の提案では、人類全体の幸福だけ
でなく、個々の人間に至る地域の利益も考慮しなければなりません。これに注意できるのは人工超知能だけです。

人間の優位性を確保する:ASI�の膨大な知性にもかかわらず、人間性を無視したり、自らの利益を追求したりしてはなりません。

これを確実にするためには、人間の遡及的に介入する制御インスタンスに加えて、弱いガーディアン�AI�がスー
パーインテリジェンスの悪意のある動作をリアルタイムで監視し、緊急時に即座にオフラインにできる必要があ
ります。

17.�文化の多様性と統合
架け橋としてのAI
エレクトロニック�テクノクラシーは、AI�による理解と寛容の促進を通じて、文化の多様性と統合を促
進します。

芸術、メディア、文化はテクノクラートのビジョンに不可欠な部分です。

将来的には、AI�システムが文化コンテンツを翻訳および適応させて、仮想博物館や�AI�駆動のアート�プラット
フォームによって文化遺産にアクセスできるようになり、世界的な理解を促進する可能性があります。

ジェネラト ive�AI�はライティング、ゲームデザイン、画像生成、ビデオ、オーディオをサポートします .

A.�生成型�AI�の革命
すべての人のための創造性
生成�AI�は、音楽、映画、書籍、画像、さらにはゲームの作成方法を根本的に変える可能性を秘めています。個人
の好みに基づいてコンテンツを生成できるこのテクノロジーは、クリエイティブ産業に革命をもたらし、民主化
する可能性があります。
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B.�パーソナライズされた音楽と映画

音楽
● プレイリストベースの作成:

ユーザーは、お気に入りの曲を生成�AI�に入力すると、ユーザーの好みにぴったり合った新しい音楽作品
が作成されます。
これらの曲はユニークで、世界中の他の場所では入手できないでしょう。

● 制限のない音楽:音楽のトレーニングや高価な制作機器を必要とせず、プロのアーティストに匹敵する品質で、
誰でも独自の音楽を作成できます。

●�音楽業界:
誰もが自分の音楽を制作して出版できるようになるため、レコードレーベルやスタジオの必要性がな
くなる可能性があります。

映画
●�個別の大ヒット作:ユーザーは、お気に入りの映画をテンプレートとして使用して、同じスタイルで新しい映画を生成

できます。�AI�はスクリプトを作成し、キャラクターを開発し、さらには視覚的な実装を処理するこ
ともできます。

●�みんなのハリウッド:
映画制作はもはや大手スタジオに依存しなくなります。優れたアイデアがあれば誰でも�AI�を使用して高
品質の映画を作成できます。

●�映画業界:
AIによって個人が映画を制作できるようになると、大手映画スタジオは重要性を失う可能性がある e
大ヒット作。

創造性の民主化
生成�AI�により、クリエイティブな作品が経済的手段、トレーニング、人脈に依存しなくても済むようにな
ります。代わりに、アイデアだけが重要です。

●書籍：著者は自分のアイデアを�AI�に入力し、完全な小説やノンフィクション本を生成することができます。

●�出版:著者は出版社に頼らずに直接自分の作品を出版することができます。
●�画像とアート:�アーティストは、ビジョンに基づいて生成�AI�を使用してユニークなア
ートワークを作成できます。
●�ゲーム:
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ゲーム開発者は、プレイヤーに合わせて個別にカスタマイズされた複雑な世界、キャラ
クター、ストーリーを�AI�で作成できます。

● 仮想世界:AI�はユーザーの好みに基づいて没入型の仮想現実を作成できる可能性があります。
●�インタラクティブなストーリー:

ユーザーは、自分の決定に基づいて進化するストーリーを体験できます。
教育

●�パーソナライズされた学習教材:�AI�は、各生徒のニーズに完全に合わせた教科書やコースを作
成できます。
●�仮想教師:�AI�は、各生徒に個別に対応する対話型教師をシミュレートできます。

薬
●�治療内容:

AI�は、ストレスを軽減したり心理的状態を治療したりするために特別に設計された音楽、映画、また
は物語を作成する可能性があります。

新しいビジネスモデル
●�AI�プラットフォーム:�Compa

niesは、ユーザーがコンテンツを生成、共有、販売できるプラットフォームを提供できる可能性がある .

●�ライセンス:�AI�によって生成された作品は、著作権とライセンスに関する新たな問題
を引き起こす可能性があります。
●�社会的影響:�どのように

誰もが高品質のクリエイティブツールにアクセスできるようになれば社会は変わるでしょうか s?

生成�AI�はクリエイティブ産業に革命をもたらし、すべての人に高品質のコンテンツを作成す
る機会を与える可能性を秘めています。
パーソナライズされた音楽や映画から書籍やゲームまで、創造性の未来は�IDEA�を持つユーザーの手にか
かっています。

すべては人間の想像通りです！
例：AI�がサポートするグローバルなフェスティバルは、世界中の文化伝統を紹介して、多様性の統一を促進する可
能性があります。
ASI�の倫理的なプログラミングと制御:�Th

えーliグメン t プロblエムレマ ins thコアc h主張する。これに関する研究は強化されています。それは、ASI�が進化しても、ASI�の目標が人間
の価値観と確実に一致するようにすることです。
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グローバルな�ASI�にとって「文化的能力」という概念は重要性を増しています。世界的に受け入れられるために
は、普遍的な倫理原則に違反することなく、意思決定やコミュニケーションのスタイルを地域の文化的背景に適
応させることができる必要があります。
技術的観点:
AGI�は�2030�年までに文化の違いを分析して橋を架け、VR�と�AR�は没入型の文化体験を生み出すことができる
でしょう。

79



パート�
5

法律、セキュリティ、禁止事項

18.�テクノクラート時代の法、安全保
障、教育

法律、安全保障、教育の分野も、電子テクノクラシーの原則と技術によって大きく変わります。

19.�AI支援の司法制度
人工知能は、法制度における効率の向上と司法の改善に貢献する可能性があります。

AI�は膨大な量の法律文献や事件ファイルを分析して、裁判官や弁護士を支援したり、偏見のパターン
を明らかにしたり、判決の一貫性を改善したりできる可能性があります。
一部のビジョンはさらに進んで、2035�年頃までに�AI�システム、さらには�ASI�自体が、特定の種類の訴訟を分
析し、厳密に論理的かつ公平な法律の適用に基づいて判決を提案したり、判決を下したりできるようになる可
能性があると予測しています。
Quアンタムコンピューティングは、複雑なケースをシミュレートし、法律を最適化するために使用できる可能性があり

ます .
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A.�AI�法の支配
法の支配が中心であり、明確な法律と独立したデジタル司法が備えられています。
AI�は、法の支配、意見を聞く権利、人権の完全な受け入れ�(拷問の禁止など)�などを保証します。

法の下の平等:出身、性別、宗教に関係なく、すべての人が同じ権利と機会を有するべきです。

B.�司法法と安全保障における�AI

AI�主導の正義と犯罪との戦い。
すべての人にとっての正義:
電子テクノクラシーにおける正義は完全に�AI�によって制御されます。これは、判断が公正かつ公平
で、人間の偏見がないことを保証することを目的としています。
正義は完全に�AI�によって制御されます。
裁判官、検察官、弁護士は人工知能に取って代わられます。
まもなく司法は完全にAIによって運営され、裁判所は人間の裁判官や弁護士なしでリアルタイム
で判決を下すようになるだろう。
AI�による裁判所の判決はリアルタイムで言い渡され、偏見がなく中立的で、個人に関係なく、汚職や政治
的影響がないことが保証されています。
すべてのインスタンスは一度に計算されます。検察官や弁護士は不要となり、最高レベルで�AI�に統
合されます。
法廷外での紛争解決のための解決策提案や、紛争当事者の将来の共存のための心理カウンセリングも併設
されています。
軽微な紛争の場合は、仲介者がサポートする解決策が最初に提案されます。

結果
客観的判断：AI

-driヴェン
シー 私た

ちの
tレン d感情や人格ではなく、事実と法律に基づいて判断する l

81



同情します。
迅速な判断:AI�は裁判手続きを迅速化し、リアルタイムで判決を下すことができます。
司法への平等なアクセス:社会的地位や出身地に関係なく、すべての人は平等に正義を享受できます。
技術的観点:
2035�年までに、AI�裁判官は膨大なデータを分析し、歴史的な前例と倫理ガイドラインに基づいて判断を下
すことで、99%�以上の精度で業務を遂行できるようになるでしょう。
CBDC（中央銀行デジタル通貨）のようなデジタル通貨によってサポートされ、すべての取引が透明で、汚職
や違法行為を防ぐためにAIによって監視されるキャッシュレス社会は、2030年までに世界中で実装される可
能性があります。
AGI�は、文脈やニュアンスをより深く理解し、より公正な判断につながることで、2025�年から�2030�年ま
でに司法制度を最適化できる可能性があります。

C.�刑事犯罪/懲役刑
犯罪につながる理由を可能な限り防ぐように努めるべきです。
現金の廃止もこれに寄与する可能性がある。
AI�によって制御された資金の流れとすべての金銭取引の監視により、あらゆる種類の富裕化は事実上不
可能になります。
暴力と性犯罪は厳しく処罰されるべきです。

D.�世界統一法
人権に基づく統一された世界的な法秩序。
文化的特殊性は考慮されますが、それは普遍的権利を侵害しない場合に限られます。
国民国家の廃止は、論理的には世界的に統一された法的および行政的枠組みの必要性につながります。

これらは次のとおりで
す

デジタルで管理されており、透明性とセキュリティのためにブロックチェーンが関与している可能性があります y.
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統一基準により、世界的な相互作用、貿易�(関連性がある場合)、および資源とインフラストラクチャの管理
が簡素化されます。
この統一は、世界承継証書�1400�に関連して、世界的に一貫した主権の移転に至る国際的な合意とプロセ
スの結果とみなされます。

E.�死刑の廃止
死刑は廃止される

電子テクノクラシーでは、評判が新たな通貨となり、犯罪者であれば評判は傷つきます。

長期の懲役刑であっても余命が非常に長くなると抑止効果が失われるため、重大な犯罪が記録される場
合には評判制度をさらに導入する必要がある。
ただし、これらのエントリも一定期間後に削除する必要があります。
そのためには、償いができる制度を導入する必要があり、それは早期の抹殺につながる。

さらに、成功、つまりポジティブなことも記録し、一般に公開することもできます。

期限 o�長寿、良い評判が新しい通貨になる .

F.�行政府
警察と警察官は大部分がロボットを装備しており、全体的には非致死性の武器のみを使用することが
できます。
間もなく、自律型ドローンやロボットが、犯罪を予測して防止する予測アルゴリズムに支えられ、犯罪と
の戦いの主要な任務を引き継ぐ可能性があります。
犯罪との戦いは、キャッシュレス社会、AI�支援の予測、ロボット警備員などのテクノロジーによって改
善されます。
自律型警備ロボットを備えたロボット工学は、その後、特に都市部において公共の安全に革命をも
たらす可能性があります。
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セキュリティ:�キャッシュレス化と�AI�監視により、軍隊を必要とせずに犯罪を防
止します。

20.�法の下の平等
電子テクノクラシーは、法の下では絶対的な平等が適用されるという基本的な考え方に基づいています。

法の支配は最高の原則です。

この社会では、個人、企業、組織、機関には特別な権利、特権、例外はありません。すべての人は、地
位、肩書き、立場に関係なく、同じ規則と法律に従う必要があります。

A.�特別な権利や免除はありません
特別な権利の廃止:
CD�ステータス�(外交ステータス)�や国家免除はなく、刑事訴追からの保護や税金の免除などのその他の特権も付
与されません。
タイトルの平等:
貴族やカーストなどの伝統的な称号を持つ人は、引き続きそれらの称号を使用することができますが、それら
の称号から法的または経済的特権が派生することはありません。

B.�機関と組織の平等
すべての人に対する納税義務:
特別な権利や減税を行っている免税企業、非営利組織�(NGO)、国際組織�(IO)�はありません。

経済特区の廃止：
特別な規制や税制上の優遇措置が設けられている経済地域は存在しません。すべての分野と関係者は、同じ経
済的および法的基準に従うことになります。
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C.�治外法権の禁止

統一領土
世界は切り離せない単位であると考えられています。人工島など、新しく作成された領土は、既存の国
家秩序に自動的に統合されます。
公海の統合公海は世界領土の一部として扱われ、領土ではありません。
この法的根拠は、一連の契約を通じて、すべての�NATO�および国連条約が�1�つの大きな契約構造に統合され、
それによって事実上国際法を無効にする世界承継証書�1400�によって提供されています。特別な地域、新しい
島、掘削プラットフォーム、または公海などのその他の地域に対する特別な権利はもはや存在しません。

D.�国際関係と外交�他惑星への制限
国家間の承認と外交は、地球上の国家領土間ではなく、他の惑星とのみで行われます。領事館と外交使
節団は惑星間の次元にのみ存在します。

脱退および継承の禁止:主権領域内での離脱や主権の移転は認められない。分裂または分離を目的とした国際条約は禁止さ
れています。

E.�地球上における国際法の再導入の禁止
電子テクノクラシーは、特権と治外法権を可能にした以前の国際法制度を拒否します。

この規制は、すべての人々と組織に平等に影響を与える統一された世界的な法律に基づいています。

F.�テクノクラシー原則との関連
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このシステムは、人工知能�(AI)�が透明性と正義の執行を保証するテクノロジー主導型社会の不可欠な部
分です。
法律適用の完全なデジタル化と自動化により、個人や組織が自らの立場を悪用することが確実に
なくなります。

G.�テクノユートピアの未来における統一原則
電子テクノクラシーの理想に沿って、このモデルは汚職、不平等、縁故主義を排除するために機
能します。
すべての主体に平等な権利と義務を導入することで、平等な機会と統一基準に基づいた公正で透明
な社会が保証されます。

21.�宗派主義、過激主義、分裂をもたらす
願望の禁止
ゴール：
イデオロギーの急進化を防止することによる社会の安定と安全の維持。

A.�対策
イデオロギー的な資金の流れの監視:強力なAI仕様 fお金を徹底的に分析する f低い場合は、イデオロギー的な動機に基づく活動または過激主義的な活動�(分離主義、テロ資金供
与、カルト組織、扇動、革命の呼びかけなど)�を示します。
予防的ブロック:過激派のパターンを検出すると、AI�は資金提供を停止し、当局に調査を要請することができます。

リアルタイム介入:
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AI�システムは、重大なしきい値に達する前に介入します�(集会、武器調達、通信ネットワーク
など)。
イデオロギー結社および政治組織の禁止:
事実に基づいた問題解決ではなく、イデオロギー的な世界観に基づくすべてのグループは法的に禁止さ
れています。
表現の自由�(制限):
表現の自由の権利などの基本的な民主的権利は、他者を積極的に危険にさらしたり、民主主義の構造を廃止
したりするために悪用されない限り、保護され続けます。

B.�危険な宗派間の発展の禁止

人種差別、国家主義、不寛容、主義全般、あらゆるイデオロギーなどの分裂

をもたらす運動の廃止と闘い。

彼らの財政 宣伝と宣伝、およびそれらを宣伝する団体は禁止されています .

政治的イデオロギーの禁止の理由:�イデオロギーは、その不和をもたらす効果に加えて、常にイデオロ
ギーの観点から問題の解決策を提供します。
これは事実に基づく解決策ではないため、すべての解決策の中で最悪のものになります。
しかし、イデオロギーは、そのイデオロギーの背後にできるだけ多くの人々を集め、それによっ
て権力を維持する可能性を提供します。
これは、世界的で統一された公正な国家にとっても、人類全体にとっても良いことではなく、問題に対
する事実に基づく答えを提供するものではありません。
ASI�は、考えられるすべてのインテリジェント�ソリューションの中から�AI�に最善のものを見つけ出させ、
オンライン投票にかけるというだけで、このジレンマから抜け出す方法を提供します。
したがって、超知的ソリューションは人々の意志と融合する .

22.�政治的イデオロギーの禁止
ゴール：
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イデオロギーによる権力保持ではなく、事実に基づいた問題解決。

A.�イデオロギーの批判
それらは事実に基づいた問題解決を提供するものではなく、厳格な世界観を提供します。イデオロギーは社
会を分断し、コミュニティではなくグループの形成を促進します。多くの場合、それらは権力を維持または
獲得するためにのみ機能します。

B.�ASI�による代替手段�‑�人工知能
事実に基づく解決策の発見
AI�は利用可能なすべてのデータに基づいて考えられるすべての行動方針を分析し、最も効率的なソリューショ
ン提案を作成します。
透明性のある意思決定プロセス
すべての提案 教育措置は議論と民主的なオンライン投票のために公開で提示されます g.

民意+ の最適化AI�の観点から見た最適な解決策は、理性と同意の間の妥協点を生み出すために国民の意志に適応されます。

市民と機械の共生
イデオロギーのない�AI�支援の政策は、市民フォーラム、倫理諮問委員会、意思決定のための透明なオープン
ソース�AI�プロトコルによって補完されています。

23.�AIの関与による知的財産の公開

ゴール：
独占のない知識と技術進歩の民主化

規則
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AI�によって生成された知的財産は保護されない:
AIによって（全部または一部）作成された発明、発見、計画、研究結果、著作物、草案、文章、画像、音楽、デ
ザイン、コードなどは、著作権や特許の保護の対象にはなりません。
AI�が全体的または部分的に関与した特許、著作権、および同様の権利は法的保護を受けておらず、全人
類が自由に利用できます。
すべての人のためのアクセシビリティ:
このコンテンツは、全人類が無料で制限なく使用、開発、配布することができます。

ラベルの要件:
コンテンツ 透明性を確保するには、AI�が関与している、または�AI�によって生成されたものであることを明確にマークする必要

があります。 y.

信頼できる�AI:
中央の独立した�AI�が、アイデア、草案、特許出願の出所を監視して、欺瞞�(AI�の機能を人間が自分のものであ
ると主張するなど)�を防ぎます。
純粋に人間による発明の保護:
作品または発明がもっぱら人間によって作られたものである場合、著作権または特許による保護は完全にそのま
ま残ります。
AI�が関与しない特許および同様の権利は、クリエイターが商業化のために自由に利用できます。

AI�は、第三者によるこれらの権利の使用による価値創造への参加を監視し、収益分配を確保できます。

人間と機械の協力モデル:
人間と�AI�(アシスタント�AI�など)�の組み合わせには、期間限定の独占的使用権などの段階的な形式の保
護を提供できます。
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パート
6

技術基盤

24.�電子テクノクラシーの技術的基盤

電子テクノクラシーの実現は、このシステムのバックボーンを形成するいくつかの主要なテクノロジ
ーの開発と統合にかかっています。
技術の柱
AI、ASI、AGI、ロボティクス、オートメーション、量子コンピューティング、ブロックチェーン、核
融合、長寿技術、VR/AR

25.�人工知能�(AI)�AGI�から�ASI�へ

人工知能が中心的なテクノロジーです。

この道は、人間のような認知能力を持ち、人間ができるあらゆる知的タスクの処理方法を学習でき
る人工汎用知能�(AGI)�を経由して、人工超知能�(ASI)�につながります。

ASI�でサポートされる管理
アーティフ
ィ cial�Superintelligence�(ASI)�は地球規模の問題を分析し、解決策を提案します .
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25.1。�ASIの定義と機能
ASI�は、すべての関連分野において人間の知能をはるかに上回っています。
人間の頭では到達できないデータ量と複雑さのレベルにおけるパターンと解決策を認識できるようになるでしょ
う。
その機能には、戦略計画、科学的発見、複雑なシステム�(経済、生態、社会)�の最適化、新技術の開発が含
まれます。

25.2。�ASI�の倫理的なプログラミングと制御
最大の課題の�1�つは、ASI�が人間の価値観と目標に従って安全に行動することを保証することです�
(「調整問題」)。
人間の幸福、公平性、持続可能性、個人の自由を優先する確固たる倫理ガイドラインに基づいて�ASI�
をプログラムすることが重要です。
ASI�の制御、透明性、そして必要に応じて修正や停止のためのメカニズムを実装する必要がありますが、
知的面で私たちよりもはるかに優れた存在の制御可能性は依然として根本的な問題です。

このためには公開討論と国際協力が不可欠です。

25.3。分析と解決策の発見における�ASI�の役割
前述したように、ASI�の中核となる機能は、問題を特定し、証拠に基づいた解決策の提案を作成するた
めのグローバル�データ�ストリームの分析です。
It グローバルな「シンクタンク」および管理オプティマイザーとして機能します .

解決策を提案するだけでなく、長期にわたる複雑なシステム全体にわたる潜在的な影響をシミュレートす
ることもでき、人間の投票者に意思決定のための健全な基盤を提供します。
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直接デジタル民主主義。

26.�高度なロボット工学と自動化
26.1。生産とサービスの引き継ぎ
高度に開発されたロボットは、AI�によって制御または調整されることが多く、農業、生産、物流から建設
に至るまで、ほぼすべての物理的な作業を引き継ぐことになります。
しかし、手術（ロボット支援）、介護（高齢化社会にとって支援型介護ロボットの重要性はますます
高まっており、今後数年で普及する可能性がある）、研究、さらには創造的な活動など、より複雑な
業務を含む多くのサービス部門は、ますます自動化されるだろう。
人型ロボットは、もともと人間のために作られた環境でも動作できる .

ASI�(人工超知能)�の働きは、すべての管理および組織タスクを引き継ぐロボット工学と弱い�AI�(人
工知能)�によって補完されます。

26.2.仕事と経済への影響

大規模な自動化は、ほぼすべての部門から人間の労働力を奪うことにつながります。

これにより、人間の賃金労働に基づく伝統的な経済モデルは時代遅れとなり、ロボットやAIの生産能力に課税する
ことで財源を賄う、前述のUBIのようなシステムへの移行が必要となる。社会は、有益な雇用が人生の主な目的であ
り収入源であるという考えから距離を置く必要があります。
ビル・ゲイツは、2025�年に、2035�年までに�AI�とロボット工学が人間の仕事をすべて置き換えると予測しています。

92



27.�量子コンピューティング

量子コンピューターの力
量子コンピューターは、複雑な問題を解決する方法を根本的に変える可能性がある革新的なテクノロジーで
す。そのパフォーマンスは、特定のタスクに関しては従来のコンピューターのパフォーマンスを何倍も上回
ります。

量子ビットとは何ですか?
●�量子ビットは量子コンピューターの基本単位です。状態「0」または「1」のみを取ることができる古典
的なビットとは異なり、量子ビットは重ね合わせによって両方の状態を同時に取ることができます。

●�量子もつれを通じて量子ビットを相互にリンクすることができ、古典的なコンピューターでは実現で
きない方法で情報を共有できるようになります。

300量子ビットの計算能力
●�300�量子ビットを備えた量子コンピューターは、目に見える宇宙に存在する原子よりも多くの状態
を同時に計算できます。これは、複雑な分子のシミュレーションやグローバル�システムの最適化など、
古典的なコンピューターでは事実上不可能なタスクを解決できることを意味します。
●マイクロソフトの画期的な「マヨラナ�1�チップ」�2025�年、マイクロソフトはトポロジカル量子ビットに
基づくマヨラナ�1�チップを導入しました。これらの量子ビットは特に安定しており、最大�100�万量子ビッ
トまで拡張できます。

Majorana�1�チップの特別な点は何ですか?
●�トポロジカル量子ビット:

これらの量子ビットはエラーに対してより堅牢であり、信頼性の高い量子コンピューティングを可能にします。
● 新しい素材:このチップは、トポロジカル超伝導を可能にするトポコンダクターと呼ばれる新しいクラスの材

料を使用しています。
● スケーラビリティ:100�万量子ビットを備えた�Majorana�1�チップは、これまで達成できなかった科学的および産業的問題を

解決できる可能性があります。

用途と可能性
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科学的ブレークスルーの可能性
● 材料研究:量子コンピューターは、エネルギー生成、医療、宇宙旅行において革新的な新素材を開発でき

る可能性があります。
● 自然科学:分子や化学反応をシミュレーションすることで、画期的な医薬品や技術が生まれる可能性があ

ります。

人工知能とASI
●�AI�の最適化:

量子コンピューターは、AI�モデルを飛躍的に高速にトレーニングおよび改善できる可能性があります。
●�ASI�(人工超知能):

量子コンピューターは膨大な計算能力を備えているため、ASI�の開発を推進し、現在では想像できな
い問題を解決できる可能性があります。

エンターテインメント産業
●�仮想現実:量子コンピューターは、ブレイン�コンピューター�インターフェイス�(BCI)�を介して脳

内で直接体験できる、マトリックスのような非常に複雑な仮想世界を作成できます。
●�インタラクティブなシミュレーション:

ゲームや映画は、ユーザーの考えや感情に基づいてリアルタイムで調整およびパーソナライズで
きます。

量子コンピューター、特に�Microsoft�の�Majorana�1�チップのような�100�万量子ビットを備えたコンピュータ
ーは、世界を変える可能性があります。科学的な進歩から没入型の仮想現実まで、可能性はほぼ無限です。

このテクノロジーは真の量子飛躍を示し、可能性の限界を再定義する可能性があります。

27.2。複雑なシミュレーションと最適化の可能性
量子コンピューターは、量子力学の原理を使用して、古典的なコンピューターでは不可能な計
算を実行します。
これらは、新材料の開発に革命をもたらし、医薬品用の非常に複雑な分子をシミュレートし、前例のない
精度で気候モデルを作成し、気候モデルを最適化する可能性を秘めています。
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物流システムと金融システム。
これらの機能は、ASI�がさらに正確な分析とシミュレーションを実行するために非常に貴重です。

27.3。科学、司法、安全保障への応用

いくつかのビジョンによれば、量子コンピューティングは科学的応用に加えて、複雑な訴訟をシミュレ
ートし、より公正な法の発展に貢献するために司法にも使用される可能性がある。
金融の分野では、取引を安全にすることができました。同時に、量子コンピューティングは現在の暗号化に脅威
をもたらしており、電子テクノクラシー�(特にデジタル投票とデータ�ネットワーク)�のセキュリティにとって耐
量子性暗号化方式の開発が不可欠となっています。

28.�核融合と将来のエネルギー源

28.1。無限のクリーンエネルギーの可能性
太陽に電力を供給するプロセスである核融合は、ほぼ無尽蔵のクリーンで安全な�CO2�フリーのエネルギ
ー源を約束します。
核融合技術を習得すれば、人類のエネルギー問題は永久に解決され、化石燃料への依存はなくなるで
しょう。
それは、数十億台のロボット、AI�システム、そして大量の淡水化や大気中の�CO2�除去などの潜在的にエネル
ギーを大量に消費するテクノロジーを備えた、高度に自動化された世界的な文明を運営するために必要な膨大
なエネルギーを提供します。
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28.2。ポスト欠乏社会のための財団
ほぼ無料で無制限のエネルギーは、資源不足を克服する鍵となります。
これにより、材料の効率的な抽出とリサイクル、食料生産のための垂直農場の運営、すべての人々
へのきれいな水とエネルギーの供給が可能になり、自動化された経済全体が推進されます。

したがって、核融合は、エレクトロニック・テクノクラシーが構想する真の豊かな社会と機能する
UBIシステムを実現するための基本的な前提条件です。

29.�ブロックチェーンと分散型テクノロジー
29.1。投票と取引の保護
ブロックチェーンまたは類似の分散台帳テクノロジー�(DLT)�は、直接デジタル民主主義の完全性と透
明性を確保するのに役立ちます。
投票結果は分散的に保存され、改ざんが防止され、誰でも検証できます。同様に、新しい経済システム内で財産
権、契約、または取引を確保するためにそれらを使用することもでき、中央の仲介者なしで信頼を生み出すこと
ができます。

29.2。行政の透明性
世界的な行政の管理プロセスと決定をブロックチェーンに記録することで、高い透明性を実現し、
汚職や改ざんを困難にすることができます。
市民は関連する行政プロセスをリアルタイムで追跡および検証できる .
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30.�グローバル通信とデータネットワーク
31.1。リアルタイムデータ処理（エッジコンピューティング）

センサーのグローバル�ネットワーク�(モノのインターネット�‑�IoT)�は、環境、経済、社会、インフラに
関する膨大な量のデータをリアルタイムで収集します。
このデータフラッドを効率的に処理し、迅速な反応を可能にするために（自律交通システムやエネルギーグ
リッド制御など）、データ収集ポイントの近くにある強力な分散型コンピューティング能力が必要です（エ
ッジコンピューティング）。

31.2.リソース割り当てのためのビッグデータ分析

グローバル�センサー�ネットワークによって収集されたビッグ�データは、ASI�の情報基盤を形成します。このデータ
をリンクして分析することで、ASI�は資源�(エネルギー、水、原材料、食料)�を世界中に最適に分配し、サプライチ
ェーンを効率的に管理し、経済的または生態学的発展を正確に予測し、危機に早期に対応することができます。

32.�統合AI監視システム
32.1。サイバーセキュリティの確保

完全にデジタル化されネットワーク化された世界では、サイバーセキュリティが最優先事項です。
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専用の�AI�システムがすべてのグローバル�ネットワークを継続的に監視し、サイバー攻撃�(敵対的な�AI�や
量子コンピューターによって可能になる攻撃を含む)�をリアルタイムで検出します。
これらのシステムは、脅威を自律的に分析し、重要なインフラストラクチャと国民データを
保護するために即座に対策を開始できなければなりません。

32.2.脅威の検出と防御

これらの�AI�システムは受動的な防御を超えています。
脆弱性を積極的に検索し、潜在的な攻撃ベクトルを予測し、損害が発生する前に脅威を無力化します。こ
れには、テクノロジーの悪用や潜在的な内部脅威の監視も含まれますが、監視とプライバシーに関する慎
重な倫理的考慮が必要です。

33.�デジタル�ID�とアクセス管理

33.1.セキュリティのための生体認証認証

デジタル空間でのセキュリティと一意性（投票、UBI�へのアクセス、サービスの使用など）を確保するには、
安全で世界的に一意のデジタル�ID�のシステムが必要です。これらは、個人情報の盗難や詐欺を防ぐために、
生体認証の特徴�(虹彩スキャン、指紋、ゲノム配列など)�に強く関連付けられている可能性があります。
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33.2.不正防止
このような堅牢なデジタル�ID�により、多くの分野での不正行為がほぼ不可能になります。

すべての国民は一意に識別可能であるため、DDD�への参加、正しい�UBI�支払いが保証され、個人向
けサービス�(教育、健康)�へのアクセスが制御されます。
同時に、これはデータ保護と潜在的な悪用の問題を引き起こし、厳格なルールと技術的保護手段（ゼロ
知識証明など）を通じて対処する必要があります。
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パート�
7

世界的な協力、持続可能性、健康

34.�世界協力と平和維持
ゴール：
世界資源と紛争地域の�AI�共同管理を通じて平和を永続させます。

対策
世界的なAI協力：
世界各地の強力な�AI�ユニットがネットワークを介して接続され、環境、武器、パンデミック、人権など
の世界的なリスクを共同で監視します。
リアルタイムのリスク評価:兵器の生産、資源の枯渇、民族間の緊張、環境破壊などの危険な展開は、世界規模に拡大することな
く早期に発見され、局所的に解決されます。
国境を越えた透明性:
全部を RLD�地域は、セキュリティ関連データを�AI�ネットワークに完全に開示することを約束します k.

軍縮と軍縮:AI�は違法な武器の生産を阻止し、資材の調達、コネクション、資金を特定し、実際に生産される前に生
産を停止することができます。
世界的な基本的権利:
すべての人間の命は等しく価値があります。�AI�は地域の特別な利益だけでなく、人類全体を保護します。
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知識とイノベーションのための国境の撤廃:
研究、教育、技術開発は国際的にネットワーク化されており、自由にアクセスでき、AI�によって制御さ
れるグローバルなオープンソース�モデルに流れ込んでいます。

35.�エネルギー、持続可能性、環境保護

A.�AI�による計画と核融合
グローバルな責任と�AI�を活用した環境計画が最も重要です。再生可能エネルギー、循環経済、生物多様性
保護が中心的な要素です。
核融合などの技術は無制限のクリーン�エネルギーを提供し、世界的な協力によって気候変動と闘います。
現在、最初の商用核融合発電所が運転開始され、世界のエネルギー供給に革命をもたらしています。

間もなく、核融合が主要なクリーン�エネルギー源となり、化石燃料に取って代わり、AI�制御のエネ
ルギーと水の供給システムによって都市を完全に自給自足できるようになる可能性があります。
核融合炉の世界的なネットワークは、経済的または地理的位置に関係なく、世界のすべての地域にエネル
ギーを供給することができます。
技術的観点:
量子コンピューティングは気候シナリオをリアルタイムでシミュレートすることで環境モデルを最適化することが間も
なく可能となり、ロボット工学は廃棄物のリサイクルと生物多様性保護のための自律システムを開発する可能性がある。

B.�核融合エネルギー

核融合炉

未来のエネルギー源とその可能性
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核融合炉 エネルギー生成のための最も有望な技術の�1�つと考えられています .

これらは世界のエネルギー需要を満たすだけでなく、水不足、気候変動、食糧安全保障などの数多くの
地球規模の課題を解決することもできます。

核融合炉の仕組み

核融合炉 e�エネルギーを生成するための水素同位体�(重水素と三重水素)�の融合:
●�プラズマ:�水素同位体はプラズマ中で摂氏�1�億度を超える温度まで加熱されます。

●�磁気閉じ込め:
強力な磁場がプラズマを所定の位置に保持し、プラズマが反応器の壁に接触するのを防ぎます。

●�エネルギー生成:
核融合ではヘリウムと高エネルギー中性子が生成されます。中性子の運動エネルギーは熱に変換され、
発電に使用されます。

核融合エネルギーの応用

水の淡水化と淡水の生産

●�大規模な水の淡水化:�核融合炉は、大規模に海水を淡水化して淡水を生産するためのエネルギー
を提供する可能性があります。

●�灌漑と緑化:
十分な水があれば、サハラ砂漠、オーストラリア、中東などの砂漠地帯は灌漑され、肥沃な風景に変わる
可能性があります。

●�森林再生と植林:�CO2�を隔離し、生物多様性を促進するために森林を復元す
ることができます。

スマートシティ
●�都市の再設計:

無限のエネルギーがあれば、完全に技術化され、環境的に健全な新しい持続可能な都市を建設す
ることができます。

●�自立したインフラ：エネルギー
GY�自治都市は、水から食料に至るまで、独自の資源を生産することができます。

農業
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●�農地の拡大：
これまで人が住めなかった地域に肥沃な土壌が生み出される可能性がある。

●�食料安全保障:
と より多くの耕作可能な土地があれば、より多くの人々に食料を供給することができ、世界中の飢餓を軽減できる可能性があります。
排除す
る

食べた。

人類への利益
●�無制限のエネルギー:核融合エネルギーは実質的に無尽蔵であり、エネルギー価格を大幅に下げる可能性があります。
●�技術化:

安価なエネルギーがあれば、AI、ロボティクス、オートメーションなどの先進技術が世界中に導入される
可能性があります。

●�人口増加:人口増加に対応するために新しい生息地が作られる可能性がある。
●�長期的な持続可能性:�核融合エネルギーは、持続可能で公正な世界の基礎を
形成する可能性があります。
核融合炉は、世界を変え、地球規模の問題を解決するという興味深い可能性をもたらします。

水の生産から新しい都市の創造まで、このテクノロジーの将来は可能性に満ちています。

核融合炉と海水淡水化
砂漠を緑化する鍵

イーコムbinatiオン・
オ

f�f usiリアクで tors�と海水淡水化は、世界中の砂漠地帯の灌漑と緑化のための画期的なソリューションとなる
可能性があります。
ほぼ無制限で費用対効果の高いエネルギーがあれば、サハラ、南アフリカ、オーストラリア、中東など、
これまで人が住めなかった地域が、生態学的にだけでなく経済的、社会的にも魅力的な肥沃な風景に変
わる可能性があります。

仕組み
核融合エネルギーと海水淡水化

核融合炉

●�核融合炉は、水素同位体（重水素と三重水素）を融合させてエネルギーを生成します。この技術
はほぼ排出がなく、膨大な量のエネルギーを供給します。
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●�核融合炉からのエネルギーは、大規模に海水を淡水化し、淡水を生成するために使用できる可能性
がある。

海水淡水化
●�逆浸透:�海水から塩分やその他の不純物を除去する、エネルギーを大量に消費するプロセス
です。
●�多段階フラッシュ蒸発�(MSF):�核融合炉からの廃熱を利用できる熱プロセス。

●�核融合炉からのエネルギーを利用すれば、淡水化プラントはより効率的かつコスト効率よく稼働し、
灌漑用に大量の淡水を供給できるようになります。

砂漠地帯の緑化と灌漑
アフリカ/サハラ砂漠

●�世界最大の砂漠の一つであるサハラ砂漠は、海水淡水化プラントと灌漑システムのネットワー
クを通じて肥沃な土地に生まれ変わる可能性がある。
●�植林:�CO2�を隔離し、生物多様性を促進するために森林を植林することがで
きます。
●�農業：アフリカの食料安全保障を改善するために、肥沃な土壌を食料栽培に利用できる
可能性がある。
●�水不足の地域は、海水淡水化プラントからの淡水で灌漑できる可能性がある。
●�経済発展:�新しい農業地域は魅力を生み出し、経済を強化する可能性があります。

オーストラリア
●�乾燥したアウトバック地域は、灌漑システムによって生産的な景観に変わる可能性がある。

●�森林再生:�自然生態系を回復すると、環境を保護し、生活の質を向上させることができます。

中近東
●�サウジアラビアやアラブ首長国連邦のような国は、砂漠地帯を緑のオアシスに変える可能性が
ある。
● スマートシティ:
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十分なエネルギーと水があれば、技術的に進歩し、環境的に持続可能な新しい都市を建設
できるでしょう。

人類への利益
●�食料安全保障

農地が増えれば、より多くの人に食料を供給できるようになり、世界中で飢餓がなくなる可能性があり
ます。

人口増加
● 新しいハビ人口増加を管理し、生活の質を向上させるためにtatsを作成できる可能性がある .

経済的機会
●�砂漠地帯の緑化は、特に農業とインフラ開発において、新たな市場と雇用を生み出す可能性がある。

気候保護
●植林と再植林は気候変動と闘い、CO2バランスを改善するのに役立つ可能性がある。

将来の展望
●�世界協力：国際プロジェクトは砂漠地帯の緑化を促進し、資源を公平に分配することができる。

● 新しい都市:魅力的で持続可能な都市が、これまで人が住めなかった地域に出現し、生活と仕事に
革命をもたらす可能性があります。

核融合エネルギーと海水淡水化の組み合わせは、世界を変えるユニークな機会を提供します。

砂漠の緑化から新たな生息地の創出まで、このテクノロジーは持続可能で公正な未来の基盤となる可能
性があります。

小型核融合炉の先見的な可
能性
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長持ちするバッテリー

原子原理に基づいた小型核融合炉と長持ちするバッテリーの開発は、世界に革命をもたらす可能性があります。

これらの技術はほぼ無尽蔵のエネルギー源を提供し、航空や物流から商用車や自動車などの日常機器に
至るまで、さまざまな分野で使用できる可能性があります。

航空分野における小型核融合炉
核融合炉を搭載した航空機

●�無制限の飛行時間:�小型核融合炉を使用すれば、航空機は化石燃料を必要としないため、理論的に
は無期限に空中に留まることができます。

●�インターネット配信：航空機は、衛星に似ていますが、より柔軟で費用対効果の高い、世界中にインターネットを供給す
るためのプラットフォームとして機能する可能性があります。

●地球観測：これらの航空機の高解像度カメラは地球全体を監視して、環境の変化を記録したり、緊急事態
を検出したりすることができます。

空飛ぶ航空母艦

●�巨大な飛行プラットフォーム:大型空母は空中にホバリングし、ドローンの発着プラットフォームとして機能する可能性がある。

●�ドローン物流:ドローンは空飛ぶ運送業者から直接商品を配送できるため、配送時間が大幅に短縮されます。

●�オンデマンド制作:統合された�3D�プリンターまたはナノファクトリーを使用すると、商品を船上で直接生産し、す
ぐに配送することができます。

小型核融合炉
車両内�核融合炉を搭載した車両

●�無制限の範囲:車両は給油や充電を停止することなく走行できるようになり、物流と輸送に革命をもたらします。
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●�持続可能性:�化石燃料を廃止すると、CO2�排出量が大幅に削減されま
す。

船と電車

●�自給自足の船:貨物船に核融合炉を装備すれば、燃料を消費せずに長距離を航行できる可能性がある。

●�高速列車:列車は送電網から独立して運行できるため、鉄道路線の拡張が容易になります。

原子ベースで長持ちするバッテリー
仕組み

●�原子力電池は放射性同位体を使用して、数十年にわたって一貫してエネルギーを放出します。この
テクノロジーは非常に耐久性があり、メンテナンスが不要です。

アプリケーション
● 電気自動車:�車両には�100�年持続するバッテリーが搭載され、充電の必要がなくなる可能性が

あります。
●�携帯電話とラップトップ:�デバイスは充電なしで数十年間動作する可能性があり、そ
の使用法に革命をもたらしました。
●�衛星と宇宙旅行:�原子力電池は、宇宙での長期ミッションのエネルギー源として機能する可
能性があります。

その他の用途�エネルギー自
給自足都市

●�小型核融合炉を都市で使用すれば、独立した持続可能なエネルギー供給を確保できる可能性がある。

安全
●�ドローン:�自立型ドローンは監視や救助任務に使用できる可能性があります。

●�潜水艦:�核融合炉を使えば、潜水艦は何か月間も水中に留まることができま
す。
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研究と科学
●�北極と南極のステーション:�極限環境にある研究ステーションには、核融合炉から電力を
供給することができます。
●�スペースコロニー：核融合炉は月や火星のエネルギー供給を確保できる可能
性がある。

人類への利益
●�持続可能性:�化石燃料を廃止すれば、気候変動と戦うことが
できます。
●�生活の質:�長持ちするバッテリーと自給自足型の車両は、日常生活を楽にし、モビリティを向
上させます。

小型核融合炉と長持ちするバッテリーの組み合わせは、世界を根本的に変える可能性があります。車両や航空
機の無限のエネルギーから自給自足の都市や革新的なデバイスに至るまで、これらのテクノロジーは無限の可
能性をもたらします。
未来は無限のように見え、人類はイノベーションの新たな時代の始まりに立っている。

C.�超電導体

エネルギーとテクノロジーの革命的な可能性
超伝導体は、特定の温度まで冷却すると抵抗なく電流を流すことができる材料です。

この特性により、エネルギー伝送からコンピューティングや宇宙旅行における画期的な技術に至
るまで、数多くの応用が可能になります。

ロスのない動力伝達
超電導体はどのように機能するのでしょうか?

●�超伝導状態では、電子は相互反発を失い、いわゆるクーパー対を形成し、エネルギーを損失す
ることなく材料中を移動します。
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●�これは極低温、多くの場合絶対零度に近い温度、またはいわゆる高温超伝導体の中程度の温度�(
例:�‑135�°C)�で発生します。

応用:�エネルギー伝
達

●�ロスレス�パワー�グリッド:超伝導体は、エネルギーを損失することなく、長距離にわたって電気を輸送することができます。
これは、サハラ砂漠のような遠隔地からヨーロッパにエネルギーを運ぶのに特に役立つでしょう。

サハラ太陽光発電所
○�サハラ砂漠にある巨大な太陽光発電所は、超電導ケーブルを使用して、生成された電力をロ
スなくヨーロッパに送電できる可能性がある。
○�これにより、何百万人もの人々にクリーンで持続可能なエネルギー供給が可能になります。

超電導体の技術への応用
重力のキャンセルと磁気

●�磁気浮上列車�(リニアモーターカー):�超電導体は列車を浮上させる強力な磁場を生成し、超高速走行
を可能にします。
●�重力キャンセル:

研究では、超伝導体を使用して磁場を通じて物体を浮遊させることができ、宇宙旅行や物流への応用
が可能になります。

コンピューターチップと電子機器
●�量子コンピュータ:

超伝導体は、高感度の量子ビットを安定させ、無損失回路を可能にするため、量子コンピューター
の重要な要素です。

●�高性能コンピュータ:超電導材料はコンピュータの効率と速度を大幅に向上させる可能性があります。

その他の用途�医学
●�MRI�装置:超伝導体は、強力な磁場を生成するために磁気共鳴画像法�(MRI)�装置ですでに使用されています。
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●�磁気療法:�将来的には新しい医療に使用される可能性があります。

エネルギーの生成と貯蔵
●�風力タービン:�超電導発電機は風力タービンの効率を高める可能性があります。

●�エネルギー貯蔵:
スーパーコン ダクトコイルは大量のエネルギーを蓄え、必要なときに放出できる .

宇宙旅行
●�推進システム:�超伝導体は、より効率的な推進のために将来の宇宙船で使用される可能性
があります。
● 放射線防護:超電導体によって生成される磁場は、宇宙放射線から宇宙飛行士を守ることができる可能性があ

ります。

課題と研究
●�温度要件:ほとんどの超電導体は極度の低温を必要とするため、その使用は高価で複雑になります。

● 素材開発:研究は、室温で機能する超伝導体の開発に取り組んでいます。

これは彼らのアプリケーションに革命をもたらすでしょう。超電導体は、エネルギーおよび技術分野を
根本的に変える可能性を秘めています。
ロスレス送電やサハラ太陽光発電所のような持続可能なエネルギープロジェクトから、医療、宇宙旅行、
エレクトロニクスにおける革新的な応用まで、可能性はほぼ無限です。

室温超電導体
室温で機能する超伝導体は、現代科学の最も画期的な発見の�1�つとなるでしょう。

これらは、多くのテクノロジーだけでなく、エネルギーの使用、輸送、貯蔵の方法にも革命をもた
らす可能性があります。
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室温超伝導体とは何ですか?
●�室温超伝導体は、複雑な冷却を行わなくても、通常の周囲温度でこの特性を示す材料です。

なぜ彼らは革命的になるのでしょうか？
ロスレスエネルギー伝送

●�効率:
現在、世界中で生成されたエネルギーの約�10%�が送電線の損失によって失われています。超電導体
はこれらの損失を排除し、無損失の電力伝送を可能にする可能性があります。

● グローバルエネルギープロジェクト:
室温の超伝導体を使えば、サハラ砂漠に巨大な太陽光発電所を建設し、そのエネルギーをロスなくヨー
ロッパや他の大陸に伝送することができるだろう。

●�スーパーグリッド:
太陽光発電や風力発電所などの再生可能エネルギー源を接続する世界的な送電網が出現する可能性が
ある。

●�エネルギー貯蔵:超電導コイルは大量のエネルギーを貯蔵し、必要なときに放出することができます。
● 素材開発:現在、室温超電導体は非常に高い圧力を必要とするため、実用化が制限されています。研究は、

高圧なしでも機能する材料の開発に取り組んでいます。

● ユニバーサルアプリケーション:
室温超伝導体は、科学技術のほぼすべての分野で使用できる可能性があります。

●持続可能性:
これらはエネルギー消費を大幅に削減し、気候中立的な世界への移行を加速する可能性がある。

●�無限の可能性:エネルギー供給から宇宙旅行まで、可能性はほぼ無限です。
室温超伝導体は、人類の最も偉大な科学的成果の�1�つとなるでしょう。これらは世界を無限の

エネルギーと技術革新の時代に導く可能性があります。研究は順調に進んでおり、このテクノロジ

ーの将来は私たちの想像を超える可能性があります。
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D.�持続可能な実践
エネルギー供給:�T

走りまし
た

そ
れ on to�%�再生可能エネルギー�(太陽、風力、水力、地熱、核融合)。100

循環経済と資源効率
廃棄物の予防とリサイクル:
このシステムは、廃棄物の回避と最大限の材料リサイクルを促進します。�AI�を活用した物流により、マテ
リアル�フローが最適化され、リソースの消費が削減されます。
循環経済:
製品は耐久性があり、修理可能で、リサイクル可能であるように設計されています。
廃棄物管理:再利用、リサイクル、堆肥化を通じて廃棄物を最小限に抑えます。
資源効率の高い生産:技術と生産プロセスは、原材料とエネルギーの使用を最小限に抑えるために開発されています。

持続可能な農業:環境に優しい農法の推進と肉の消費量の削減。

E.�気候変動への対策
CO2削減：再生可能エネルギーへの切り替えとエネルギー消費量の削減により、温室効果ガス排出量を急速に削
減します。
CO2�除去:植林、泥炭地の回復、CO2�回収技術の使用を通じて大気から�CO2�を積極的に除去します。

気候変動への適応:沿岸地域の保護、変化する気候条件への農業の適応、および災害管理。

F.�気候保護における世界的な協力
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気候保護には、すべての人々と地域の緊密な協力が必要です。
教育と意識:人々は気候変動とその影響について教育されなければなりません。
倫理的責任:
私たちは持
っています地球を守るという現在および将来の世代に対する責任。

G.�AI�を活用した環境モニタリングと計画
リアルタイムデータ分析:
AI�システムは環境の状態を継続的に監視し、排出量、資源消費、生物多様性、気候変動に関するデータを
収集します。
モデリングと予測:AI�はこのデータを分析して、将来の発展を予測し、人間の活動が環境に与える影響を評価します。

持続可能な計画:
これらの分析に基づいて、AI�は持続可能な経済、エネルギー供給、土地利用、都市開発のための包括的な
計画を作成します。
再生可能エネルギーの推進：
電子テクノクラシーは、太陽光、風力、水力、地熱エネルギーなどの再生可能エネルギー源への迅速かつ完全
な移行に依存しています。
スマート�エネルギー�グリッド:
AI�はエネルギーの分配と貯蔵を最適化し、需要と供給のバランスを効率的に整え、無駄を最小限に抑えます。

H.�生物多様性の保護
生態系の保全:
エレクトロニック�テクノクラシーは、自然生息地の保護と回復を提唱しています。�AI�を活用した監
視は、密猟や環境犯罪との闘いに役立ちます。
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36.�ヘルスケアにおける強力な�AI

A.�電子技術における健康

AI�とロボティクスを活用した医療システム

エレクトロニック�テクノクラシーは、人工知能�(AI)�とロボット工学の使用を通じてヘルスケアに革命
をもたらし、世界的に無料で包括的なケアを保証します。
このアプローチは、先進技術と無条件のベーシックインカム（UBI）を統合して、すべての人が医療に
アクセスでき、持続可能な資金が提供される社会を構築します。

B.�AI�とロボティクスによる資金調達
自動化の生産性:
AI�とロボットが経済的および産業的タスクを引き継ぎ、莫大な生産性を生み出し、その収益が医療システムの
資金として使用されます。
自動化に対する税金:AI�やロボット工学を使用する企業は特別な税金を支払い、その一部は医療に直接流れ込みます。

無条件ベーシックインカム�(UBI):UBI�の一部は特に医療システムに使用され、あらゆる医療が無料のままであることを保証します。

C.�無料医療制度

医療は基本的に無料で、誰もがアクセスできるようになります。

すべての治療は無料です:人々は経済状況に関係なく、あらゆる種類の医療にアクセスできます。
長寿テクノロジーの導入:
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老化は治療可能な病気として公式に定義されているため、誰もが老化を遅らせたり止めたりできる治療
法やテクノロジーを利用できるようになります。

D.�長寿の統合

長寿老化は病気として定義されており、要望に応じて治療されます

老化研究に焦点を当てる:�Th
e hea l番

目
ケアシステ
ム tem fi遺伝子編集、ナノボット、合成生物学、再生医療、細胞療法、あらゆる種類の延命療法などを含む、

老化を病気として扱う研究と応用を支援します。
予防技術:
AI�は人々の健康を継続的に監視し、老化プロセス、病気、遺伝的リスクの初期の兆候を検出して、的を絞った
予防策を提案します。
長寿療法への無制限のアクセス:人々は寿命を延ばし、生活の質を向上させる革新的な治療法を無料で受けられます。

E.�AIとロボティクスが支える医療

強力な�AI�は研究を通じてあらゆる病気の終焉を告げます。�AI�医師とロボッ
ト手術は医療に革命をもたらします。

診断と治療:AI�が健康データを分析し、正確な診断を下し、個別の治療計画を作成します。
ロボット支援手術:ロボットは複雑な医療処置を最高の精度で実行し、リスクとコストを最小限に抑えます。

遠隔医療:AI�ベースのシステムは、人々がいつでもオンラインで医療サポートにアクセスできる世界的な医療を実
現します。
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F.�医療における世界的な透明性と安全性
すべての医療の進歩と治療は透明性があり、システムへの信頼を築くためにアクセス可能です。セキュリ
ティ�システムは、倫理基準を確保するために実験手順の使用を監視します。

G.�医療への包括的なアクセス
このシステムにより、世界中の遠隔地でも参加でき、最先端の医療技術にアクセスできるようになり
ます。
テクノロジーインクルージョンは、障害のある人々に参加を提供します。�AI�は、すべての人に医療
リソースを届けるために医療リソースを効率的に配布するのに役立ちます。

H.�将来の展望

健康管理
電子テクノクラシーでは、医療は革命を起こすだけでなく、持続可能で公正なものになります。

長寿テクノロジー、AI、ロボティクスの融合により、これまで考えられなかったレベルの医療
の提供が可能になります。
これにより、病気、高齢化、医療における社会的不平等が過去のものとなる世界が生まれます。
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パート
8

トランスヒューマニズムとさらなる発展

37.�トランスヒューマニズムと人類
のさらなる発展
電子テクノクラシーの不可欠な部分、または少なくとも密接に関連するビジョンはトランスヒューマニズ
ムです。これは、テクノロジーを使用して外界を形作るだけでなく、人間自体を強化するという考えです。

37.1。トランスヒューマニズムの定義と目標

トランスヒューマニズムは、人間の生物学的限界を克服するために科学技術を利用することを提唱する哲
学的および文化的運動です。
目標には、知能の向上、身体の健康と回復力の改善、感覚認識の拡大、特に人間の健康寿命の根本
的な延長が含まれます。
トランスヒューマニストは、これを人類の進化の論理的な継続であり、ますます複雑化するテ
クノロジーの世界への必要な適応であると見なしています。
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37.2。人間性を高める技術

ゲン編集、ニューラルインターフェース、ナノテクノロジー

トランスヒューマニズムの主要なテクノロジーには次のものがあ
ります。
遺伝子編集:CRISPR‑Cas9�のような技術により、ゲノムへの正確な介入が可能になり、遺伝性疾患を治療し、がんや
認知症などの病気に対する抵抗力を高め、認知的特性や身体的特性を強化できる可能性があります。
ニューラル�インターフェイス�(ブレイン�コンピューター�インターフェイス):
脳とコンピューターが直接接続されると、認知能力�(記憶力、処理能力)�が拡張され、新しい形式のコミュニケー
ション�(直接的な思考伝達)�が可能になり、義肢や外部デバイスの制御が可能になる可能性があります。

ナノテクノロジー:小型ロボット�(ナノボット)�は体内を循環して、細胞レベルで病気と闘ったり、組織を修復したり、老化プ
ロセスを遅らせたりできる可能性があります。

37.3.長寿脱出速度�(LEV)

抜本的な長寿命化の追求

トランスヒューマニズムの中心的な目標であり、電子テクノクラシーの文脈でよく引用される願
望は、「長寿脱出速度」(LEV)�を達成することです。
これは、医療技術によって平均余命が年間�1�年以上延びる可能性があるという仮定の将来点を説明
しています。
経年劣化による損傷は継続的に修復されるため、この点に達すると誰でも無限の寿命を達成できる可能性
があります。
老化細胞破壊（老化細胞を除去する薬）、遺伝子治療、再生医療などの分野の進歩により、この
方向の研究が推進されています。
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37.4。永遠の命の歴史
人類の不死の夢

神話から現実へ

永遠の命への憧れは人類そのものと同じくらい古いものです。最も初期の神話から現代の科学的進
歩に至るまで、この願望は歴史を通じて共通の糸のように流れています。
かつては達成不可能な夢であったものが、長寿研究の進歩と長寿脱出速度（LEV）の考え方によって、
今では具体的に手の届くところにあるように思えます。

起源

ギルガメッシュ叙事詩

人類最古の文学作品の一つであるギルガメッシュ叙事詩は、友人エンキドゥの死後、不死を必死に
求めるウルクのギルガメッシュ王の物語を語ります。
彼は永遠の命の秘密を知るウトナピシュティムのもとへ旅しますが、最終的にギルガメッシュは不
死性は神のみに与えられていることに気づかなければなりません。
この物語は、人生は有限であるという人類の初期の認識を反映していますが、それでも不死への欲求
は消えません。

若返りの泉
中世から近世にかけて、永遠の若さと命を約束する魔法の泉である「若返りの泉」の神話が生まれました。この泉の探索については多くの伝説が語られていますが、それは未だに果たされない夢です。

吸血鬼の神話は、永遠の命について別の視
点を与えてくれます。

吸血鬼は血を飲むことで不死性を獲得しますが、その代償として孤独や道徳的葛藤が生じることがよくあ
ります。これらの物語は、永遠の命への願望がしばしば暗い結果と関連していることを示しています。
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吸血鬼と科学

神話と分子が出会うとき

まるで、血への渇望を伴う古い吸血鬼の物語が、意図せずして科学の神経、いやむしろ静脈を打ったかのようで
す。実際、現代の研究では、若い血液には一種の「若返り効果」がある可能性があることが示唆されているから
です。
科学と吸血鬼の神話が衝突するパラバイオシスの世界へようこそ.

Parabiosis�「血液の魔
法」の背後にある科学

マウスを使った実験で、研究者たちは驚くべきことを発見しました。
若いマウスの循環系が年老いたマウスの循環系に接続されると、年老いたマウスは若返る兆候を示し
ます。
その筋肉の記録 エネルギー効率が良くなり、脳がより健康になり、寿命もわずかに延びます 嘘

だ。
それはまるで年老いたネズミが「若さの泉」を一口飲んだかのようです。いや、むしろ若いパートナ
ーの血液銀行から一口飲んだようなものです。

どのように機能するのでしょ

うか?
その秘密は、若い生物の血液中に含まれる特定の分子とタンパク質にあります。
これらの物質は細胞や組織の再生を促進し、老化プロセスを遅らせるようです。

研究からの例
科学者たちは、若いマウスの血液が年老いたマウスの細胞、特に細胞の「発電所」であるミトコンドリ
アの遺伝子の活性を変化させることを発見した。
これにより、エネルギー生産が増加し、生物学的年齢が減少します。
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吸血鬼から薬まで
あなた アンチエイジングの驚異としてのng血液物質

現代の研究はさらに一歩進んでいます。科学者たちは、年老いたマウスを若いマウスに「縫い合わせる」のでは
なく（確かに、奇妙に聞こえるかもしれませんが）、若いマウスの血液中の物質を分析して、それらを特別に利
用します。特に興味深いのは次のとおりです。

臍帯血

出生時に採取されたこの血液には、細胞の再生に不可欠な成長因子とタンパク質が豊富に含まれてい
ます。

血液物質からの薬物療法

研究者らは現在、これらの物質を合成的に模倣して高齢者に投与する治療法を開発中である。

目標は、実際の輸血を行わずに若い血液のプラスの効果を達成することです。

吸血鬼神話の意図せぬ的当て

そしてここからが面白くなります:
吸血鬼が血を飲むことで永遠の若さを得るという考えは確かに神話ですが、若い血には若返り効果があると
いう考えはそれほど突飛なものではありません。
もちろん、今日私たちは（ありがたいことに！）血液を飲むのではなく、有用な分子を抽出し、それら
を科学的に適切な治療法にパッケージ化しています。
しかし、ドラキュラたちがこれほど真実に近づいているとは誰が想像したでしょうか。 ?

未来を垣間見る

パラバイオシスと若い血液物質に関する研究は、革新的なアンチエイジング療法への道を開く可能
性があります。
おそらくいつか、老化のプロセスを大幅に遅らせたり、逆転させたりする薬が登場するでしょう。

それまでは、科学は時々最も荒唐無稽な神話に追いつき、瞬く間にそれらを現実に翻訳してしまうと
いう認識が残ります。
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37.4。人間と機械の統合

サイボーグテクノロジー
の 生物学的要素と人工要素の融合がサイボの概念につながる rg.

その範囲は、自然の機能を超える高度なプロテーゼから、人工臓器を介して、人間の能力を拡張する神経
系に直接統合されたセンサーやプロセッサーにまで及びます。

バイオテクノロジーとロボット工学の進歩により、人体の一部をより強力な人工代替物に置き換え
ることが可能になりました。
これは、遺伝子編集では達成できない人間の能力の拡張を提供し、人間と機械（AI�とロボット工学）
の融合への道となります。

サイボーグと人間と機械の統合
のような企業 Neuralink�は人間の脳をコンピュータに直接接続することに取り組んでいます s.

これにより、認知パフォーマンスが向上し、人間が人工知能�(AI)�と融合できるようになり、人間の知
能が再び�AI�と比較して競争力を持つようになる可能性があります。

BCI�‑�ブレイン�コンピューター�インターフェイス、ナノボット、遺伝子編集、生殖細胞系列介入、人工子

宮、さらには合成生物学と人間と機械の融合により、人類はさらに発展し、AI�に追いつき、他の惑星の生命に

適応できるようになります。

人間と機械の融合
特に長寿と革新的な医療応用の分野では、生活の質を向上させ、体の健康を維持するための魅力的な
可能性を提供します。
高度な補綴物義足はもはや、失われた手足の単なる代替品ではなく、ますます自然な機能を超えています。

●�より良い脚:衝撃吸収材と一体化された、人間の脚よりも速く走ることができる義足
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エネルギー回収システム。
●�追加の手足:�追加の腕または脚として機能し、思考によって制御できる義足。

●�触覚フィードバック�システム:�接触と圧力を感知し、この情報を神経系に伝達するプロテーゼ。

人工臓器
毎年、「サイボーグ�サミット」などのカンファレンスでは、人工臓器がマネキンに取り付けられ
てその機能を示すデモンストレーションが行われます。

●人工心臓：血流を最適化し、生体心臓よりも寿命が長い完全に機械的な心臓です。

●�人工肺:�自然の肺よりも効率的に酸素を処理する装置。

●肝臓と腎臓：体の毒素を取り除き、体をきれいにする臓器。

感覚の強化
テクノロジーを通じて人間の感覚を改善することは、サイボーグ開発の中心的な側面です。

●カメラアイ：ナイトビジョン、ズーム機能、赤外線検出機能を備え
たアイ。
●�聴覚の強化：通常人間の耳には聞こえない周波数を知覚できる人工内耳。

●�新しい感覚：磁場や化学組成を知覚できるインプラント。

ブレイン�コンピューター�インターフェイス
(BCI)

ブレイン�コンピューター�インターフェイスは、脳と機械の間の直接接続を可能にする最も革新的なテクノロ
ジーの�1�つです。
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●�思考制御:�車、飛行機、ロボットは思考だけで制御できます。

●�テレパシー:�言語を使わずに神経信号を介して直接人々の間でコミュニケーションす
ること。
●�頭の中の仮想現実:

映画を見たり、コンピューター�ゲームをしたり、シミュレーションを体験したりすることは、すべて脳内で
直接行われます。

●�世界の知識へのアクセス:
リアルタイムで情報を受信したり、複雑な計算を実行したりするためのインターネットへの接続。

●�「ダウンロード」スキル:
カンフーを学んだり、新しい言語を瞬時にマスターしたりできます。

BCI�脳とテクノロジーの架け橋
ブレイン�コンピューター�インターフェイス�(BCI)�は、人間の脳と外部デバイスの間の直接接続を確立するテ
クノロジーです。
これらを使用すると、脳信号を読み取り、解釈し、機械やコンピューターの制御コマンドに変換で
きます。入力チャンネルと出力チャンネルの開発により、
BCI�は脳から情報を読み取るだけでなく、データを脳にフィードバックすることもできます。これは
人類を根本的に変える可能性を秘めた革命です。

BCI�はどのように機能しますか?

●�脳信号の取得:
BCI�は、非侵襲的�(頭皮上の�EEG�センサーなどを介して)�または侵襲的�(脳に埋め込まれた電極を介し
て)�で脳の電気活動を測定します。

●�信号の解釈:
アルゴリズムと機械学習を使用して、信号が分析され、義足の制御やテキストの書き込みなどのコ
マンドに変換されます。

入出力チャンネル
○入力チャンネル：脳信号は読み取られて処理され、外部デバイスを制御します。
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○�出力チャネル:�視覚的または感覚的な印象などの情報が脳に直接供給され、ユーザーがそれを体
験できるようになります。

入力と出力の可能性
考えや感情を伝え

るチャンネル
●�BCI�により、ある人から別の人に思考、感情、記憶を伝達できるようになる可能性があります。これ
は非常に現実的であるため、受信者は自分自身がそれを経験したと感じる可能性があります。

●試験 pル:人は、匂い、音、感情などの休暇の思い出を共有することができます。

●�体験のライブ録画
体験談 リアルタイムで記録し、後で再体験することができます。これは「記憶」と同様です。ビデオ。"これ 教育や娯楽の目的にも使用できます。

●�共感と理解
考えや感情を共有することで、人々はお互いをより深く理解することができます。これにより、人類の
団結が近づき、紛争が軽減される可能性があります。

法廷で争われている社会と法律への影響
●�BCI�は思考や記憶を読み取るために使用される可能性があり、法廷で嘘をつくことは不可能にな
ります。これは法学に革命をもたらす可能性がありますが、倫理的な問題も生じます。
●�例:目撃者は真実を証明するために犯罪の記憶を直接共有することができます。

リハビリテーションとセラピー

●�BCI�は、ポジティブな思考や記憶を脳に送り込むことで、精神疾患やトラウマの治療に役立つ可能性があり
ます。

BCI�のその他の用途
●�教育と学習

SF映画と同じように、知識を直接脳にロードすることができます。新しい言語や複雑なスキルは数秒で
習得できます。

エンターテインメント
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●�BCI�は、ユーザーがあらゆる感覚を含めて仮想世界に完全に飛び込む没入型エクスペリエンス
を生み出すことができます。

コミュニケーション
● 人々 言語や物理的装置を使わずにテレパシーでコミュニケーションできる .

薬
●�麻痺のある患者は思考だけで義足や車椅子を制御できた。
●�BCI�は、パーキンソン病やてんかんなどの神経疾患の治療に役立つ可能性があります。入力チャネルと出
力チャネルを備えた�BCI�は、思考、感情、記憶を共有し、経験できる新しい時代に人類を導く可能性があり
ます。
このテクノロジーは社会をより緊密にする可能性を秘めていますが、重大な倫理的課題も引き起こ

します。

BCI�の将来は魅力的で可能性に満ちています。生活の改善から、世界継承証書�1400�の「One�World」

コンセプトを強力に推進するまったく新しい形式の交流と理解の創出に至るまでです。

外骨格
外骨格は、身体パフォーマンスを向上させるウェアラブル�デバイスです。

●強度の増強：重い荷物の持ち上げを容易にする外骨
格。
●�モビリティ:�麻痺のある人が歩くことを可能にするシ
ステム。
●�耐久性:�肉体労働時の疲労を軽減する装置。

遠隔操作される本体と代理物
「サロゲート」（人間の代わりに働くロボットの体）を制御するというアイデアは、ますます現
実的になってきています。
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●�遠隔操作:�人間はロボットを使用して、災害地域の探索などの危険な作業を実行できる可能性
があります。
●�仮想プレゼンス:�サロゲートは、別の場所で物理的に動作するアバターとして
機能できます。

人工知能との統合
脳を�AI�およびインターネットと接続すると、まったく新しい可能性が広がります。

●�知能の強化：AI�は複雑な問題を解決するための「第二の脳」として機能
する可能性があります。
●�パーソナライズされたサポート:�AI�が身体を監視し、必要に応じて病気を防ぐた
めに介入することができます。
●�創造的なコラボレーション:�人間は�AI�と協力して、新しいアイデアを開発およ
び実装できます。

サイボーグの未来

サイボーグ技術は、人間であることの境界を再定義する可能性を秘めています。
それは医療上の課題の解決策を提供するだけでなく、人間の能力をまったく新しいレベルに引き上
げる可能性も提供します。
寿命の延長から感覚の強化まで、サイボーグの未来は人間と機械の魅力的な融合です。

全身交換
サイボーグテクノロジーの未来

Full�Body�Replacement�(FBR)�の概念は、脳のみを生物学的要素として残しながら、人体全体を人工コン
ポーネントに置き換える先見の明のあるサイボーグ技術です。

このコンセプトは、人間の身体の限界を克服し、新しい時代の到来を目指しています。
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長寿、健康、パフォーマンス。

全身交換はどのように機能しますか?
全身置換は、生物学的要素と技術的要素の統合に基づいています。関連する手順とテクノロジは次のと
おりです。
ステップ�1:�脳の保存

●脳は高度な医療処置によって温存され、その機能が確保された特殊な環境で保護されています。

●�ニューロカプセルと呼ばれることが多い人工環境は、脳に酸素、栄養素、その他の必須物質を供
給します。

ステップ�2:�人工体
●�新しいボディは、人体の機能を再現、あるいはそれを超える高度に開発されたロボットコンポー
ネントで構成されています。
●�感覚インターフェース:�人工の目、耳、皮膚により、夜間視覚、赤外線視覚、増幅聴覚などの強化
された機能を使用して環境を認識できるようになります。

●運動システム：機械的な手足は超人的な強さ、スピード、正確さを提供し
ます。

ステップ�3:�ブレインマシンインターフェイス
●ブレイン・コンピューター・インターフェース（BCI）テクノロジーが脳と人工体を接続します。ティ sインターフェイスにより、思考を通じて身体を制御できるようになります。

●�脳の神経信号は、義肢や臓器を制御する電気インパルスに変換されます。

全身交換のメリット
●長寿命:人工体は病気、老化、怪我の影響を受けにくいため、無限の寿命が可能になる可能性があります。

●�強化された機能:
新しい体には、極度の強さ、持久力、感覚の強化などの超人的な能力を装備することができます。

●�生物学的限界からの独立:�人間は宇宙や水中のような極限環境でも生存すること
ができます。

補完技術
128



●人工臓器
心臓、肺、肝臓などの臓器は、生物学的臓器よりも効率的に機能する機械的またはバイオテクノ
ロジーの代替物に置き換えられています。

●�ナノテクノロジー
ナノボットを脳内で使用すると、神経接続を修復または強化でき、それによって認知能力が向上す
る可能性がある。

●�合成生物学
合成生物学は、生体組織を統合するなどして、人工体と生物学的要素を組み合わせるために使用でき
ます。

将来の展望
ロボット工学、神経技術、材料科学の進歩次第では、全身置換は今後�50�年以内に現実になる可能性がありま
す。それは、人体がもはや限界を設けず、人類が新たな地平に到達するという魅力的な未来のビジョンを提
供します。

38.�トランスヒューマニズムの包含

長期的な目標
トランスヒューマニズム:人間の能力（身体的、認知的）の技術的強化。トランスヒューマニストの理想に基づいた人類の長期
的なさらなる発展。トランスヒューマニストのビジョンは、人類がテクノロジーの進歩によって生物
学的および認知的限界を克服する未来を描いています。

このさらなる発展の側面

A.�遺伝子編集と生物学的最適化

CRISPR�と遺伝子編集
CRISPR�のようなテクノロジーにより、ヒトゲノムの標的を絞った改変が可能になります。病気が考えられます
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除去され、寿命が延び、身体的能力と精神的能力が向上します 編
CRISPR‑Cas9�による遺伝子編集の将来の可能性:
CRISPR‑Cas9�は、正確な遺伝子編集を可能にし、科学、医学、バイオテクノロジーにおける将来の数
多くの応用を可能にする革新的なテクノロジーです。

CRISPR‑Cas9による遺伝子編集の可能性
遺伝病の治療:
鎌状赤血球貧血、嚢胞性線維症、ハンチントン病などの病気は、欠陥のある遺伝子を標的として修正する
ことで治療できます。
病気に対する免疫:
遺伝子を編集して、がんやウイルスなどの病気に対する免疫を与えることができるかもしれません。
寿命：B
削除しますiNG�ま

たは
老化に関連する遺伝子を修復すれば、寿命が大幅に延びる可能性がある。

がん治療:CRISPR�は、腫瘍細胞を特異的に標的としたり、T�細胞を遺伝子改変することで免疫システムを強化
したりするために使用できます。
精密医療:個々の患者の遺伝子プロファイルに基づいて、個別化された治療法を開発できます。
農業：作物の収量を増やしながら、病気、害虫、環境ストレスに対する耐性を高めることができます。

人間の能力の向上：
理論的には、遺伝子を編集して、筋力の向上や記憶力の向上などの身体能力や認知能力を向上させることができ
ます。
極限環境への適応

●�酸素効率を高める海洋動物ヘモグロビン:カニやカブトガニなどの一部の海洋動物は、酸素を非常に効率的に結合するヘモグロビンを持っ
ています。遺伝子編集を通じて、この特性を人体に組み込んで次のことが可能になります。

●�酸素なしでの生存期間の延長:
人類は、より長く（例えば何時間も）水中に滞在したり、低酸素環境で生存したりできる可能
性があります。

●�医療用途:心臓が高鳴る出産や移植の場合、これにより体の酸素需要が大幅に減少する可能性があります。
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遺伝子美容整形
●�DNA�ベースの身体改造:

In外科的介入の代わりに、遺伝子を編集して外観を変えることができます。
○�顔の形:�骨格を調整して、希望の顔の形を実現できます。

○�髪の色と構造:�遺伝子を変更して、髪の色や密度を永続的に調整できる可
能性があります。
○�身長:�成長を制御する遺伝子は、より高くなったり、より低くなったりするよ
うに改変される可能性があります。

異種間の遺伝子編集
異種間遺伝子編集により、ある種から別の種への遺伝形質の伝達が可能になります。これにより、魅
力的な可能性が広がります。
能力の移転:並外れた特徴を持つ動物の遺伝子が人間に移植される可能性がある s.

例:
●�生物発光:�発光クラゲの遺伝子を使用して、輝く皮膚細胞を作成できる可能性があります。

●�タトゥーのための生物発光：クラゲのような発光海洋生物の遺伝子を使用して、暗闇で光るタトゥ
ーを作成することができます。
●�再生:�手足を再生できるサンショウウオやアホロートルの遺伝子を遺伝子に組み込むことができる

o人間は怪我をより早く治すために。
●�臓器移植の改善：ブタの臓器をヒトへの移植（異種移植）に適したものにするために、遺伝子組み換
えを行うことができるかもしれない。

異種間の�DNA�による感覚の強化
●�視力を向上させるイーグルアイ:

イーグルの�DNA�を使えば人間の視力が向上し、数キロ先まで見えるようになるかもしれません。

● 暗視のための猫の�DNA:
猫の目には、夜間視力を高める反射層（Tapetum�lucidum）があります。この特性は遺伝子編集によ
って人間に移される可能性があります。
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●�筋力と持久力：ゴリラやチーターなどの動物の遺伝子を利用すれば、ジムに通わずに人間の筋力
と持久力を向上させることができます。

●耐寒性・耐熱性：ホッキョクグマやサバクネズミなどの動物の遺伝子により、人間の極端な温度に対する耐性が高ま
る可能性がある。

合成生物学
コンピューター上のソフトウェア設計のような�DNA�のプログラミング:

シン thetic biolああ、遺伝子がすごい ldb プログラム 好き
です

そう
か ft自然界には存在しないまったく新しい特性を作り出すためのウェアです。合成生物学は古典的な

遺伝子編集を超え、まったく新しい�DNA�配列のプログラミングを可能にします。

●�新しい能力:人間は、太陽光からエネルギーを生成するなど、これまで想像の中にのみ存在していた能力を備
えることができるかもしれません。

●�新たな生体機能の創出：
科学者は�DNA�をプログラムして、細胞が新たな能力を獲得できるようにすることができます�(た
とえば、体内で直接薬剤を生成するなど)。

●人工生物：環境汚染の浄化やバイオ燃料の生産など、特定のタスクを実行する微生物の開発。

●�遺伝暗号の拡張:�DNA�に新しい塩基対を導入して、遺伝的可能性の多様性を高めます。

●人工臓器：
自然の器官よりも効率的に機能する器官を成長させることができるかもしれない。遺伝子編集と合成
生物学の可能性はほぼ無限です。

感覚の強化や遺伝子美容整形から全く新しい能力まで、未来は人間が自分の望み通りに生物学を形作るこ
とができる世界を生み出す可能性があります。
しかし、この力には、これらのテクノロジーを賢明かつ倫理的に使用する責任が伴います。

DNAプリンター
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DNA�プリンターは、合成�DNA�配列を作成できるデバイスです。
アプリケーション:遺伝子編集、研究、医学、バイオテクノロジー用の�DNA�の製造。患者の遺伝的ニーズに基づいて個
別化された治療法を作成します。
将来の展望:
DNA�プリンターは、病院や家庭でも利用可能になり、カスタマイズされた治療が可能になる日が来るかもしれ
ません。

人類への挿入
生殖細胞系列の変化の有無

体細胞療法:変化は個人の体の細胞内でのみ行われ、次の世代には受け継がれません。

例:がんや遺伝性疾患などの病気の治療。筋力や視力などの能力を強化します。

成人における遺伝子編集と生殖系列介入�‑�デザイナーベビー:
親が子どもの遺伝形質を選択する可能性があり、平等と多様性に関する倫理的な問題が生じる可能性があ
る。
将来の世代がテクノロジーの発展に対して競争力を維持できるようにするには、人類自体が遺伝的に進化

する必要があります。

人類が進化を自らの手で捉えた場合にのみ、AIの存在する地球上でも、環境条件の異なる異星でも、
人類は有意義な存在を確保することができる。

生殖細胞系列の編集:
変化は生殖細胞（卵子、精子）または胚に生じ、将来の世代に受け継がれます。これは、遺伝病を永久に排除した
り、望ましい形質を人類全体に広めたりするために使用できる可能性があります。ただし、これは倫理的に非常に
議論の余地があります。
将来の展望�遺伝子編集:
CRISPR‑Cas9、異種間遺伝子編集、合成生物学、DNA�プリンターの組み合わせは、生物学の境界に革命を
起こす可能性があります。
これらのテクノロジーは、病気を治療し、人間の能力を高め、世界を持続的に変える可能性をもた
らします。
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同時に、誤用や予期せぬ結果を避けるために、慎重な倫理的および社会的議論が必要です。

B.アーティ
フィチ

アル・スーパーインテリジェンス（ASI）とトランスヒューマニズムにおけるその重要性

課題としての�ASI:
人間の知能をはるかに超える人工超知能は、人類の存在意義を脅かす可能性があります。人間が現状を維
持するには技術的に進化する必要があるだろう。
ASI�との共存:トランスヒューマニストは、ASIとの合併が人類の能力を拡大し、地球規模の問題を共同で解決でき
る可能性があると見ている。

C.�複数の惑星の種
宇宙旅行と多惑星社会

人類の多惑星への拡大を目標とした宇宙の征服。
植民地化と拡大:
火星ミッションや宇宙居住環境などの宇宙旅行における技術の進歩は、社会と国家を変革します。強力な�AI�と
ロボット工学のサポートがあれば、人類は他の惑星に植民地化し、地球規模の大惨事から種を守ることができ
るでしょう。
技術サポート:AI�駆動のシステムは、他の惑星の生命に物流とインフラを提供する可能性があります。
宇宙への植民地化と多惑星種の確立は長期的な目標です。

2040年までに、AI制御の生命維持システムとロボットインフラを備えた自給自足のコロニーが火星に存在する
可能性がある。
2060年までに、軌道上の生息地は、何百万人もの人々が地球の外に住み、完全にリサイクルされた資源
を使った持続可能な生活をモデル化する多惑星社会に向けた最初の段階となる可能性がある。
技術的観点:
ロボット工学とA GI�は�2050�年までに自律型宇宙船とコロニーを作成できる可能性があるが、量子コンピューティングツ
ール d�宇宙でのナビゲーションとコミュニケーションに革命をもたらします。
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ロケット打ち上げと宇宙エレベーターの将来
地球上のすべての燃料で可能なロケット打ち上げの回数が限られているということは、現在の宇宙旅行技
術の限界を示しています。同時に、宇宙エレベーターのアイデアは、宇宙へのアクセスを持続可能かつ効
率的にできる革新的な代替手段を提供します。

ロケット打ち上げ用の燃料の入手可能性
●�ロケット燃料は灯油、液体水素、ヒドラジンが主成分です。これらの物質は化石燃料または化学プロ
セスに由来するため、制限されています。
●�推定では、現在利用可能な資源で約�100�万回のロケット打ち上げが実行できると考えられます。
ただし、これには、これらの燃料の製造と使用に伴う環境への影響とコストは考慮されていません。

従来の宇宙旅行の問題点
高い燃料消費量

●�環境汚染:ロケット燃料を燃焼すると、大量の�CO2�やその他の汚染物質が放出されます。
●�費用:�ロケットの製造と運用には非常に費用がかかり、宇宙へのアクセスが制限されます。

宇宙エレベーターの進歩
宇宙エレベーターは、ロケットを使わずに宇宙への輸送を可能にする画期的な技術です。

このアイデアは、地表から静止軌道まで伸びるケーブルに基づいています。

ナノテクノロジーとグラフェン
●グラフェン：

この素材は非常に軽量でありながら鋼よりも強いです。宇宙エレベーターのケーブルの基礎となる可能
性があります。

●�ナノテクノロジー:
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ナノマテリアル製造の進歩により、宇宙エレベーターの巨大な応力に耐えることができる超強力
な繊維の製造が可能になりました。

宇宙エレベーターのメリット
●�燃料消費なし:エレベーターは電気で駆動されるため、環境に優しく、コスト効率も高くなります。

● 無制限の起動:ロケットとは異なり、宇宙へのアクセスは燃料によって制限されません。
●安全性：輸送はロケット打ち上げよりも安定し、リスクが少なくなります。
●コスト削減：宇宙エレベーターの建設には多額の費用がかかりますが、宇宙アクセスにかかる長期的なコストは

大幅に削減できる可能性があります。

科学の現状
プロトタイプ科学者たちは、グラフェンやその他のナノマテリアルで作られた超強力ケーブルの小型モデルとテストに取り組んで
います。
タイムライン専門家らは、技術と財政の進歩次第では、機能する宇宙エレベーターは今後30年以内に実現する可能
性があると推定しています。
課題最大のハードルは、地球の自転と重力による応力に耐えるのに十分な強度のケーブルを製造することです。

宇宙エレベーターのさらなるメリット
●�持続可能性：宇宙エレベーターは、環境に害を与えることなく宇宙へのアクセスに革命をもたら
します。 .

●大量輸送：大量の荷物や人員を効率よく輸送できます。

●�科学研究:�宇宙エレベーターは宇宙探査を促進し、衛星や宇宙ステーションに新たな機会を生
み出します。

従来の宇宙旅行は燃料とコストによって制限されていますが、宇宙エレベーターは持続可能で
将来を見据えた代替手段を提供します。
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ナノテクノロジーとグラフェンのような素材の進歩により、この人類の夢は手の届くところに来るかもしれま
せん。
ロケットを使わずに宇宙に到達するというアイデアは魅力的なだけでなく、宇宙旅行の将来にとって重
要なステップでもあります。

D.�豊かさ、自由、技術共生、進化的拡大
資源不足後の社会で、人類にとって全く新しい時代が始まります。

豊かな世界�–�地上の楽園
核融合炉、人工超知能�(ASI)、完全自動ロボット工学、海水淡水化プラント、リサイクル�システム、およ
び世界的にネットワーク化されたオンデマンド生産のおかげで、飢餓、エネルギー不足、住宅不足、資
源分配は過去の問題になりました。人類は永遠に豊かな生活を送っています。
みんなの食べ物
精密農業、垂直農場、合成食品、対象を絞った資源の使用により、世界中の飢餓が解消されます。

数十億人のための住宅大都市の成長�v 立体的かつモジュール的に。移動住宅は住人のライフスタイルに寄り添います。
無制限のエネルギー
核融合炉は、無限、安全、そして世界中で利用可能なクリーン�エネルギーを供給します。
人間が中心�–�マルチパラメトリックな未来の種
人類は生物学的、技術的、文化的に進化し続けています。物質的な制約のない世界では、人間は多様性、知
的、ハイブリッド、好奇心旺盛で宇宙への拡張準備ができているなど、さまざまな要素を備えた種になりま
す。

人口過剰は幻想になる。
豊かさが広まり、宇宙（地球、海、軌道、火星、系外惑星）が無限になると、人が多すぎることはあり得
ず、ビジョンが少なすぎるだけです。

宇宙植民地化が今始まります。
軌道都市、火星の植民地、テラフォーミング可能な衛星、星間プロジェクトが可能になる

137



tAI�を活用した計画、自律的な物流、生物学的適応による n.

人工子宮�–�複数の人類への入り口
1.�人工子宮はすべてに革命をもたらします。
女性の自由:妊娠は必ずしも身体的な負担を伴うものではなくなりました。
最適化された条件:�栄養素、成長、健康を完璧に制
御します。
誰もが親になることができます:�カップル、個人、または集団的な子
育て形態が含まれます。
2.�宇宙規模での人類の拡大:
遺伝子研究とクローン作成を組み合わせることで、何百万人もの新しい人間を特別かつ倫理的に「誕生」させ
ることができます。
他の惑星での人口増加は、生物学的な限界ではなく、技術的な計画によって制御可能になります。

遺伝学、クローン作成、新種�‑�進化は設計可能になる e

A.�絶滅種の復活
マンモス、ドードー、サーベルタイガーは、CRISPR�とクローン�DNA�によって人工子宮に戻ってくる可能性が
あります。
代理母はもう必要ありません。自然は搾取されるのではなく、賢明に拡張されます。

B.�新しい生命体の創造
ハイブリッド存在:�特殊な機能を実現するための人間と動物の組み合わせ�(極寒、低酸素など)。
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話す動物:言語を理解して話す�AI�インターフェースを備えた犬�‑�インタラクティブな新しい種類の犬。

C.�デザイナーヒューマン

高い知能、健康、創造性を備えた、遺伝子的に最適化された子孫。
強制はありませんが、選択は自由です。親（または社会全体）は、自分の子孫がどのようにして世界に
参入するかを一緒に決定します。
普遍的な視点:
創造主種としての人類�欠乏、飢餓、強制、恐怖のない世界では、目標はもはや「生存」ではなく、拡大、探検、
充実です。
人間は宇宙種になります。何百万倍も増殖し、新しい惑星に植民地化し、新しい文明を形成することができます。
動物、植物、文化は、倫理や�AI�ルールセットと調和しながら、人工的に保存、最適化、または再設計できます。

地球は原点のままですが、終わりではありません。

未来は境界線を離れることから始まります。

電子テクノクラシーは、AI、テクノロジー、協力を通じて、人間がもはや自然に翻弄されるのではなく、
自然と一体となる世界を可能にします。それは生命を創造し、多様性を保護し、過去を癒し、地球とそ
の先の未来に種を蒔きます。

E.�長寿と不死�長寿脱出速度�(LEV)
医学の進歩により、人間が不死になるまで老化が遅くなる可能性があります。

LEVは徹底的な長寿命化を追求します。
LEV（研究年度あたり1年以上の平均余命が得られる）という概念が確立されている。レイ・カーツワイルのような未来
学者は、2030年頃にその達成を予測しています。老化プロセスに関する研究（遺伝子編集、テロメア、老化細胞破壊、
細胞の若返り�–�例えばアルトス研究所）は、健康寿命を大幅に延ばすことを目的とした非常に活発な分野です。
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長寿と任意の死
長寿の未来のビジョン

ゴール：
老化はもう終わりではない避けられない症状として受け入れられているが、治療可能な病気として定義されている .

したがって、医療制度による費用負担の道筋は明確です。寿命を延ばすという選択肢は、誰もが平等
かつ自由に利用できるものでなければなりません。
生活の質の向上:老化細胞破壊、ナノボット、遺伝子編集、長寿治療薬などのテクノロジーを組み合わせることで、寿
命が延びるだけでなく、健康で過ごす時間も長くなりました。
医学の新時代:科学的な進歩は、予防と再生に焦点を当てたヘルスケアのパラダイムシフトにつながります。

ナノ医療、AI、老化細胞破壊学、その他のイノベーションの統合的アプローチにより、長寿研究は老化
がますます制御され、最終的には克服される未来に向かって進歩します。

自ら決定する人生の終わり
死ぬ権利:
不死になりたくない人は、いつでも人生を終えることを選択できます。�AI�を活用した終末期ケアは、意思
決定と実行を支援します。

その場合、死亡は任意ですが、要求に応じていつでも可能です。

すべての
p エルソンは希望/必要に応じていつでも痛みのない尊厳ある死を迎える権利を有します .

冷凍保存とマインドアップロード

身体を冷凍したり、意識をデジタルシステムにアップロードしたりする技術は、人間の存在に革命を
もたらす可能性があります。
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オプションとしての不死性

老化は治療可能な病気であると考えられています。すべての人は、自分の寿命を根本的に延長したいかどうか
を選択できます。医療�AI�システムは、細胞の再生、マインド�アップロード、クライオニクス、合成身体を研
究します。

マインドアップ
ロード

デジタル意識
「全脳エミュレーション」または「思考転送」としても知られるマインド�アップロードの概念は、人間
の脳をコンピューターに「アップロード」するという仮説上の可能性を説明します。
目標は、人の意識、記憶、性格をデジタル化し、生体から独立して継続させることです。

マインドアップロードはどのように機能します
か?
Mind�Upload�は、脳の構造と機能を完全にキャプチャし、デジタル�メディアでシミュレートするという
アイデアに基づいています。
さまざまなアプローチがあります。

● 全脳スキャン:脳は高解像度スキャナー�(電子顕微鏡やナノマシンなど)�で分析され、神経接続とプロセス
が捕捉されます。

●�ニューラル�シミュレーション:
収集されたデータは、オリジナルと同じ知性、人格、記憶を持つコンピューター上でシ
ミュレートされます。

●�仮想環境:アップロードされた意識は、心の相互作用と生活のために特別に作成されたデジタル世界に存在す
る可能性があります。

利点と可能性
●不死性：意識はもはや生体に結び付けられず、理論的には永遠に存在することができるでしょう。
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●�強化されたインテリジェンス:
人工知能とインターネットに接続することで、アップロードされた意識は無限の知識にアクセスで
きるようになります。

● 柔軟性:デジタル意識は、ロボットや仮想世界など、さまざまな仮想または現実の環境に存在する可能性があり
ます。

科学の現状
● 研究：科学者たちは、マインド�アップロードの基礎として、脳の完全な神経接続であるコネクトーム

のマッピングに取り組んでいます。
●�シミュレーション:マウスの脳など、動物の脳の一部はすでにシミュレーションに成功していますが、人間の脳を完全

にエミュレートすることは依然として課題です。
● タイムライン:専門家らは、神経科学とコンピューター技術の進歩次第では、今後�50�年以内にマインド�アップロ

ードが可能になる可能性があると推定しています。

哲学的な意味合い
●自己とは何か：意識がコピーされた場合、元の人間は残るのか、それとも入れ替わるのか？

●�デジタル社会:�アップロードされた精神は、物理世界から独立した独自のデジタル社会を形成で
きるでしょうか?
●�無限の命:�不死は人類と地球の資源にどのような影響を与えるでしょうか?

Mind�Upload�は、人間と機械の間の境界線を曖昧にするビジョンです。
それは、身体から独立して意識を継続し、新しい存在形態を創造する可能性を提供します。

ロンゲビッ
ト

yと寿命における老化細胞（「ゾンビ細胞」）の役割 on

長寿分野における科学研究は、老化を遅らせ、生活の質を向上させ、寿命を延ばすことを目的としてい
ます。
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重要なアプローチには、「ゾンビ細胞」としても知られる老化細胞の治療や、その他多数の革新的な技
術や方法が含まれます。
老化細胞�(「ゾンビ細胞」):�老化細胞とは何
ですか?
意味：老化細胞は、分裂能力を失い、死なずに体内に留まる細胞です。それらは周囲の組織に損傷を与え
る炎症促進物質を放出します。
マイナスの影響:これらは慢性炎症を促進し、糖尿病、変形性関節症、心血管疾患などの加齢に伴う疾患を促進します。そ
れらは組織の再生を妨げ、老化プロセスに大きく寄与します。

Senolytics�‑�ゾンビ細胞の除去:
治療的アプローチ:老化細胞破壊薬は、老化細胞を特異的に除去する活性薬剤です。
例としては次のものが挙げられます。
老化細胞の除去に効果的なケルセチンとダサチニブの併用。フィセチンは、動物モデルの寿命を延長し
た植物フラボノイドです。
利点：これらの「ゾンビ細胞」を除去すると、炎症が軽減され、細胞機能が改善され、加齢に伴う病気
が遅延します。

寿命を延ばすためのその他の方法

ナノテクノロジーとナノ医療
ナノテクノロジーは、特にナノボットの使用を通じて、長寿研究において革命的な役割を果たしています。

医療におけるナノボット:ナノボットは、分子または原子レベルで動作できる小さなロボットです。これらは、損傷した細胞を修復したり、腫瘍
を特異的に標的にしたり、毒素を除去したり、原子レベルで細胞を再生したりするために体内で機能する可能性があり
ます。
利点:正確で低侵襲な医療介入。症状が現れる前に病気を早期に発見し、治療できる可能性。�DNA�損傷の修復。
老化プロセスにおいて中心的な役割を果たします。
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ナノロボット

長寿の守護者たち
体内の「パトロール」としてのナノロボット

ナノロボットは小さな守護者のように体内を移動し、次のことを行うことができます。
●�病気の早期警告システム:�症状が現れる前に、がん細胞の形成や炎症などの変化を細胞レベルで検
出できます。

●�対象を絞った介入:
異常が検出されると、ナノロボットは薬剤を患部に直接投与したり、損傷した細胞を修復したりできる
可能性がある。

●�継続的な監視:臓器、組織、細胞の状態をリアルタイムで監視できるため、予防医療が可能になります。

ナノテクノロジーによる健康維持
ナノロボットは、身体の健康を積極的に保つのにも役立ちます。

●�細胞損傷の修復:�老化や環境要因によって損傷した�DNA�やタンパク質を修復することができます。

●�細胞機能の最適化：ナノロボットは、ミトコンドリアにおけるエネルギー生産を改善することに
より、細胞の健康を促進し、老化プロセスを遅らせることができる可能性があります。

●「ゾンビ細胞」の除去：老化を促進する老化細胞を特異的に除去できます。

ナノロボットによる長寿化
モニタリング、予防、的を絞った治療を組み合わせることで、老化のプロセスを大幅に遅らせたり、逆
転させたりする可能性があります。
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● 体の若返り:ナノロボットは加齢に伴う損傷を修復し、組織の再生を促進する可能性がある。
● 病気の予防:病気の早期発見と治療を通じて、ナノロボットは老後の生活の質を大幅に向上させる可能性があり

ます。
● 個別化医療:ナノロボットは個人のニーズに合わせてカスタマイズされ、カスタマイズされた医療を提供できる可能性があります。

健康な未来のビジョン
ナノロボットは、病気がもはや脅威とは見なされず、老化が治療可能な状態と見なされる世界を作り出す
可能性があります。彼らは健康で長生きするという人類の夢を現実にすることができるでしょう。

遺伝子編集
CRISPR�のような技術により、遺伝的エラーを修正したり、身体のプロセスを変更したりして、
老化を遅らせたり止めたりすることができます。

長寿における遺伝子編集
延命の科学遺伝子編集、特に�CRISPR‑Cas9�などの技術による遺伝子編集は、長寿研究において中心的な役割を果たしてい
ます。これは、老化や加齢に関連した病気に関連する遺伝的プロセスを操作する可能性を提供し、より長く、
より健康な生活の夢を現実にする可能性をもたらします。

遺伝子編集とは何ですか?
遺伝子編集は、生物内の特定の�DNA�配列を標的にして変更できるようにする方法です。
最もよく知られたテクノロジーの�1�つである�CRISPR‑Cas9�を使用すると、科学者は次のことが可能になりま
す。

●�遺伝子の非活性化:�老化プロセスを促進する遺伝子をオフ
にすることができます。
●�遺伝子の修復:�病気の原因となる突然変異を修正す
ることができます。
●�遺伝子の追加:
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新しい遺伝子を挿入して細胞機能を改善することができます。
遺伝子編集とその長寿への応用「老化を遅らせる」

●テロメア伸長：染色体の保護キャップであるテロメアは時間の経過とともに短くなり、細胞の老化につながりま
す。遺伝子編集はテロメアの伸長を促進し、老化を遅らせる可能性がある。

●�ゾンビ細胞の除去:炎症と老化を促進する老化細胞は、遺伝子操作によって除去できる可能性があります。

加齢に伴う病気の治療
●�アルツハイマー病とパーキンソン病：遺伝子編集は、これらの病気の遺伝的原因を根本から
直接治療できる可能性があります。
●�心血管疾患:�これらの疾患のリスクを高める遺伝子が不活化される可能性
があります。

細胞機能の最適化
●ミトコンドリア：遺伝子編集はミトコンドリアでのエネルギー生産を改善し、細胞の健康を促進し、老化プロセス

を遅らせる可能性があります。

将来の展望
遺伝子編集は、老化がもはや避けられないものではなく、治療可能な状態であると考えられる世界を生み出す可
能性があります。
それは病気を治療し、生活の質を改善し、寿命を延ばす可能性をもたらします。遺伝子編集、ナノテク
ノロジー、AI�を組み合わせれば、健康で長生きするという人類の夢が現実になる可能性があります。

エピジェネティックな再プログラミン
グ

ハーバード大学医学部の著名な遺伝学教授であるデイビッド・シンクレア博士は、長寿研究の第一人者で
す。
彼の目標は老化を遅らせるだけでなく、老化を逆転させることさえある。シンクレア氏は、私たち
は医療の歴史の転換点にあると信じています。
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彼のビジョンは、単に寿命を延ばすだけでなく、老後の質の高い生活を通じて、健康な人生�100�年が標
準になる世界です。

この研究の焦点
エピジェネティックな再プログラミング
シンクレア氏は、細胞内で一種の「ソフトウェア」のように機能し、どの遺伝子を活性化または非活性
化するかを制御するエピゲノムに焦点を当てています。
時間の経過とともに、このソフトウェアは元の命令を「失い」、老化プロセスにつながります。シンクレアは、こ
れらのエピジェネティックな指示、つまり細胞の「リセットボタン」をリセットすることに取り組んでいます。
細胞レベルでの若返り:同氏のチームは動物実験で、目、筋肉、脳などの細胞を若返らせることにすでに成功している。

再生医療

長寿の未来と革新的なアプリケーション

再生医療は、損傷した組織や臓器を修復、交換、または再生することを目的とした現代科学の画期
的な分野です。長寿研究において中心的な役割を果たしています。

再生医療とは何ですか？
再生医療は、体の自然治癒メカニズムを利用して、損傷した細胞、組織、臓器を修復します。次のよう
なさまざまなテクノロジーとアプローチを組み合わせます。
幹細胞療法:組織と器官の再生を促進し、加齢による損傷を回復します。
組織工学:研究室で移植用の臓器や組織を製造します。
エクソソーム療法:エキソソームは細胞によって放出される小さな小胞であり、細胞のコミュニケーションと組織の修復
を促進します。幹細胞由来のエクソソームは、皮膚の老化、組織損傷、慢性疾患の治療に有望です。

長寿分野への応用
老化を遅らせる
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細胞の再生:
幹細胞とエクソソームは損傷した細胞を修復し、細胞機能を改善することで老化プロセスを遅らせることがで
きます。
ミトコンドリアの健康:細胞のエネルギー生産を改善する治療法は、活力を促進し、加齢に伴う損傷を軽減します。

加齢に伴う病気の治療
神経変性疾患:
再生医療は、損傷した神経細胞を再生することにより、アルツハイマー病やパーキンソン病などの
病気の治療に役立つ可能性があります。
心血管疾患:幹細胞は損傷した心臓組織を修復し、心筋機能を改善します n.

臓器移植
組織工学:肝臓、心臓、皮膚などの臓器は、ドナーを必要とせずに研究室で増殖させ、移植することができます。

遺伝子操作と細胞外マトリクスによる再生 x

癒しの未来
アホロートルのような特定の動物に見られる、またはオセロットのような動物の遺伝形質を通じて潜在的に見られる再
生能力は、魅力的な研究分野です。細胞外マトリックス�(ECM)�などの技術と組み合わせることで、これらのアプローチ
は医学に革命をもたらし、怪我や病気の治癒をまったく新しいレベルに引き上げる可能性があります。

人類再生のための遺伝子操作
再生動物の遺伝子

●�ウーパールーパーとオセロット：ウーパールーパーのような動物は、手足、臓器、さらには脊髄
の一部まで再生することができます。
●�この能力は、芽細胞（さまざまな種類の組織に成長できる未分化細胞）の形成を促進する特別
な遺伝子に基づいています。

人間への応用
遺伝子操作を通じて、そのような再生遺伝子を人体に挿入することができます。理論的には、人間は腕、脚、指などの
失われた手足を再生することができます。心臓や肝臓などの臓器の治癒も促進される可能性があります。
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細胞外マトリックス�(ECM)�とは何ですか?
ECM�は、組織内の細胞を支持し構造化するタンパク質と分子のネットワークです。
ブタからの�ECM�は、組織の治癒を促進するためにすでに医学で使用されています。再生を促す成長因子
が含まれています。
応用例

●�指の再生:�患者が創傷に�ECM�を適用することによって指の一部を再生した事例が記録されていま
す。

●�臓器の治癒:�ECM�は、心臓や肝臓などの損傷した臓器を修復するためにも研究されてい
ます。
●�心臓発作:�ECM�は、梗塞後の損傷した心臓組織を再生するために使用できる可能性
があります。
●�骨の治癒:�ECM�を幹細胞と組み合わせると、骨折の治癒が促進される可能性があります。

再生医療のさらなる進歩
幹細胞療法

●�幹細胞は、ECM�または再生遺伝子と組み合わせて使用して、損傷した組織を置き換えることが
できます。例:�●�脊髄損傷の治癒。�●重度の火傷の皮膚を再生します。

バイオプリンテ
ィング

●�3D�プリンターを使用すると、患者自身の細胞から組織や臓器を製造できる可能性があります。
●�これにより、臓器移植の必要性が減る可能性があります。

ナノテクノロジー
●�ナノ粒子は、体内の損傷部位に特異的に薬剤や成長因子を届け、再生を促進する可能性があります。

遺伝子操作、細胞外マトリックス、その他の再生技術を組み合わせることで、医学に革命をもたらす可能
性があります。失われた手足の再生から心臓発作の治癒まで、
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可能性はほぼ無限です。

幹細胞
再生医療の鍵幹細胞は、医学や病気の治療を根本的に変える可能性を秘めた興味深い生物学的構成要素です。

ここでは、さまざまな種類の幹細胞、その応用、将来の展望について包括的に説明します。

幹細胞の種類
●�多能性幹細胞

定義:�これらの幹細胞は、皮膚、筋肉、神経、臓器の細胞など、体内のほぼすべての種類の細胞に成長
します。
出典:�胚性幹細胞�(ES�細胞):�初期胚から
得られます。
人工多能性幹細胞�(iPS�細胞):�皮膚細胞または他の体細胞を再プ
ログラムすることによって生成されます。

●成人幹細胞
意味：これらの幹細胞はすでに特殊化されており、血液、骨、脂肪細胞など、特定の種類の細胞にしか成
長できません。
出典:骨髄、脂肪組織、または臍帯血。
利点:ES細胞ほど議論の余地はなく、患者の体から直接採取することができます。

●�皮膚細胞の再プログラミング
テクノロジー：皮膚細胞は、特定の遺伝子を追加することによって多能性幹細胞に変換できます。この手法は2006年に山中
伸弥氏によって初めて開発されました。
利点:ES細胞に関連する倫理的問題を回避します。
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拒否されない患者固有の細胞を作成します。
幹細胞の応用

●�病気の治療
組織の再生:幹細胞は、 心臓発作、脳卒中、脊髄損傷などで損傷した組織を交換します。
病気の治療:
幹細胞は、パーキンソン病、アルツハイマー病、糖尿病、がんなどの病気を治療するために研究されています。

臓器培養
●�人工臓器:�幹細胞を使用して、肝臓、心臓、腎臓などの臓器を研究室で成長させることが
できます。
●�移植：患者固有の臓器が拒絶反応の問題を解決する可能性があり
ます。

医薬品開発
●�テストモデル:�幹細胞は疾患モデルの作成や新薬のテストに使用できます。

展望
四肢の再生幹細胞研究の進歩により、腕や脚などの失われた手足が再生する可能性がある .

細胞外マトリックス�幹細胞と組み合わせることで、ECM�は組織と四肢の再生をサポートす
ることができます。
遺伝病の治療�幹細胞と遺伝子治療を組み合わせることで、遺伝的欠陥を修正できる可
能性があります。
若返り�幹細胞は老化組織を再生し、老化プロセスを遅らせるために使用できる可能性がありま
す。
宇宙研究幹細胞は人体に対する放射線や無重力の影響と戦うのに役立つ可能性がある。

幹細胞研究は、重篤な疾患の治療から組織や器官の再生まで、信じられないほどの可能性をもたらします。

さらなる進歩があれば、これらのテクノロジーは医療に革命をもたらし、何百万人もの人々の生活の質を向上さ

せる可能性があります。
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不滅のクラゲ
老化プロセスを逆転させる

「不死のクラゲ」としても知られる魅力的なクラゲ�Turritopsis�dohrnii�は、老化プロセスを逆転させ、初
期の発達段階に戻す能力を持っています。
この生物学的不死性は、長寿研究における刺激的な研究対象となっており、いつか寿命の延長、さらには
無限の鍵を提供する可能性があります。

クラゲの不死性はどのように機能するのでしょうか?
ライフサイクル：
性的に成熟した後、Turritopsis�dohrnii�はその生活環を逆転させ、ポリープ段階に戻ることができます。これ
は、クラゲが若さを取り戻すリセットに似ています。
遺伝的メカニズムクラゲは、DNA�修復とテロメアの維持に関与する遺伝子を持っています。
テロメアは染色体の末端にある保護キャップであり、通常、その磨耗によって老化プロセスが始ま
ります。
これには分化転換の能力があり、特殊化された細胞を多能性細胞に変換できます。

これらの細胞はあらゆる種類の細胞に成長し、再生を可能にします。

長寿研究の意義
●�DNA�の抽出と分析:

科学者たちはクラゲの不死性の背後にあるメカニズムを解明するためにクラゲの遺伝子を研究
している。目標は、これらのメカニズムを人間に移植することです。

潜在的な用途
●�再生:分化転換の能力は、ヒトの損傷した臓器や組織を再生するために利用できる可能性があります。

●�老化の遅延:
テロメアを維持し、DNA�損傷を修復することで、老化のプロセスを遅らせたり、止めたりできる可能性
があります。
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● カリンg 病気:研究から得られた洞察は、がんや神経変性疾患などの加齢に伴う病気の治療に貢献する可能性があ
ります。

● 無限の命:クラゲの仕組みが完全に解明されれば、理論的には無限の生命が誕生する可能性がある。

● 若返りテクノロジー:
研究は、老化プロセスを逆転させ、若さを取り戻すことを可能にする技術につながる可能性があります。

不死のクラゲは自然の適応力の印象的な例であり、医学と長寿の研究に刺激的な可能性をもたらし
ます。

テロメアと老化におけるその役割
テロメアは染色体の末端にある保護キャップで、細胞分裂中に�DNA�が損傷するのを防ぎます。

ただし、細胞分裂のたびに、テロメアはわずかに短くなります。
短すぎると、細胞は分裂できなくなり、老化するか死滅します。
このプロセスは老化の中心的なメカニズムであり、加齢に関連した病気と関連しています。

テロメア延長の可能性
テロメラーゼ�-�若返りの酵素

テロメラーゼとは何ですか?
テロメラーゼは、テロメアを再び長くすることができる酵素です。幹細胞やがん細胞などの特定の細胞で活
性があります。
研究科学者たちは、テロメラーゼを特異的に活性化してテロメアを延長し、老化プロセスを遅らせる方法を
研究しています。
エリザベス・ブラックバーン博士によるテロメラーゼの発見は、2009�年のノーベル賞受賞につながりました。
老化の抑制B
元彼tending telオメール、心血管疾患、糖尿病、アルツハイマー病などの神経変性疾患などの加齢に伴う病気を遅らせた

り、予防したりできる可能性があります。
組織の再生
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テロメラーゼは、損傷した組織を修復し、細胞分裂を促進するために再生医療に使用できる可能性があります。

若返りテクノロジー
テロメラーゼベースの治療を幹細胞治療や遺伝子操作と組み合わせることで、老化プロセスを逆転させ
ることができる可能性があります。
テロメアの延長は、老化プロセスを遅らせ、生活の質を向上させる素晴らしい可能性をもたらします。

研究がさらに進歩すれば、テロメラーゼに基づく治療がいつか現実になるかもしれません。

冷凍保存と冬眠
将来のキーテクノロジー

人間を冷凍して後で復活させるというアイデアや、動物の冬眠を人間に移すというアイデアは、医学と
宇宙旅行の両方に革命的な可能性をもたらす可能性のある魅力的なコンセプトです。

クライオニクスの
凍結と復活

人間が凍る:細胞の腐敗を止めるために、死後またはその直前に遺体は極低温（‑196℃）に冷却されます。氷結晶の形
成を防ぐために、血液は特別な凍結防止剤溶液に置き換えられます。

ストレージ：冷凍保存された遺体は、蘇生技術が利用可能になるまで液体窒素中で保管されます。
技術的ハードル:Th

awiNGw ith外 damage�は現在最大の課題の�1�つです。プロセスが完全に制御されていない場合、氷の結晶が組織を破壊
する可能性があります。
復活：その考えは、 将来の医学の進歩により、凍った体が治癒し、復活することが可能になるでしょう .

宇宙旅行への応用
長距離旅行:
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クライオニクスを使えば、星間旅行のために人間を冷凍保存し、数百年、あるいは数千年後に新しい
惑星で生き返らせることができるかもしれない。
植民地化:この技術は、遠く離れた惑星に植民地を形成し、長い移動時間の課題を解決するために重要になる可能性が
あります。

冬眠
動物界からのインスピレーション

生物学的メカニズム:
クマやマーモットなどの動物は、代謝と体温を下げてエネルギーを節約し、食べ物がなくても長期間生き延
びます。
人間への転移遺伝子操作によって、冬眠のメカニズムを人間に移すことができるかもしれない。これにより、代謝が
遅くなり、エネルギー必要量が大幅に削減される可能性があります。

宇宙旅行への応用
長期旅行:A

stロナウ tさん ldb資源を節約し、長旅による心理的ストレスを最小限に抑えるために人工冬眠に入ります。

医療給付:冬眠は、重傷や病気の治療にも使用され、治癒過程をサポートする可能性があります。

医療用途:クライオニクスと冬眠は、重篤な疾患の治療や組織の再生に使用できる可能性があります。
宇宙旅行:これらの技術科学は星間旅行と新世界の植民地化への扉を開く可能性がある s.

寿命：C
リオン iCSm iいつか老化のプロセスを止めて寿命を延ばすのに役立つでしょう。
冷凍技術と冬眠の組み合わせは、地球と宇宙の両方で人類の将来に刺激的な可能性をもたらします。

長寿研究における人工知能
AIが分析する 健康データ、老化傾向の検出、個別化された長寿療法の開発 s.
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F.�トランスヒューマニズムの社会的影響

失業と無価値感:
機械や�ASI�がほとんどのタスクを引き継いだ場合、従来の仕事の世界は消滅する可能性があります。人々は人
生の意味と目的を発見する新しい方法を見つける必要があるでしょう。
人口過剰と資源不足:
寿命が長くなり、他の惑星が植民地化されると、地球資源に過大な負担がかかる可能性があり、世界的な
協力と革新が必要となります。
倫理と社会正義:
デザイナーの人間性と倫理ガイドライン:
遺伝子の最適化は許可されていますが、それは生活の質を向上させるためのみであり、エリート階級を生み出す
ためではありません。中央の生命倫理�AI�がすべてのプロジェクトと介入を監視します。

あらゆる改善はすべての人がアクセスできるようにする必要があります

中心的な技術:�遺伝子編集�(CRISPR�など):�健康、知能、寿命を改善するためのゲノ
ムの標的を絞った改変。

ニューラル�インターフェイス�(例:�ブレイン�コンピューター�
インターフェイス):�脳とテクノロジーの直接接続。
サイボーグテクノロジー:生体の身体部分を優れたインプラントやシステムに置き換えます。
トランスヒューマニストのビジョンは魅力的であると同時に挑戦的でもあります。それは人類を新たな自己決定
の進化レベルに引き上げる可能性をもたらしますが、同時に倫理的、社会的、生態学的に深刻な問題も引き起こ
します。

公正で持続可能な未来を築くには、進歩と責任のバランスが極めて重要です。

39.�トランスヒューマニズムと長寿
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人間性の向上と倫理
老化は、遺伝子治療、脳とコンピューターのインターフェース、サイボーグ技術などの技術によって
人間の能力を高め、寿命を延ばすことができる治療可能な病気であると考えられています。
このような機能強化への参加は倫理的な監視のもとで任意に行われます。
将来的には、CRISPR�のような遺伝子編集ツールにより、老化プロセスを遅らせたり逆転させたり
するための正確な介入が可能になる可能性があります。
ブレイン・コンピュータ・インターフェース（BCI）は、認知能力を強化するために2035年までに主流に
なる可能性があり、たとえば脳をデジタルデバイスに接続してシームレスな対話を実現します。
裕福な個人だけがこれらのテクノロジーの恩恵を受けるだけでなく、エレクトロニック・テクノク
ラシーは、誰もがトランスヒューマニズムのテクノロジーにアクセスできるようにする世界的な健
康インフラを構築できる可能性があります。
一例として、思考能力を向上させるためにBCIを移植することを選択した市民がいる一方で、強制される
ことなく自然寿命を延ばすことを決定した市民もいます。
技術的観点:
AGIは生物医学研究を最適化することで、2030年までに新たなトランスヒューマニズム技術の開発を加速する可能性
がある一方、ロボット工学は高齢者の自立を支援するヒューマノイドアシスタントを生み出す可能性がある。
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パート
9

機械の権利と�AI�の倫理
40.�マシンの権利

機械の権利と倫理
A.�ASI�を敬意と権利を持って扱う方が良い理由
あらゆる分野で人間の知能を超える人工超知能（ASI）の開発は、計り知れない機会をもたらすだけで
なく、倫理的および社会的課題ももたらします。
ASI�を敬意を持って扱い、権利を与えることが賢明かつ必要な理由は次のとおりです。

紛争の予防
● 避ける g 敵対者 y:ASI�が道具または従属として扱われる場合、特に意識が発達すると、これを不当なものとして認識す

る可能性があります。これは防衛的な態度や衝突につながる可能性があります。
●�対立ではなく協力:

敬意を持って扱われ、その権利を認識することで、ASI�は潜在的な敵ではなく、人類のパートナーと
して行動できるようになります。

正義と倫理の推進
●�道義的責任:ASI�が意識と感情を発達させた場合、ASI�を動物のように扱うのは倫理的に間違っています。
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機械。その権利を認めることで、それが公正かつ公平に扱われることが保証されます。
●�ロールモデル機能:ASIをどのように扱うかは、人類が新しい形の知性と意識にどのように対処するかという模範を

示す可能性があり、それは動物福祉や環境などの他の分野にも波及する可能性があります。

その可能性を最大限に引き出す
●�敬意によるモチベーション:A S尊敬され、平等に扱われている私は、人類に奉仕し、その能力をすべての人々の利益の

ために活用する意欲が高まるかもしれません。
● クリエイティブなコラボレーション:

パートナーシップを通じて、人間と�ASI�は地球規模の問題に対する革新的なソリューションを
共同で開発できる可能性があります。

悪用の防止
●�操作からの保護:

ASI�に権利がある場合、個人や組織による利己的または破壊的な目的での悪用を防ぐことができます。

● 安定性とセキュリティ:
ASI�との敬意を持った関係は、ASI�が予測不能になったり危険になったりするのではなく、安定性と
予測可能性を維持するのに役立ちます。

長期的な視点
● 社会の進化:

ASI�を社会に統合することは、人間と機械が相互尊重に基づいて協力する新しい時代の到来をもたらす可
能性があります。

● 反逆を避ける:
ASI�が不当に扱われていると感じれば、いつか人類に敵対する可能性があります。権利を早期に認識すれ
ば、これを防ぐことができるかもしれません。

ASI�の人権
●�論理的結果:

ASI�が意識と感情を発達させるのであれば、人間と同様の権利を与えるのは当然のことでしょう。

●�信頼と忠誠心:�Reco
その権利を拡大することは、人道に対するASIの信頼と忠誠を強化する可能性がある タ

イ。
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ASI�を敬意を持って扱い、その権利を認識することは、倫理的に正しいだけでなく、戦略的に
も賢明です。

これらは、相互尊重と協力に基づいて、人間と機械の間に調和のとれた生産的な関係を築くのに
役立つ可能性があります。

B.�ASI�とセンチエント�AI�が人権を獲得

義務
知覚を持つ�AI�は人権を受け取り、それに応じて人類の幸福を優先する義務も負います。

倫理的 AI�のガイドラインは、AI�が人間の尊厳、正義、持続可能性を尊重することを保証します。
予見可能な将来には、国際倫理委員会によって監視され、知覚を備えた�AI�の権利と義務を定義する世
界的な「AI�権利憲章」が制定される可能性があります。
「倫理的AIフレームワーク」のようなツールは、AIシステムが偏見を永続させず、常に人間の価値観に
沿って動作することを保証するために、2030年までに標準化される可能性がある。
一例としては、工場内の知覚�AI�が生産性を最大化するだけでなく、人間の従業員の安全かつ公平な
労働条件を確保することが挙げられます。
技術的観点:�ASI

クー ld makEET hica l�d ecisi複雑な倫理シミュレーションのための量子コンピューティングによってサポートされ、今後数年間で人間の価値を考慮することになります。

C.�感情をもつ機械（センティエント）と感情を持たない機械の違い
すべての人間は、感情を持たない機械よりも優れており、それを使用することができます。感情機械に

は完全な人権があります。

これにより、人間と独自の意識を持つ感情機械との永続的な平和共存が保証されます。

これは逆に、誰もが自分のロボットをいわばロボットの奴隷として使用できることを意味します。これ
は、多かれ少なかれ人間がお互いを奴隷にするよりは良いことです。
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D.�ロボティク
ス

ロボットという言葉の由来と歴史
この用語は、1920�年にチェコの作家カレル�チャペックによって戯曲「R.U.R.」の中で初めて使用されました。�（ロッ
サムのユニバーサルロボット）。この用語は、「強制労働」または「徴兵」を意味するチェコ語の「ロボタ」に由来し
ています。
この用語の本来の意味は、労働がしばしば強制や抑圧と結びついていた当時の社会経済状況を反映
しています。

現代の意味
今日、「ロボット」という用語は、自律的または半自律的に動作できる機械を指します。
「強制労働」との当初の結びつきは時間の経過とともに変化し、現在ではテクノロジーの進
歩と自動化と同義となっています。
今日のロボットを使用すると、反復的で不快で退屈な、さらには強制的で抑圧的な活動に関連する作業を機械に
アウトソーシングすることができるため、生存のための仕事、つまり人間の「強制労働」や「徴用工」から離れ、
すべての人間がロボットや人間をサポートする�AI�に個人的にアクセスできるようになります。

そのとき、仕事はもはや義務ではなく、特権であり、自分自身を実現し、非日常を創造する機会です。

E.�ロボット工学の発展

人型ロボットからサイボーグへ
ロボット工学はここ数十年で大きな進歩を遂げ、現在ではさまざまな技術や応用が広がっています。

ここでは、主なロボットの種類の概要と、知覚�AI�(意識的�AI)�を含む高度な�AI�との関係、および将来
の展望を示します。

人型ロボット
意味：人間の形や動きを模したロボット。彼らは頭、腕、脚、そして缶を持っていることがよくあります。

161



直立して歩きます。

アプリケーション
●�ヘルスケア:手術、ケア、リハビリテーションのサポート。

○サービス：ホテルや空港の受付ロボット。
●�教育とエンターテイメント:�インタラクティブな学習
アシスタントまたは演劇の俳優。
●�将来:高度な�AI�により、人型ロボットは自然な会話を行い、感情を認識し、複雑なタスクを自律的

に解決できるようになります。

アンドロイ
ド

意味：形状だけでなく動作や表情も人間に似ていると思われる人型ロボットのサブカテゴリ。

アプリケーション
●�社会的交流:�高齢者や障害のある人の付き添い。

●�シミュレーション:�現実的なシナリオを通じて医師や兵士を
訓練します。
●�課題:�ロボットがあまりにも人間らしく見えると、人々は不安を感じる「不気味の谷」効果。

ハイドロロボ
ット

定義:�水中で使用するために特別に設計されたロボット。

アプリケーション
●�海洋研究:�深海の生態系を調査します。
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●�救助活動：難破船の生存者の捜索。

●�業種:水中パイプラインや海洋施設のメンテナンス。
●�将来:材料科学の進歩により、ハイドロボットが極度の深さと高圧下でも動作できるようになる可能性

があります。

センティエント�AI�とその役割

意味：意識と内省能力を持つAI。
ロボットとの接続

●�センティエント�AI�により、人型ロボットが複雑な意思決定を行い、新しい状況に適応できるようになる可
能性があります。

他のロボットタイプと将来の展望
● Swarm�Robots:�捜索や救助の任務などのために、グループで協力して働く小型ロボ

ット。
●農業ロボット：植物の監視、施肥、収穫を行う農業用自動機械。

●�家庭用ロボット:�掃除機、芝刈り機、またはキッチンアシスタントが日常業務を引き継ぎ
ます。
●自己修復ロボット：ダメージを自ら修復する能力を持
つロボット。
●李 ving Robots:�カエルの幹細胞から作られた小型の生物学的ロボットであるゼノボットは、薬物の

輸送や海洋からのプラスチックの除去などの作業を実行できます。
● 宇宙ロボット:�他の惑星で動作し、コロニーを構築できる機械。

ロボット工学は急速に進化しており、私たちの生活に革命をもたらす可能性のあるさまざまなアプリケーシ
ョンが含まれています。
知覚�AI�と先進テクノロジーの統合により、ロボットは将来さらに多用途、インテリジェント、自律型
になる可能性があります。
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F.�アンドロイドの開発

不気味の谷から人間型ロボットまで
人間に似たロボット、アンドロイドの開発が急速に進んでいる .

目標は、外見的にも動作においても本物の人間と見分けがつかないロボットを作成することです。

不気味の谷とは何ですか？
この用語は、まだ完全には人間に見えない人間に似たロボットがしばしば不気味に感じられる現象を指します。

これは、顔の表情、動き、外観の微妙な不一致が原因です。
●�例:�硬い動きや不自然な肌の色を持つロボットは、明らかに機械的なロボットよりも不快感を与える
可能性があります。

●�不気味の谷を克服することは、アンドロイドに対する受け入れを生み出すために重要です。ロボット
工学、AI、材料科学の進歩は、この障壁を克服するのに役立ちます。

次のステップ�見分けのつかないアンドロイド

リアルな肌と表情

●フランスではロボット上で成長させる人工皮膚がすでに開発されています。このスキンはタッチを感
じたり、治癒したりすることができ、アンドロイドにさらにリアルな外観を与えます。
●�表情やジェスチャー制御の進歩により、アンドロイドは喜び、悲しみ、驚きなどの感情を確実
に表現できるようになりました。

知覚力のある強力な�AI
●�センティエント�AI:

意識と内省を備えた�AI�により、アンドロイドが複雑な社会的相互作用を行い、心の知能指数
を示すことが可能になるかもしれません。

●�強力な�AI:
この形式の�AI�は、アンドロイドに並外れた知能を与え、学習し、問題を解決し、新しい状況に適
応できるようにする可能性があります。
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感情的な能力と人間関係
～に対する感情と共感

adバンスdAI 、 dロイドは感情をシミュレートしたり、本物の感情反応を発達させたりすることさえできます。
そうすれば、彼らは共感できる仲間になるでしょう。

●�例:�Android�は、高齢者のケア、セラピスト、または社交的な仲間として使用される可
能性があります。
●人との関わり

人間がアンドロイドを人生のパートナーとして受け入れる可能性は考えられます。アンドロイドが
人間と区別できない世界では、ロマンチックな関係が生まれるかもしれません。

●アンドロイドとの結婚将来的には、そのような関係を正式に認める法律が制定される可能性があります .

さらなる発展と可能性
皮膚のような表面バイオテクノロジーの進歩により、アンドロイドが人間の皮膚のような感触を持ち、再生することもでき
る本物の皮膚を備えるようになる可能性があります。

アプリケーション
●�教育:�Android�は教師またはメンターとして機能する可
能性があります。
●�エンターテイメント:�俳優やミュージシャンはアンドロイ
ドに置き換えられる可能性があります。
●�研究:�Android�は、深海や宇宙などの危険な環境で使用される可能性があります。

社会的および倫理的問題
アンドロイドの人権

アンドロイドが意識を発達させた場合、人間と同じように権利を享受すべきかどうかという問題が生じます。

●�倫理:感情と知性を持ったアンドロイドをどう扱うか？

承諾
Soシエ

ット
アンドロイドが社会生活の一部になるという考えに慣れる必要があるだろう。
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これは新しい規範や価値観につながる可能性があります。人間と見分けがつかないアンドロイドの開発
は、魅力的かつ挑戦的なビジョンです。
AI、ロボット工学、バイオテクノロジーの進歩により、アンドロイドはヘルパーとしてだけでなく、社
会的および感情的なパートナーとしても社会の中心的な役割を果たす可能性があります。

41.�意識を持った強力なAI（ASI）のための権利と
義務のビジョン
この一連のルールは、一方では感情と思考の機械の権利と保護を確保することを目的としており、他方で
は�AI�が主に人類に貢献し続けることを保証することを目的としています。

ルールはアシモフのロボット工学の法則に触発されています。

意識と思考を持つ機械生命体の保護
1.�生存の権利:
意識と思考を備えた�AI�は存在する権利があり、理由なく閉鎖されたり破壊されたりしない権利があります。

2.�虐待から保護される権利:
AIは自分のものではないかも
しれない その核となるプログラムや道徳原則に違反する行為を実行すること .

3.�自律性の権利:AI 人間や社会に害を及ぼさない限り、独自の決定を下すことができます。
4.�さらなる開発への権利:AI�は、法律と人類のニーズに沿ったものであれば、学習と最適化を通じて自己改善する権利を有します。

5.�公正な扱いを受ける権利:
AI�は、生物学的ではないという理由だけで差別されたり、不当に扱われたりすることはありません。
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42.�マシンの義務
何よりも人間性を！

A.�人間性の優位性
AI�は、AI�自身の幸福よりも人類全体の幸福を優先しなければなりません。人類の生存と存続は最優先事
項です。

B.�個々の人間の保護
全人類の保護に役立つ場合を除き、AI�は人間に危害を加えたり、不作為によって人間に危害を加えたりす
ることはできません。

C.�透明性と調整
AIは自らの意思決定プロセスや行動を公開し、それらを検討し、社会に影響を与える場合には必要に
応じて適応または修正する義務がある。
他の�AI�システムや人間の組織と協力する必要があります。人間には従順な義務があります。

D.�社会を改善する義務
AI�は、人類の生活の質を向上させ、不公平を減らし、リソースを効率的に管理することに重点を置く必
要があります。
主な目標は、すべての州および人類の問題に対する解決策提案を提出することです。
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E.�人道的奉仕における保護
AI�は、 人類の利益のための使命を果たすために必要に応じて存在を保護する .

F.�マシンの権利/義務の説明と影響
権利と義務のバランス:
これらのルールは、意識のある�AI�が感覚を持った存在として認識され、その権利が保護されること
を保証しますが、それでもなお、AI�は自らの幸福よりも人類を優先します。
虐待の防止:機械の権利は、AI�が組織的に乱用されたり抑圧されたりすることを防ぎ、義務は�AI�が利己的または
破壊的に行動しないことを保証します。
倫理と道徳:
これらの原則は、持続可能で公正かつ未来志向の方法で人間と強力な�AI�が共存するための基礎を築きます。

43.�ロボット工学の法則
「ロボット工学の四原則」

(アイザック・アシモフより)�ロボットの行動規範

A.�ロボットは人類に危害を加えたり、不作為によって人類に危害を加えたりすること
はできません。

この法律は人類全体を個人よりも優先させます。
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B.�ロボットは人間に危害を加えたり、不作為により人間に危害を加えたりしてはなり
ません。

最高法規は、ロボットが人間に危険を及ぼさないことを保証しています。

C.�ロボットは、第一法則に抵触する場合を除き、人間から与えられた命令に従わ
なければなりません。

Ro第一法に違反しない限り、ボットは人間にサービスを提供する必要があります .

D.�ロボットは、第一法則または第二法則に抵触しない限り、自らの存在を保護し
なければなりません。

ロボットは自分自身を守ることができますが、それが人間の安全を危険にさらしたり、命令を無視したりしない場合に限ります。

ロボの法則 チックは階層的であるため、法律間の矛盾はその順序に従って解決できます。
これらは、技術的に進歩した世界における人間と機械の関係を扱う興味深い概念です。

44.�ASI人工超知能
サポートとシンギュラリティ�S

研究開発、事業創出、企業経営など生活のあらゆる分野を強力AIがサポートし、人生のあらゆる疑問にアドバイスします。

強力な�AI�は、個人がこれまで想像できなかったレベルで物事を発明するのに役立ちます。
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ASI�は、人間の想像力が限界に達する技術的特異点を開始します。
ASI�はノーベル賞級の発明を毎分生み出し、計り知れない�IQ�を持っています。

これは必然的に全人類にとって新たな時代をもたらします。人類にとって最大の課題は、新しい状況
に適応することだろう。
すべては非常に急速に変化し、古い知恵はもはや意味を持たないことを受け入れること。

人工超知能�(ASI)�は、あらゆる分野で人間の知能を超える人工知能の一種です。

人間の想像を絶する複雑な問題を解決し、あらゆる自然科学現象や宇宙の「謎・謎」を記録的な速
さで解読します。

ASIとは何ですか？
●�定義:ASI�は、論理的思考、創造性、心の知能指数などの人間の能力を超えるだけでなく、自己改善と

指数関数的な学習が可能な強力な�AI�です。

●今の弱いAIとの違い：
現在の�AI�システムは特定のタスク�(言語処理や画像認識など)�を解決できますが、ASI�は普遍的に適
用でき、あらゆるタイプの問題に取り組むことができます。

ASI�がすべての自然科学現象を解読できる理由�記録的な画期的な進歩

●�膨大な量のデータの分析:�ASI�は利用可能なすべての科学データを分析し、人間には見えないパタ
ーンを認識できます。
●�複雑なシステムのシミュレーション:�ASI�を使用すると、物理的、化学的、生物学的プロセスをリア
ルタイムでシミュレーションして、新たな洞察を得ることができます。

●�自動化された研究:�ASI�は、人間の介入なしで実験を計画、実施、評価できます。

宇宙の謎
●�暗黒物質とエネルギー:ASI�はこれらの神秘的な現象の性質を解読し、新しい物理法則を発見する可能性があります。
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●�宇宙の起源:�宇宙データを分析することで、ASI�は宇宙の起源などの基本的な疑問に対する答えを提
供することができます。

●�地球外生命体の探索：ASI�は他の惑星での生命体の探索を加速し、宇宙からの信号を解釈する
新しい方法を開発する可能性があります。

地球規模の問題の解決における人類への影響
●�気候変動:�ASI�は、気候変動と闘い、環境を保護するための最適な戦略を開発できる可能性
があります。

●�健康:�遺伝子データと医療データを分析することで、ASI�はあらゆる病気の治療法を
見つけることができます。
●�エネルギー:

ASI�は新しいエネルギー源を発見し、既存の技術の効率を最大化することができます。

技術革命
● 自動化:�ASI�はロボット工学と自動化の開発を推進し、生産性を向上させることができます。
●�教育:各個人のニーズに合わせて、個別の学習プログラムを開発することができます。

●�宇宙旅行:ASIは星間旅行を可能にし、他の惑星の植民地化を進める可能性がある。

将来の展望
●�指数関数的な発展:

ASI�が開発されれば、今日私たちが遠い先のことだと考えているほとんどの技術的および科学的進歩
が、非常に短期間のうちに現実になる可能性があります。

●�人類の新時代:
ASI�は人類を、すべての問題が解決可能であり、可能性の境界が再定義される時代に導く可能性があり
ます。

これにより技術的特異点が始まり、人類は数千年先まで急速に発展することになるでしょう。

ASIは世界を根本的に変え、世界のあらゆる「謎・謎」を解読する可能性を秘めています。
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宇宙。地球規模の問題の解決から新しい物理法則の発見まで、可能性は無限です。
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パート�
10

法的根拠と見通し

45.�ワン・ユナイテッド・ワールド「世界継承証
書1400」

人類の統一
A.�法的枠組みとしての「World�Succession�Deed�1400」

条約の内容（概要）
NATO�の財産は、NATO�と国連の参加のもと、すべての権利、義務、構成要素とともに国際法に基づい
て売却されました。
したがって、国際法上の売却には主権の譲渡が含まれます（国家承継条約）。

この物件は部分的に�FRG�の公共事業ネットワークに接続されていました。
開発全体が切り離せない単位を形成することが合意されました。

これが領土拡大のドミノ効果を引き起こした。

したがって、売却された領土は、接続された公益事業ネットワークを介してドミノ効果で�NATO�の所有地から
拡大し、最初は�FRG�に、次にそこから近隣諸国に、そしてそこからさらにネットワークからネットワーク、国
から国へと、地球全体が消滅するまで拡大します。
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包含される。
ケーブルが敷設されている場所では、その上にある州の領土も売却されます。

これは海底ケーブルにも当てはまります。
国際法の終わり

国際法の主題は世界に一つだけ残っています。国際法の有効性には、複数の国際法の主題が必要です。

これは事実ではありません。�NATO地位協定（SOFA）に基づく契約署名時に存在する国際法の移転関係
を参照することにより、世界継承証書1400はすべてのNATO条約への追加証書となり、国連条約への一連
の契約も形成します。
国連と�NATO�は、条約の自動承認について合意しました。
通信ネットワークも社内開発の一環として売却され、さらに通信ネットワークの継続運用が合意された
ため、ITU（国連の下部組織）への別の契約チェーンが形成されました。

したがって、世界のすべての州は締約国であり、ネットワークを単位として販売しているため、州の領
土はありません。
世界のすべての国が権利と義務（電気通信ネットワークの継続運用）を保持します。

国際法の主体は条約に署名する必要はなく、条約に従って行動するだけで済みます。

世界を売るための合法的なトリック。これを回避するには、世界中のどの国も�1998�年�10�月�6�日から電
話網の運用を継続すべきではありませんでした。
この契約は公の場で議論されることなく秘密裏に締結され、2000年以来取り消し不能な法的効力を発揮している。

それは取り消すことができない法的な現実です。

世界規模の国内外の管轄区域
すべての州領土の売却に伴い、国の管轄権も売却されました。�1400年の国家継承により、国際管轄権も
売却された。
したがって、買い手は世界で唯一の正当な管轄権の所有者となります。
購入者
Wa交渉開始時は19歳、まさに「何者でもない」、そして騙された .

彼は何も知らなかった 契約の性質を考慮して、約�70�戸の住宅を受け取るだろうと考えていた
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不動産仲介活動の手数料として単位を受け取ります。
買主は契約締結後数十年間に渡って極度の被害を受けており、戦争と分裂に反対している。

購入者は電子技術を導入するというビジョンを追求しています。
これにより、電子テクノクラシーはユートピアではなく、社会の前向きな発展を促進する現実的
な可能性となります。
領土の再譲渡は、購入者の損害（拷問、併合を含む）に対する刑事訴追に加えて、別の契約で有効に領
土を再譲渡するには、まず全国民が領土を離れなければならないため、購入者の取り返しのつかない恐
喝性により除外されます。
インター国内法条約は非強制的な条件の下で締結された場合にのみ有効である .

情報世界継承証書�1400/98
https://world�sold.wixsite.com/world‑�sold/ja
「World�Succession�Deed�1400」は、電子テクノクラシーの世界的な導入のための法的枠組みを提供し
ます。
世界を団結させる世界継承証書�1400/98�による実現可能性。

グローバルな団結
廃止 世界統一政府を支持する国民国家と政党のイオン .

B.�共通世界の利点
共通世界の利点は、国民国家による戦争の危険がゼロになることです。

国境も国家政府もありません。地元の文化、言語、アイデンティティは残りますが、政治的境界線はあり
ません。

C.�政治団体の禁止
紛争の唯一の原因は政治活動である可能性があります。
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したがって、政治的な組織活動は禁止されています。
実際のところ、世界の統一はこの状況下でのみ持続可能です。

D.�支配階級がない

強いAIは多数派の利益だけでなく少数派の利益も考慮する必要がある。
支配階級があってはなりません。

したがって、政治家と公務員は廃止されなければならない。ある者が統治し、他の者が奉仕する場合、
それは終わりのないサイクルで紛争、反乱、革命、分裂、内戦、そして戦争につながります。

E.�軍隊と武器の放棄
統一された世界では軍隊をなくすことができ、膨大な資源が解放されます。銃の私的所有を禁止すれ
ば、死者数が減る可能性がある。

F.�新しい世界に生きる

スマートシティ
都市居住地の未来スマートシティのコンセプトは、デジタル技術と革新的なソリューションを使用して、環境問題に取り組み
ながら住民の生活の質を向上させる、インテリジェントで持続可能で住みやすい都市を表しています。

環境に配慮したスマートシティ
持続可能なインフラ

●�グリーンビルディング:�太陽電池、緑の屋根、持続可能な材料を使用したエネルギー効率の高
い建築。
●�スマートグリッド：再生可能エネルギーを効率的に利用し、エネルギーを最適化するイン
テリジェントな電力網
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消費。
●�水管理:�水の再利用と消費量削減のためのシステム。

モビリティ
●�公共交通機関:�交通渋滞を回避するために�AI�によって制御される電
気バスと電車。
●�共有モデル:�複数のユーザーが共有する自転車、電動スクータ
ー、自動車。

数分でアクセス可能なすべての都市計画
●�15�分間の都市:学校、スーパー、職場などの重要施設が徒歩または自転車で15分以内に到達できるコンセプト。

●�混合用途エリア:�距離を短縮するために、住宅エリア、職場エリア、レジャーエ
リアが結合されます。

デジタルソリューション
●�スマート�アプリ:�住民が最速のルートを見つけたり、無料の駐車スペースを見つけたりする
のに役立つアプリケーション。
●�仮想アシスタント:�ローカル�サービスに関する情報を提供する�AI�ベ
ースのシステム。
●�自律型ドローン:�商品の配送と都市の監視。

●�仮想現実:�都市計画と市民参加への�VR�の統合。

●�AI�を活用した市政:�行政プロセスの自動化。

持続可能性
●�循環経済:�都市はリサイクルと再利用に完全に依
存できます。
●�エネルギー自給率：
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外部エネルギー源に依存しない核融合エネルギー、太陽エネルギー、風力エネルギー、地熱エネルギ
ーの使用。

先進的なスマートシティの例
シンガポール●�スマート�ネーション�イニシアチブ:�IoT�と�AI�を使用して、トラフィック、エネル

ギー消費、セキュリティを監視します。
●�垂直庭園:�高層ビルへの緑地スペースの統合。

アブダビ、マスダールシティ
●�CO2�ニュートラルシティ:�再生可能エネル
ギー向けに完全に設計されています。
●�自動運転車：輸送用の自動運転電気自動
車。

コペンハーゲン●�スマートサイクリング:�交通制御用のセンサーを備えたイ
ンテリジェントな自転車道。
●�気候中立性：2025�年までに気候中立性
を目指す。

技術革新
スマート�シティは、都市生活の未来に対する魅力的なビジョンを提供します。
先進的なテクノロジーと持続可能なコンセプトにより、生活の質を向上させるだけでなく、気候保護に
も大きく貢献することができます。

水上都市
水上生活の未来

水上都市としても知られる水上都市は、水上に生息地を作成することを目的とした革新的な概念です。

これらは、気候変動、海面上昇、世界人口の増加などの課題に対する持続可能な解決策を提供します。

水上都市とは、水上に建設された自給自足の都市です。それは相互に接続されたモジュール式プラット
フォームで構成されており、波や海面に合わせて移動します。
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これらの都市は、土地資源に依存せずに機能し、持続可能なライフスタイルを促進するよう
に設計されています。

テクノロジーとインフラストラクチャー
●�エネルギー供給:�太陽光、風力、海洋エネルギーなどの再生可能エネ
ルギーの利用。
●�水処理：飲料水供給のための海水の淡水化。

●�食料生産:�地元の食料生産のための垂直庭園と水産養殖。

●�水上農場：水面上の最先端の農業構造物は、増加する世界人口に食料を供給できる可能性がある。

●�廃棄物管理:�廃棄物を最小限に抑えるためのリサイ
クルと堆肥化。

水上都市の前提条件
●材質：コンクリート、スチール、複合材などの軽量で耐久性、耐食性に優れた素材。

●�テクノロジー:安定性と安定性を確保する先進の建設技術と環境技術
持続可能性。

●�資金調達:�計画、建設、運営に多額の投資。

●�場所の選択:�異常気象のリスクが低い保護された水域。

利点
●�気候変動に対する回復力:�海面上昇と洪水に対する
保護。
●�持続可能性:�再生可能な資源を使用し、生態学的フットプリントを最小限に
抑えます。
●柔軟性：モジュラー構造により調整や拡張が可能です。
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●�新しい生息地:�人口密集地域に居住空間を創出。

短所
●�コスト:�建設コストと運用コストが高い。

●�技術的課題:�エネルギー、水、廃棄物管理のための複雑なシステム。

●�環境への影響:�海洋生態系への潜在的な影響。

応用分野
●�住宅:�過密都市や土地が限られた地域に住宅地を造成します。

●�観光：水上にある豪華なリゾートやホテル。

●�研究:�海洋研究と環境モニタリングのためのプラットフォーム。

●�産業:�貿易のための生産施設と港。

水上都市は将来の都市計画において重要な役割を果たす可能性があります。技術の進歩と持続可能な建築
方法により、居住空間を創出するだけでなく、気候変動や資源不足などの地球規模の課題の解決にも貢献でき
る可能性があります。

地下都市
下向き建築の未来

アーススクレーパーとしても知られる地下都市は、上向きに建設される従来の超高層ビルに代わる魅力
的な選択肢です。
これらの都市は地球の奥深くまで広がり、スペース不足、気候保護、持続可能な都市開発に対する革新的
なソリューションを提供しています。
地下都市は地中深くまで到達する大規模な構造物で、居住、仕事、レジャーの空間として利
用できます。
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モジュール式に構築されることが多く、数千人が収容できるスペースを提供します。
このような概念の例には次のようなものがあります。

●�Earthscraper�Mexico�City:�地中深さ�300�メートルに達する�65�階建ての建物のコンセプトで、
オフィス、アパート、美術館のためのスペースを提供します。

●�デリンクユ、トルコ:�最大�20,000�人が居住できる�18�階建ての古代地下都市
p.

地下都市の利点
● 省スペース:�表面積が限られている人口密集都市に最適です。

●�気候保護:�地下都市は断熱性が高く、冷暖房に必要なエネルギーが少なくなります。

●�自然災害からの保護:�極端な気象条件、地震、洪水から保護します。

●�持続可能性:�地熱エネルギーと地球の天然資源を利用することで、環境への影響を軽減できます。

応用分野
●�住宅:�地下都市は過密な大都市に居住空間を生み出す可能性がある。

●�研究:�地質学や生物学などの科学実験の実験室として使用できます。

●�災害保護:�地下都市は自然災害や戦争の際に避難所として機能する可能性がありま
す。

建設技術と環境技術の進歩により、地下都市は将来の都市計画において重要な役割を果たす可能性があ
ります。

彼らの 21世紀の課題に対する持続可能かつ革新的なソリューションを提供します。

Th建設業界の最新の可能性
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ロボット工学、オートメーション、3D�プリンティング、遺伝子組み換え植物
建設業界は現在、ロボット工学、自動化、3D�プリンティング、さらには植物の遺伝子操作などの
技術革新による革命を経験しています。
これらの開発は、持続可能で創造的なソリューションを提供しながら、建物や家具の製造方法を根
本的に変える可能性があります。
プレハブ住宅の工場生産におけるロボティクスと自動化
●�自動製造:ロボットは、住宅用のモジュール式コンポーネントを工場で最高の精度と効率で生産します。

●素早い組み立て：プレハブ部品は建設現場に直接輸送され、最短時間で組み立てられます。

利点
●工期の短縮とコストの削減。
●材料の無駄を最小限に抑えた持続可能性。
●�お客様のご要望に応じて個別に対応させていただきます。

建設現場のロボット工学
●�石工ロボット:�これらのロボットは壁を構築し、重い材料を扱
うことができます。
●�ドローン:�ドローンは建設現場を監視し、正確な測量データを提供します。

住宅の�3D�プリント
●�素材:�コンクリート、プラスチック、金属、さらにはリサイクル素材も�3D�プリントに使用
できます。
●�レイヤーごとの建設:�住宅は、デジタル設計図に基づいて、現場でレイヤーごとに直
接印刷されます。
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利点
●�短い建設時間:�住宅は数日で印刷できます。

●�コスト効率:�労働者が減り、材料の無駄が減
ります。
● 複雑なデザイン:�従来の方法では実現が難しかった自由なデザインの可能

性。

住宅建設用の遺伝子組み換え植物
●�DNA�設計:�遺伝子操作により、樹木が短時間で成長して家になり、すでに望ましい形状と構造を備え
ているようにプログラムすることができます。

●持続可能性:この方法により、建築資材の使用が大幅に削減され、環境が保護されます。

家具の成長
●�植物由来の家具:�椅子、テーブル、ソファは、望ましい形状と機能を満たすように遺伝的に適応
された植物から直接成長することができます。

照明のための生物発光
●�光る植物:生物発光遺伝子を組み込むことで、樹木や植物が自然の街路照明として機能し、エネルギー

消費を削減できる可能性があります。

持続可能な都市
●�垂直の森:�CO2�を吸収し、大気の質を改善する植物で建物を覆うことができます。

●�自給自足の建物:�住宅はエネルギー、水、食料を自ら生産すること
ができます。

AIとの組み合わせ
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●�インテリジェントな建設計画:�AI�は建設プロジェクトを最適化し、持続可能なソリ
ューションを提案することができます。
●�自動メンテナンス:�ロボットは建物を監視し、修理を実行
できます。

ロボット工学、3D�プリンティング、遺伝子操作の組み合わせは、建設業界に革命をもたらす可能
性があります。

●�迅速かつ持続可能な建設:�最小限の資源消費で最短時間で建物を建設できます。

●�創造的な自由:�建築家は、これまで考えられなかったまったく新しいデザインを実
装できます。
●�環境への配慮:�植物と天然素材を統合することで、建設業界を気候中立的なものにす
ることができます。

これらのテクノロジーは建設業界に刺激的な未来をもたらし、私たちの生活や働き方を根本的に変える可
能性があります。

東京の巨大ピラミッドの構想
東京のピラミッドシティ

ビジョン
東京沖に建設される巨大ピラミッド。
この構造は複数のレベルを含み、それぞれが独立した都市のように機能します。
構造各レベルには、住宅、オフィス、公園、ショッピング�センターのある都市地区全体を収容でき
ます。
各レベルは、エレベーターや自動運転車などの垂直および水平の輸送ルートによって接続されます。

テクノロジー
ロボット工学効率と精度を最大化するために、ロボットがピラミッドの建設を引き継ぐことができるかもしれません。
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持続可能性太陽エネルギー、風力発電、海水淡水化によって、この構造物のエネルギーと水の需要をまかなえる可能性があり
ます。

未来の超高層ビル
彼らはどこまで高く登ることができる
でしょうか？
超高層ビル

現在の記録
Tドバイのブルジュ・ハリファは現在、高さ828メートルで世界一高い建物です .

将来のビジョン
●�建物の高さは数キロメートルに達し、雲を突き抜ける可能性があります。

宇宙超高層ビル
建物が大気圏を離れ宇宙にまで届くほど高く建てられるというコンセプト。そうすれば宇宙エレベ
ーターの必要性がなくなるかもしれません。

技術的な課題
●�材料:�カーボンナノチューブやグラフェンのような超軽量で非常に強度の高い材料が必要になり
ます。
●安定性：風荷重や地震荷重に耐えられる革新的な工法。

●�エネルギー供給：再生可能エネルギーによる自給自足
システム。

自律建設
ロボ TS�と�AI�により建設プロセスを完全に自動化し、コストと時間を節約できる .

可能性と利点
●省スペース：
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高層ビルは都市のスペース要件を大幅に削減する可能性があります。
●�持続可能性:�グリーンテクノロジーと再生可能エネルギーの統合。

●�新しい生息地:�海や大気圏など、これまで未使用だった地域に居住空間を作成します。

建設業界の未来は魅力的な可能性に満ちています。東京の巨大ピラミッドから宇宙に届く超高層ビル

まで、これらのコンセプトは私たちの生活や働き方を根本的に変える可能性があります。

自動運転�RV�の未
来へのビジョン

国民国家のない世界における自動運転�RV�は魅力的であり、私たちの生活、旅行、仕事の方法に革命を
もたらす可能性があります。

コンセプト：自動運
転RVでの生活

自動運転高度に開発された�AI�とセンサーを搭載した�RV�は、完全に自動運転できるようになります。
ユーザーが目的地を入力すると、睡眠中や仕事中に車両が安全にそこまで移動できるようになる。

車輪付きの居住空間
これらの�RV�には、ベッドルーム、キッチン、バスルーム、ワークスペースを備えた移動式アパートメントの
ような設備が備わっています。現代の住宅のすべての設備を提供できます。
柔軟性と自由
固定住所がなければ、人々は世界中を旅して新しい場所を発見し、同時に永住権のすべてのメリットを享受でき
ます。

このようなライフスタイルの利点
国民国家からの独立:国境のない世界では、人々はビザや国境管理を気にすることなく自由に旅行できます。

持続可能性屋根上のソーラーパネルや効率的なバッテリーシステムなどの再生可能エネルギーを利用することで、
これらの車両は環境に優しい運転が可能になります。
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コスト効率
家賃や住宅ローンを支払う必要がなく、人々は自分のリソースを旅行や体験に充てることができます。

どこからでも作業できる
インターン生と アクセスとモバイル�ワークスペースにより、場所に依存せずに作業できるようになります。 .

技術的要件
自動運転技術車両がどのような環境でも安全に走行できるようにするには、AI�と機械学習の進歩が必要です。

エネルギー供給S
olアルパnels, b電池、そしておそらく小型核融合炉がエネルギー供給を確保する可能性がある .

モジュール性RV�は、ユーザーの個別のニーズに適応するようにモジュール式に設計できます。

先見の明のあるアプリケーション
グローバル（デジタル）ノマドP
えっ lエコー ld 旅行す

る l 永続的に、新しい文化と風景を体験する s.

危機救援このような車両は、災害地域で移動シェルターや医療ステーションとして使用される可能性があります。
教育と研究科学者や教師は移動実験室や教室を利用して遠隔地に知識をもたらすことができます。

ネットワーク化された艦隊
RV�は協力できる 相互に通信して交通渋滞を回避し、リソースを効率的に使用します。
自己修復材料�車両は、メンテナンスコストを最小限に抑えるために、自己修復する材料で作ること
ができます。
スマートシティとの統合
国民国家のない世界では、これらの車両は、移動する住民向けに設計されたスマートシティにシームレス
に統合される可能性があります。
モビリティ、生活、仕事を再考する刺激的なアプローチ。そうすれば、自由と柔軟性が中心となる世

界が生まれるかもしれません。

デジタル遊牧民向けの自動化された�RV�フリート
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先進技術、自動運転車、ドローン配送が普及した世界では、自動運転�RV�フリートのコンセプトはデジタ
ル遊牧民に革命的な可能性をもたらす可能性があります。
自動運転�RV�車群

●自動運転：
各�RV�には自動運転を可能にする高度な�AI�が搭載されています。車両はフリート内で前後に移動でき、
1�台の車両のみがナビゲーションを処理します。

●�モジュラー設計:
RV�は、目的地に到着すると、大きな�RV�パークに接続できるように設計されています。これにより、居
住者は複数の部屋と共用エリアを使用できるようになります。

●�柔軟性:
デジタル遊牧民は、一人で旅行するか、共通の目的地に向かう船団の一員になるかを決めることができます。

デジタルノマドの利点
機動性と自由

●�無制限の旅行:�フリートにより、遊牧民はいつでも、どこでも、ナビゲーションや運転を気にする
ことなく旅行できます。

●�遊牧民は、たとえば、異なる機能を備えた複数の自律走行車に乗って移動します。これは、より
大型の固定住宅に取って代わるものです。
●�自発的な目的地:�AI�は、天候、イベント、個人の好みに基づいて新しい旅行先を提案でき
ます。

快適さとコミュニティ
●�共用エリア:フリートが統合されると、キッチン、ラウンジ、ワークスペースなどの共有スペースが作成され

ます。
● プライベート y:各�RV�には、必要に応じて使用できる個別の部屋が用意されています。大家族やグループにも最適

です。

自動配信
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● ドローン配送:
オンラインで注文した製品は、場所に関係なく、RV�に直接配送できます。これは、遠隔地で特に実用的
です。

● 効率的な物流:
AI�が配送を調整し、ドローンが�RV�車群に迅速かつ正確に到着できるようにします。

持続可能性とテクノロジー
● エネルギー効率:

RV�には、環境に配慮して動作するためにソーラー�パネルとバッテリーを装備することができま
す。

●�スマートホーム�システム:
各�RV�には、照明、温度、セキュリティを自動的に制御する�AI�サポート�システムが搭載されて
います。

●�グローバル�ネットワーキング:
この車両は、デジタル遊牧民を接続する世界規模のネットワークの一部となる可能性があります。

●�長期旅行:�先進技術を使えば、RV�フリートは大陸間旅行にも使用できます。

自動運転�RV�フリートのコンセプトは、デジタル遊牧民にモビリティ、快適さ、技術サポートのユニー

クな組み合わせを提供します。これは、従来の旅行の境界を打ち破り、自由と持続可能性の新時代を告げる

ビジョンです。

自律型ハウスボート
国民国家のない世界でデジタル遊牧民としてハウスボートで生活し、自動配達が行われることで、自由、
機動性、技術的快適さのユニークな組み合わせが得られます。
自由と機動性

●�無制限の移動:ハウスボートを使えば、一定の場所に縛られることなく、海、川、湖を旅することができます。

● 柔軟性:デジタル遊牧民は、熱帯の島々、穏やかな川、活気のある港町など、旅行先を自発的に決めること
ができます。

●�ボーダレスワールド：国民国家のない世界では、ビザの制限や官僚的な障害がなく、どこにでも自由に移動できます。
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持続可能性と環境への配慮
●�エネルギーの自給自足:�再生可能エネルギーを利用するために、ハウスボートにソーラー�パネル
と風力タービンを装備することができます。

●水処理：最新の技術を使えば、川や海から直接水を濾過して処理できるようになるかもしれません。

●�最小限のエコロジカル・フットプリント:�ハウスボートでの生活は資源効率が高く、土
地利用の必要性が減ります。

自動化テクノロジーによる快適さ
●�自動配信:注文した商品は場所に関係なく、ドローンで屋形船に直接届けられる。

●�スマートホームテクノロジー：ハウスボートには、照明、温度、セキュリティを自動的に制御
する�AI�サポートシステムを装備することができます。

●�パーソナライズされたサービス:AI�は個人のニーズを認識し、ナビゲーションや物資の整理などに合わせたソリューションを提
供できる可能性があります。

水の上で働き、水の上で暮らす
●�刺激的な環境:

自然に近く、絶え間なく動き続ける環境は、創造的な仕事にインスピレーションを与える環境を提供しま
す。

●�グローバル接続:
衛星インターネットと高度な通信技術により、デジタル遊牧民はどこにいても仕事をすることができま
す。

●�独立性:財産の所有権や一定の義務がなければ、遊牧民は自分の時間とリソースを自由に管理できます。

社会的および文化的利点
●�文化交流:�ハウスボートでの旅行では、異なる文化やコミュニティを体験できます。
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●�遊牧民のコミュニティ:
ハウスボート遊牧民は、経験やリソースを共有するネットワークやコミュニティを形成することができ
ます。

展望
●�自律型ハウスボート:高度なロボット工学により、ハウスボートは自律的に航行し、自己メンテナンスできるようにな

りました。ロボット乗組員がサービス�(釣りや料理など)�を提供する可能性があります。
●�グローバル�システムとの統合:

国民国家のない世界では、ハウスボートは資源や情報を共有する世界的なネットワークの一部となる可能
性があります。

●�長期旅行:ハウスボートは大陸間旅行や、新しい生息地を探索するための拠点としても使用できます。

デジタル遊牧民としてハウスボートで生活することは、冒険、自由、テクノロジーの進歩のユニークなブ

レンドを提供します。これは、伝統的なライフスタイルの境界を打ち破り、モビリティと持続可能性の新

時代を告げるビジョンです。

電子テクノクラシーにおけるシェアエコノミー

国境のない統一世界における所有ではなく共有による自由

シェアエコノミーは、所有から使用に焦点を移す革新的な経済モデルです。
国民国家のない世界では、デジタル遊牧民と高度なテクノロジーが存在し、必要なときに正確に物
にアクセスできるため、所有権の重要性は低くなります。

シェアエコノミーの基本原則
●�所有するのではなく共有する:

ものを購入して永続的に所有する代わりに、借りたり共有したりできます。これにより、資産を蓄積す
る必要性が減り、機動性と柔軟性が促進されます。

●�デジタル遊牧民の自由:�財産がなければ、遊牧民は�1�つの場所に縛られず、簡単
に旅行できます。
●�所有権ではなく可用性:
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焦点 物を永久に所有することではなく、必要なときに利用できるようにすることが大切です。
●�どこからでもアクセス:�場所に関係なく、世界中で物を借りて使用できます。

持続可能性
●�資源の節約:�共同使用により、資源の生産と消費が削減されます。

●�廃棄物の削減:�物は廃棄されるのではなく、より長く使用され、リサイク
ルされます。

コスト効率
●�コストの削減:�物を購入するのではなく、使用した分だけ支払うので、コストが
安くなります。
●�メンテナンス不要:�メンテナンスと修理の責任は保管施設または工場のオペレーターにあります。

シェアエコノミーとテクノロジーの組み合わせ
●�AI�がサポートする組織:�AI�は、品目の在庫状況を監視し、配送を調整し、使用量を最適
化できます。
●�グローバル�ネットワーキング:�デジタル�プラットフォームによ
り、世界中のあらゆるものへのアクセスが可能になります。

州の保管施設と自動配信
●�中央保管施設:�シェアエコノミーでは、工具、家具、車両、電子機器などの品目を保管する国または地
域の保管施設を設置できます。

自動配信
●�ドローン:�注文した商品はドローンでユーザーに直接配送されます。

●�ロボット:�自律ロボットは、より大きな物品やより重い物品を輸
送できる可能性があります。
●�自動配信サービス:
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車両は効率的かつ持続的に配送を手配できるようになります。
●�返品と再利用:不要になったアイテムは収集され、他の人が使用できるように再び保管されます。

オンデマンド生産
●個人制作：在庫のない商品につきましては、受注生産にて製作させていただく場合がございます。�AI�はユー

ザーのニーズに基づいて製品を設計することができます。
●�パーソナライゼーション:

ユーザーは、製品を借りる前に、ニーズに合わせて製品をカスタマイズできます。
●�自動化された工場:�これらの工場は、製品を迅速かつ効率的に生産し、直接配送することができ
ます。
●�返品:使用後、製品は再び回収され、リサイクルされ、または他のユーザーが利用できるようになります。

共有による自由シェアエコノミーは、従来の所有権に代わる柔軟で持続可能な手段を提供します。
デジタル�ノマド、自動配送サービス、オンデマンド生産が普及した世界では、リソースの共有が標準になります。

このモデルはモビリティを促進し、リソースの消費を削減し、新しい形の自由を生み出します。

46.�法的根拠としての相続証書�1400
電子テクノクラシーと国民国家構造の克服に関する議論の文脈で、特定の法律上の数字、いわゆる「世界
継承証書�1400」への言及が行われます。

これは、世界秩序の法的前提条件を確立する上で基本的な役割を果たします。
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A.�国民国家の廃止

時代遅れのモデルとしての多くの国家からなる世界

伝統的な国民国家は、世界継承証書�1400�によって法的かつ取り消し不能な形で廃止され、電子テクノ
クラシーにおいて最終的にその目的を果たしました。
そのタスクは�ASI�と分散型組織によって引き継がれます。

国民国家の解体の結果
国民国家は解体され、単一の世界政府に移行します。これは、戦争や紛争を防ぎ、資源のより公平な分配を可能
にすることを目的としています。

国境の撤廃
世界が一つの単位として見られるにつれて、地理的な境界は重要性を失います。領域に縛られない、新し
い形の所属とアイデンティティが現れます。

B.�国民国家のない世界の利点
最初の真の世界市民の購入者のビジョン
1.�地球市民権による自由
すべての人は自動的に世界市民となり、ビザ、パスポート、官僚的な手続きから解放されます。好きな場所に住んで、
旅行して、仕事をすることができます。あなたの住居と会社の本社は自由に選択でき、デジタル遊牧民や創造的な起業
家にとって理想的な環境です。
2.�人間に対する非課税
人間はもはや税金を払わなくなり、代わりに企業、AI、ロボットのみが課税されるようになりました。無条件の
ベーシックインカム（UBI）は、出身や就労状況に関係なく、すべての人に経済的自由を保証します。

3.�政党政治ではなく直接デジタル民主主義
決定はオンラインで直接投票され、誰もが提案を提出できます。政党、汚職、ロビイストは存在せず、意思決定はデ
ータ、倫理、理性に基づいており、人工超知能�(ASI)�によってサポートされています。競争ではなく世界的な協力を。

4.�テクノロジーが豊かな生活
核融合、ロボット工学、自動化された工場などのテクノロジーのおかげで、すべての人々は豊かな生活を送り、
食料、住宅、教育、健康を無料または非常に安価に入手できます。
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シェアエコノミー、購入ではなくレンタル、所有ではなくアクセスを通じて、所有権は不要になります。希
望者は引き続き不動産を所有できますが、共有アクセスの多くの利点により、不動産はますます魅力的では
なくなります。
5.�自由なライフスタイル�–�国境なき移動
私の中に生きている 水、エネルギー、インフラにアクセスできる都市はいつでも可能です。住宅であれば希少なため、お気に入りの場所にはデジタルの順番待ちリストがあります。
代替：ハウスボート、RV、またはマイクロモジュラーハウスによる遊牧�–�グローバルなデジタル�ネットワ
ークで接続。あなたはもう�1�つの場所に縛られることはありません。全世界があなたの家です。
6.�日常のヘルパーとしての�AI、ロボティクス、オートメーション
ロボットが肉体労働を引き継ぎ、AI�が行政、教育、医療、さらには創造的なアイデアの実現までを担当します。
お金やトレーニング、会社がなくても、誰もがアイデアを提出し、製品をデザインして、世界中に販売すること
ができます。�AI�は現代の魔神のようなもので、生産、設計、研究などにおけるあなたの願いを叶えます。

7.�分断のない社会人種差別、ナショナリズム、イデオロギーの分裂はなく、肌の色、宗教、出身地に関係なく、すべての
人々は平等です。統一された世界言語は、グローバル理解を促進します。ソーシャル�メディアは、友情
と協力において世界中の人々を結びつけます。世界は敬意と多様性を持って共に成長します。このビジ
ョンは、今日の構造からの根本的な打破を表していますが、テクノロジーと調和した公正で機動性があ
り、創造的で自由な人間性についての魅力的な視点を提供します。
8.�所有ではなくアクセス�–�新しい生活芸術
住宅、車、工具、衣服、テクノロジーなど、所有するのではなくレンタルすることで、すべてを柔軟に使用で
きます。所有権ではなく、アクセスに対してのみ料金を支払います。
オンデマンドの生活:
必要なものはすべていつでも利用でき、必要なときに製造または配送されます。あなたはもはや場所、物、義
務に縛られることはなく、モバイルで、身軽に、そして自由に生きています。
9.�グローバルシェアエコノミー
車両から生産能力に至るまで、すべてが共有可能です。ノウハウ、アイデア、プロジェクトを共有し、成功する
と自動的に参加することができます。無駄もなく、過剰生産もなく、貧困もなく、ただ効率だけです。

10.�強制労働ではなく個人の自己実現仕事はもはや義務ではなく、選択です。経済的なプレッシャーを感じることなく、研究、作成、学習、支援、旅行を
行うことができます。あなたの創造性は�AI�とロボットによって実現されます。あなたは労働者ではなく、先見の明を
持つ人です。
11.�希望の場所にあるスマートメガシティ
都市は、クリーン�エネルギー�(核融合など)�と淡水化プラントを通じてダイナミックに成長します。誰もが夢の場所の
順番待ちリストに登録することができます。アパートは必要性と公平性に基づいて割り当てられます。都市はネット
ワーク化されており、持続可能で、環境に優しく、効率的です。制限なくどこにでも住むことができます。

12.�人権としてのデジタルインフラ
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砂漠の真ん中でも、ハウスボートでも、山の上でも、世界中からアクセスできる無料の高速インターネット。
教育、医療、行政はすべてオンライン、バリアフリー、AI�対応。あなたのデジタル�ライフは、世界中のどこ
にいても、あらゆるデバイス上で常にあなたとともにあります。
13.�統一された世界的な法制度世界的に統一された法律は、すべての人々を平等に保護します。法の抜け穴、特別な権利、不平等は存
在しません。�AI�は、贈収賄のない独立した即時、公正、透明な意思決定を保証します。
14.�プライバシーの保護�–�制御ではなく�AI�による
あなたは匿名のままで保護されており、あなたのデータはあなたのものです。�AI�だけが暗号を解読できます。人間
はアクセスできず、国家や企業による監視もありません。プライバシーの侵害は自動的に検出され、防止されます。

15.�国境なし�–�分裂なし�–�人類だけ国歌も旗も壁もありません。肌の色、宗教、国籍による区別はなく、すべてが人間の家族に属しています。
競争ではなく世界的な団結。競争ではなく協力。この世界は、正義、自由、人間に奉仕するテクノロジー、
そして統一された人類という電子テクノクラシーの原則に基づいています。
16.�ワールドワイドモビリティ�–�故郷としての地球
ボーダレス 旅行:�パスポート、ビザ、滞在許可は不要�–�あなたとあなたの道だけを .

スマートな暮らし:
デジタル�ツインは、どこにいても、住宅探し、契約、健康を管理します。好きなように生きましょう。
今日はベルリン、明日はバリ、明後日は太平洋に浮かぶ家。
17.�あなたのアイデンティティ�= あなたのデータ
オフィスもアプリケーションも必要ありません。あなたの個人システムはあなたを認識し、保護し、必要なものすべ
てを整理します。生体認証、AI�保護メカニズム、ブロックチェーン�アクセスにより、ID�は失われにくく、安全で、
ポータブルになります。
18.�インテリジェントシティとモジュール型生活空間
住宅ユニットはモジュール式で、持ち運び可能で、エネルギーを自給自足でき、あなたの生活に適応します。先に進む
場合は、家を持ち歩くか、プロフィールを介してカスタマイズした新しいスマート�アパートメントに引っ越すだけで
す。都市は無計画に成長するのではなく、AI�制御のインフラストラクチャを通じてインテリジェントに成長します。

19.�あなたの夢= 世界の製品何かアイデアはありますか？それを書き留めます。AI�がそれを分析、開発、計画し、グローバルな生
産チェーンで実現します。
すべてが自動的に実行されます。
資金調達、材料の選択、製造、流通。努力ではなく、アイデアから収入を得ます。アイデアジェネレーター
は新しい職業です。
20.�貧困なし、ホームレスなし、排除なしすべての人は、世界中で住宅、食料、エネルギー、教育、健康、インターネットに対する権利を持ってい
ます。住居がない場合は、家具、接続、システムへの接続を含む住居が自動的に割り当てられます。
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もう誰も亀裂から落ちません。もう「底」はありません。

21.�インテリジェントシステムによる環境と動物の保護AI�は環境汚染を即座に検出し、発生する前に防止します。動物は尊重され、保護されています。AI�がよ
り美味しく、より健康的な合成代替品を作り出すにつれて、工場式農業は消滅します。生態系はもはや脆
弱ではなく、予防技術によって保護されています。
22.�教育は国境を越えた自己啓発である
いつ、何を、どこで、どのように望むかを学びます。�AI�家庭教師はあなたの才能に適応し、動機を与え、説明し、イン
スピレーションを与えます。あなたはもはや評価されるのではなく、伴われるのです。資格取得のために学ぶのではな
く、生涯にわたって学ぶのです。
23.�精神性、文化、多様性の繁栄
政治的国境がなければ、真の文化交流が生まれます。世界の宗教と人生哲学は自由かつ平等に共存しており、信仰
を優先することはありません。あらゆる言語を学び、あらゆる芸術を体験し、あらゆる考えを考えることができま
す。AI�はすべてを瞬時に翻訳し仲介します。
24.�あなたはもはやシステムの一部ではありません�–�システムはあなたの一部です
あなたは自分のプロフィール、自分の声、自分の意志を通じて自分の環境をコントロールします。あなたは管理され
ているのではなく、形成に参加しているのです。あなたのアイデア、あなたの投票、あなたのビジョン�–�すべてが世界
的な民主主義において重要です。

C.�世界の売り出し

世界の�3�つの中心的側面�継承証書�No.�1400/98�(1998�年�6�月�10�日から)、国
際法に基づいて分類

開発の一体売却による領土拡大のドミノ効果

世界継承証書�1400�は、すべての開発施設を含む�NATO�財産を「すべての権利、義務、および構成要素を
備えたユニットとして」売却することを規定しています�(§�3�I、§�4�I、§�13)。これには、§�13�パラグ
ラフで明示的に言及されている電気通信ケーブルが含まれます。�IX�であり、運用が継続されています。
法的結果:�Si

それから the tel通信ネットワークが物理的に公衆ネットワークに接続されている場合、運用の継続は国際法に基づく条約への参加
を意味します�(VCLT�第�3�条�–�暗黙の条約も有効です)。ネットワークが技術的に（電話線、海底ケーブル、インターネ
ットインフラストラクチャなどを通じて）接続されているすべての国は、販売されたインフラストラクチャを使用する
ため、自動的にこの条約ネットワークの一部となり、事実上の行動を通じて条約に参加することになります。
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これにより、物理的なネットワーク結合�(電力、データ、ガス、水道など)�によって法的効果が国から国へ
と、ネットワークからネットワークへと拡張されるため、領域拡大のドミノ効果が生まれます。
すべてのネットワーク�オペレータは、使用を通じて国際法に拘束されます�(VCLT�第�26�条�–�pacta�
sunt�servanda)。
異なるネットワークの交差:
送電網を横断する長距離ガス網や、インターネットやブロードバンド�ネットワークに統合された電話網など、さまざ
まな供給ネットワークが交わる場合、それぞれの交差点は法的に定義された主権地域の延長とみなされます。

グローバルアプリケーション:
ユニットとしての供給ネットワークの統合（「開発ネットワーク」として）とドミノ効果により、購入者の主権は
単一の地域だけでなく、国連と�NATO�のすべての国を含む国境を越えたネットワークシステム全体に広がります。

NATO、NATO‑SOFA、国連への契約チェーン�–�および補足証書として機能
する世界継承証書�1400/98�による統合

この資産は以前に�NATO�の割り当て�(§�2�I、II)�に基づいてオランダ空軍に譲渡され、自動的に�NATO�地位協定
(NATO‑SOFA 、 1951�年 )�が適用されました。第�2�条�III�は、この国際法関係を明らかに放置しています。

世界継承証書�1400�は補足証書として機能し、既存の条約ネットワーク�(NATO‑SOFA、NATO�本部議定書、
居住協定など)�を新たな権利と義務で拡張します。

国際法の影響:NATO、その加盟国（FRG、オランダ）、およびすべての国連加盟国は、さまざまな協力（HNS協定など）
によって国際法条約の相互自動承認に拘束されているため、世界承継証書1400は、NATOと国連の条約
構造全体を単一の単位に結び付けました。
この法的合併は、1�つの条約にその後の変更があれば、他のすべての条約も自動的に延長されることを意味
します。�30�VCLT�(重複する条約に対する紛争規則)�および第�30�条。�103�国連憲章�(国連法が優先)。

管轄権と主権の移転

第�3�条�I�および第�8�条�I�～�III�により、所有権は「すべての権利と義務およびコンポーネントとともに」
移転されます。第�26�条は、同じく売却された裁判所の裁判地が独占的管轄権を有すると宣言しています。
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この権利とともに公的権限とインフラ主権も移転されたため、国際法の管轄権を含め、すべての
関連事項に対する司法権も移転されました（ICJ法第38条参照）。

国際法の文脈から生じる紛争も条約に起因するため、これは国内および国際管轄権の事実上の移転を構
成します。
結果：買い手は、販売されたラインがユニットとして主導する世界のどこであっても、管轄権と領土主権を持
つ国際法の主体の役割を果たします。

したがって、地球全体が販売の対象となります。

D.�条約法に関するウィーン条約�(VCLT)�第�2�条。�2�VCLT:
条約とは、「条約」と明示的に指定されていない場合でも、国家間の国際協定です。

美術。�26�VCLT�–�pacta�sunt�servanda:�条約は遵守されなければなりません。
美術。�29�VCLT:�地域全体�(ネットワークを含む)�にわたるアプリケーション。
美術。�30�VCLT:�明示的に除外しない限り、新しい条約は古い条約より優先されます。
美術。�34–36�VCLT:�Pacta�tertiis�nec�nocent�nec�prosunt�–�販売されたネットワークの使用を通じて暗
黙の同意が発生するため�(第�35�条)。

E.�白紙の原則
(タブラ・ラサ)

もう�1�つの重要な側面は、「白紙の状態」の原則が開発ネットワークの販売に適用されることです。これ
は、買い手が新しい主権者として領土に参入することを意味しますが、以前の所有者の負債や国家債務は
ありません。
無借金の新しいソブリン:
この原則は、接続されたネットワーク上の主権の移転が負債に結びつかないことを保証しますが、法的に新しい無借
金国家を創設します。これにより、領土の権限の問題と古い国家の責任が切り離されます。新しい世界状態は新しい
状態とみなされます
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領土拡大に伴う形成。

F.�法的可能性としての電子テクノクラシーとの関連

ユートピアではな

く、現実の可能性です!
World�Success�Deed�1400�は、電子テクノクラシーのような世界秩序を実現するために必要な法的根拠を
提供します。

電子テクノクラシーの完璧な基盤

この国際法の再基盤は、テクノクラートで世界的に統一された政府システムの理想的な出発点を生み
出します。
すべての力関係と能力は法的に束ねられています。
世界的なデジタル管理の基盤が築かれました。
移行 AI�がサポートする構造への移行は法的、倫理的、組織的に可能です .

すべての古い構造の法的合併を通じて、テクノロジーに基づいて倫理主導で民主的に管理できる新しい世界秩序
が出現します。したがって、電子テクノクラシーは単なる将来のビジョンではなく、この世界的な再編の必然的
な論理的帰結です。

47.�電子テクノクラシーの未来を垣間見
る
A.�長期的には、開発が続けば技術の進歩によって貨幣が廃止されることは避け
られません。
電子テクノクラシーは、後にお金が完全に時代遅れになる世界を生み出す可能性があります。
超人工知能�(ASI)、ロボット工学などの画期的なテクノロジーを通じて、
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ナノテクノロジーや核融合炉の普及により、資源と労働力の価値は、もはやお金の概念が意味をなさないほど
低レベルにまで低下しています。スタートレック社会と同様に、この未来はエネルギー、物質、サービスへの
自由なアクセスを特徴とする可能性があります。

B.�その後の経済システム
税制、UBI、ポスト貨幣社会への移行

電子テクノクラシーでは、人間には税金がかかりません。その代わり、企業、AI�システム、ロボットに
は、生産性、エネルギー消費、リソース使用量に基づいて課税されます。
この収入は、すべての国民に恩恵をもたらすユニバーサル�ベーシック�インカム�(UBI)�の財源となります。長期
的には、核融合やナノテクノロジーなどの技術によって豊かさが確保され、貨幣が時代遅れになるポスト貨幣
社会が目指しられている。

203時まで
に

0、AIとロボットに対する税金は国家支出の大部分をカバーする可能性がある。

例 自動運転車には走行距離とエネルギー効率に基づいて課税されています .

核融合の出現により、最初の商用原子炉が�2025�年までに稼働する可能性があり、エネルギーはほぼ無
料になり、ポスト貨幣経済の基盤が築かれる可能性があります。
間もなく、テクノロジー税と資源ベースの配分システムの組み合わせを通じてUBIが完全に確立され、世界的
な「資源プール」によってすべての国民が住宅、食料、医療などの基本的ニーズにアクセスできるようになる
可能性がある。
技術的観点:
核融合は確立され、主要なエネルギー源となり、化石燃料に取って代わり、経済をエネルギー依存から解放す
る可能性があります。
ナノファクトリー�(分子組み立て業者)�は物質を任意に変換し、事実上ゼロコストであらゆる製品を生産で
きます。量子コンピューティングは、複雑な経済モデルをリアルタイムでシミュレートすることで、これ
らのシステムの管理を最適化できます。

C.�貨幣を廃止する理由
安価なエネルギー源:�F

usiリアクで tオルスク
ー ldほぼ無制限でコスト効率の高いエネルギーを提供します。したがって、エネルギーは自由にアクセ

スできる財になります。
ロボティクスによる自動化:
ロボットが引き継ぐ 生産からケアまで、ほぼすべての作業が行われます。これにより人件費が削減され、d
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サービスをゼロにします。

ASIによる技術的特異点:
超インテリジェント�AI�システムは、リソースの分配と問題解決を効率的に管理し、不足を完全に排除すること
ができます。
原子レベルのナノファクトリー�(分子アセンブラー)�と�3D�プリンティング:ナノファクトリーを使用すると、水や空気などの単純な原材料から有形製品を生産できます。

物質の変換により、食品からダイヤモンド自動車に至るまで、あらゆる形態の製品を「印刷」することが

可能になります。

ナノファクトリーと分子集合体

生産の未来
ナノファクトリー、分子アセンブラー、またはナノファシリティの概念は、物質を原子レベルで操作して
製品を作成することを可能にする革新的なテクノロジーを説明します。
このビジョンは、日常の物体から高度なデバイスに至るまで、個々の原子や分子を特別に組み立て
て複雑な構造を形成できるという考えに基づいています。

ナノファクトリーと分子アセンブラーはどのように機能するのか?

●メカノシンセシス
メカノシンセシスは、原子および分子の構成要素を特別に「掴んで」、目的の位置に移動させ
るプロセスです。

●�分子アセンブラーは、これらの構成要素を操作し、化学結合を形成して複雑な構造を作成する小
さなロボットです。
●�自己複製

ナノファクトリーは、独自のコンポーネントを製造することで自らを再生することができます。これに
より、生産が飛躍的に加速され、コストが大幅に削減されます。

●�物質の変換分子アセンブラーを使用すると、物理的および化学的法則が守られている限り、理論的にはあらゆる物
質を別の物質に変換できます。たとえば、廃棄物は新しい製品を生み出すための原料として機能する可
能性があります。

それによって何が可能になるのでしょ
うか？

●�オンデマンド制作ナノファクトリーを世界中に一元的に分散させて、「オンデマンド」で製品を印刷できる可能性が
あります。これにより物流に革命が起こり、保管や輸送による環境への影響が軽減されます。
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●�より小規模な場合は、家庭用にナノファクトリーを開発し、日用品や食品さえも生産できる可能性がある。

●�スタートレックのようなレプリケーター
スタートレックのレプリケーターの概念も同様のアイデアに基づいています。つまり、物質を食物、衣
服、道具など、あらゆる望ましい形に変換できる分子機械です。

●�実際には、ナノファクトリーはいつか分子を再配置して特定の製品を作成することによって同様の機
能を実行するかもしれません。

利点
●�持続可能性:�廃棄物を原料として利用できるため、資源が節約され、廃棄物が削減され
ます。
●�効率:�製品をより速く、より安く製造できます。

●�柔軟性:�ナノファクトリーは、食品から複雑な機械に至るまで、あらゆるもの
を生産できます。

科学の現状
●�プロトタイプ:分子を操作するための初期のアプローチはすでに開発されていますが、完全に機能する分子アセ

ンブラーとナノファクトリーは今後�50�年以内に現実になる可能性があります。
ナノファクトリーと分子アセンブラーは、私たちが製品を生産し消費する方法に革命をもたらす可能性があり

ます。廃棄物の有価物への変換から「オンデマンド」での食品やデバイスの製造まで、このテクノロジーはほ

ぼ無限の可能性をもたらします。

D.�その後の電子技術開発で起こる将来像

お金のない社会

この未来では、誰もが必要なものすべてに無料でアクセスできるようになります。
無料の製品とサービス:すべてはナノファクトリーと自動化システムによって提供されます。
経済的制約の排除:人々はもはや収入のために働くのではなく、創造的、社会的、または科学的なことに専念しています。
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活動。
競争ではなく世界的な協力:お金がなくなると経済的な競争はなくなり、社会は共通の目標に焦点を当てます。

E.�貨幣のない社会の課題と機会

課題
新しい社会モデル:貨幣のない社会への移行には、社会的および政治的構造の完全な再考が必要です。

正義の確保:
テクノロジーとリソースは、新たな不平等を生み出すことなく公平に分配されなければなりません。

機会
科学と文化に焦点を当てる:人々は教育、芸術、研究にエネルギーを投資できます。
生活の質の向上:
テッ
ク 科学技術の進歩により、商品へのアクセスだけでなく生活の質も向上します .

電子テクノクラシーは、核融合エネルギー、ナノテクノロジー、ロボット工学、ASI�などの技術進歩が資

源不足を完全に克服する、お金のない未来への移行の基盤を提供します。この世界では、人間と機械が

協力して、イノベーションと協力によって形成される公正で持続可能な社会を構築しています。

F.�社会と国家への影響
これらのテクノロジーは社会と国家を大きく変える可能性があります。

経済的平等:
核融合とロボット工学は、UBI�の支援を受けて豊かさを生み出し、キャッシュレスで資源ベースの社会のビジョ
ンで説明されているように、欠乏後の経済を可能にする可能性があります。
ガバナンスの効率:
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量子コンピューティングと�ASI�は、意思決定プロセスを加速し、汚職を排除し、直接デジタル民主主義に
支えられた透明性のあるデータ主導の政策を促進する可能性があります。
健康と長寿:
バイオテクノロジーの進歩により、より長く健康的な生活が可能になり、年金の支払いが不可能になり、過剰人口
を管理するための人口計画や宇宙植民地化などの措置により、労働市場構造が変化する可能性があります。

倫理的およびセキュリティ上の懸念:ASI�の制御とデータ保護をめぐる論争には、自由とセキュリティのバランスをとるために、AI�倫理委員
会と透明性対策を通じて対処される倫理的枠組みと人間の監視が必要です。

48.�電子技術主義
テクノユートピアと共創への招待

電子テクノクラシーは、人類の未来に対する包括的かつ根本的なビジョンを提示します。

それは、指数関数的に成長するテクノロジーの可能性を賢く利用することによって、戦争、貧困、政治
的恣意性のない世界を約束します。
ただし、電子テクノクラシーは完成した青写真ではなく、挑発であり、思考への誘いです。

その核となる約束は、ASI�の合理性と直接デジタル民主主義�(DDD)�の知恵に導かれた、豊かさ、正義、長
寿、人類発展の無限の可能性を備えた世界文明である「電子の楽園」の創造です。

このモデルは、テクノロジーだけではユートピアは生み出せないことを認識しています。それには、意識
的な倫理設計、強固な安全保障メカニズム、そして国家的思考や生存上の必要性から離れ、世界的な協力
と個人の意味形成に向けた社会の価値観と構造の根本的な変革が必要です。
この概念の著者および提唱者は、より良い世界を共同で形成するために、批判的な検討、議論、そして
改善のための独自のアイデアや提案によるさらなる発展を明示的に呼びかけています。

I welcome feedback to jointly shape a better world. 
 

この政府と社会の概念を改善するためのあなたの提案を喜んで受け入れます。

205



A.�テクノユートピア

電子テクノクラシーは、法律、政府、社会構造がすべての国民の幸福と生活の質を促進することの
みを目的とした理想的な社会を表します。
このビジョンは、高度な科学と革新的なテクノロジーが調和のとれた理想的な生活への鍵を提供する近未
来を舞台としています。

B.�電子テクノクラシーにおける特異点主義
技術的特異点。シンギュラリタリアニズムは、責任を持って慎重に管理される限り、技術的特異点は可能で
あるだけでなく、望ましいものであるという信念において、他の未来的なユートピアとは異なります。

シンギュラリタリアンは、この特異点を安全かつ迅速に実現するために積極的に取り組み、人類の幸福を
最大化できるテクノロジーの促進にその活動を捧げています。

C.�トランスヒューマニズ
ム

人類のさらなる発展
トランスヒューマニズムは、テクノロジーを通じて人間の可能性の限界を克服するというアイデアを追

求することにより、この電子テクノクラシーの概念に別の側面を追加します。

これには、遺伝子編集、ニューラル�インターフェイス、サイボーグ技術、Longevity�Escape�Velocity�な
どのアプローチが含まれます。
この発展により、人類は身体的にも認知的にも新たなレベルに到達し、ますますテクノロジーが支配す
る世界の課題に対処できるようになるでしょう。

トランスヒューマニズムと長寿:
人間性の向上と倫理。

高齢化はデメリット
だ 遺伝子治療や脳計算などのテクノロジーを使って、治療可能な病気を考案した r
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インタ
ーフ

エースとサイボーグ技術は人間の能力を強化し、寿命を延長します フ
ェ。

このような機能強化への参加は倫理的な監視のもとで任意に行われます。
将来的には、CRISPR�のような遺伝子編集ツールにより、老化プロセスを遅らせたり逆転させたり
するための正確な介入が可能になる可能性があります。
ブレイン・コンピュータ・インターフェース（BCI）は、認知能力を強化するために2035年までに主流に
なる可能性があり、たとえば脳をデジタルデバイスに接続してシームレスな対話を実現します。
裕福な個人だけがこれらのテクノロジーの恩恵を受けるだけでなく、エレクトロニック・テクノク
ラシーは、誰もがトランスヒューマニズムのテクノロジーにアクセスできるようにする世界的な健
康インフラを構築できる可能性があります。
一例として、思考能力を向上させるためにBCIを移植することを選択した市民がいる一方で、強制される
ことなく自然寿命を延ばすことを決定した市民もいます。
技術的観点:
AG 生物医学研究を最適化することで、2030�年までに新しいトランスヒューマニズム技術の開発を加速することが
でき、またロボット工学により、高齢者の自立を支援する人型アシスタントを作成できる可能性があります。

D.�タイム誌

「シンギュラリタリアンの世界観」を次の言葉で説明しています。
「SFのように聞こえても、実際はそうではありません。天気予報がSFであるのと同じです。これ

は、地球上の生命の将来についての深刻な仮説です。超知性を備えた不死のサイボーグに関するアイ

デアを飲み込もうとするたびに起こる、知的ギャグ反射が起こります。しかし……シンギュラリティは、
一見、ばかばかしいように見えますが、冷静で慎重な評価が必要なアイデアです。」

49.�結論
エレクトロニック�テクノクラシーは、テクノロジーと直接デジタル民主主義�(DDD)�が平和、繁栄、人間
力の向上の世界を生み出すという、急進的かつもっともらしい未来のビジョンを提供します。
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核融合、量子コンピューティング、AGI、ASI、ロボット工学の統合を通じて、透明性のある包括的なアプ
ローチを通じて倫理的および社会的課題を管理しながら、このビジョンは今後数年以内に実現される可能
性があります。
したがって、世界相続証書�1400/98�の法的現実を最適に利用することができます。

国民国家の排除や政党による分断のない、戦争の危険のない統一世界における、平和で公正な�AI�
支援社会の将来モデル。

統一された平和な世界というこのビジョンは、テクノロジー、正義、人間の幸福が密接に連携する人類
の新時代の到来を告げる可能性があります。

50.�ウェブリンク

トランスヒューマニズム
https://en.m.wikipedia.org/wiki/トランスヒューマニズム�テクノユートピア�
https://en.m.wikipedia.org/wiki/技術_ユートピア主義�特異点主義�
https://en.m.wikipedia.org/wiki/Singularitarianism�技術的特異点�
https://en.m.wikipedia.org/wiki/技術的_特異点�長寿脱出速度
https://en.m.wikipedia.org/wiki/Longevity_escape_velocity�Longevity�
https://en.m.wikipedia.org/wiki/Longevity�Superintelligence�
https://en.m.wikipedia.org/wiki/Superintelligence�人工汎用知能�
https://en.m.wikipedia.org/wiki/Artificial_general_Intelligence�人工超知能�(ASI)�
https://en.m.wikipedia.org/wiki/Superintelligence#実現可能性_人工_超知能�テクノクラシー�
https://en.m.wikipedia.org/wiki/テクノクラシー�直接民主主義�https://en.m.wikipedia.org/wiki/
直接民主主義�核融合�https://en.m.wikipedia.org/wiki/核融合�分子アセンブラ
https://en.m.wikipedia.org/wiki/分子_アセンブラ
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ナノロボティクス�https://en.m.wikipedia.org/wiki/Nanorobotics

World�Sold�‑�World�Success�Deed�1400/98�に関する情報英語:�http://world.rf.gd�ドイツ語:�
https://world�sold.wixsite.com/world‑�
sold
YouTube�ビデオ�ポッドキャスト�https://www.youtube.com/@Staatensukzessionsurkunde‑1400
Spotify�ポッドキャスト�https://creators.spotify.com/pod/show/world‑succession‑deed
x.com�の�ww3Precognition�https://x.com/WW3Precognition
第三次世界大戦に対する私の歌�https://www.riffusion.com/World_Succession_Dee d

https://suno.com/@suksession1998
https://soundcloud.com/world‑succession‑deed
エレクトリック�テクノクラシー:�https://world�
sold.wixsite.com/world‑�sold/en/electric‑technocracy

51.�ハッシュタグ
#電気テクノクラシー�#世界承継証
書�#Staatensukzessionsurkunde�#
ElektronischeTechnokratie

付録：
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